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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　その事件は、月が無む駄だに明るい真夜中に発生した。

　時刻は、午前の二時を回った辺りだっただろうか？　普ふ段だんは多くの少女達が出入りする酒場の中も見事に静まり返っていた。ランプの火は一つ残らず消され、窓から差し込む月明かりだけが光源となって石いし畳だたみの床ゆかをターコイズブルーに照らす。

　そんな中、

「ふぅ」

　ただ一人、丸椅い子すに腰こしを下ろし、悩なやましげなため息を漏もらす男の姿があった。明るい橙だいだい色いろの髪かみ、エメラルド色の双そう眸ぼう。男はこの世界で誰だれよりも名の知れた勇者──ラルフ。

　ラルフはグラスの中の琥こ珀はく色いろの液体をぐいっと飲み干し、ぽつりと呟つぶやいた。




「また俺は、世界を救ってしまったんだな」




　嚙かみ締しめるわけでもなく、誇ほこらしげに誰かへと自じ慢まんするわけでもなく、ひたすら淡たん々たんとラルフはその言葉を口にした。

　ラルフはこれまで数え切れないほどの数、世界を救ってきた。具体的に言うと、百八十回と、あとプラス数回だ。あまりに救い過ぎて、厳密に何回だったかは覚えていない。

　世界を救うとはすなわち、魔ま王おうを倒たおすことだ。

　その過去の栄光は枚挙に暇いとまがないが、とはいえ今回の相手は相当な難敵だったと言えるだろう。

　戦った相手はヘイティという少女の姿をした魔王だった。

　彼女はとにかく女の子が大だい嫌きらいな魔王であり、なんとラルフの大切な仲間である三十三人の女の子達を『ついつい魔王になりたくなってしまう』という凶きよう悪あくこの上ない病「魔王病」に感かん染せんさせ、直接対決させるという手段を採ったのである。

　あまりにも卑ひ劣れつ。あまりにも非道。

　しかし、そんな相手であっても、ラルフは無事に勝利を収めた。ラルフは魔王ヘイティを正しい道へと連れ戻もどすことに成功したのである。

「はぁ」

　だが、そんな強敵との戦いを終えた後だというのに、ラルフの言葉には微み塵じんの感かん慨がいもなかった。むしろ辛つらそうだった。胸の高鳴りよりも胃痛の方が似合う表情をしていた。

　もちろん、それには理由がある。

　ここしばらく、ラルフを苦く悩のうさせているとびきりの頭痛の種。単なる「状態異常」を超ちよう越えつした「常態異常」とでも言うべき超ちよう絶ぜつバッドステータス。

　とある毒薬によって発動した不治の呪のろい──

「──ラルフよ。またしてもレベル１で世界を救ってしまったわけだし、もっと嬉うれしそうにしてもいいのではないかのう？」

「……なんだ、エロサモナーか」

「あまり嬉しくなさそうじゃな」

「夜中にエロい爺じいさんの顔を見て嬉しがる趣しゆ味みはさすがの俺にもないよ」

　ラルフは面めん倒どう臭くさそうな表情で、声を掛かけて来た老人の方を見やった。

　彼の名は、エロサモナー。

　この酒場の主であり、異世界から人間を召しよう喚かんする能力を持つ偉い大だいな賢けん者じやである。ひたすらにエロい萌もえ豚ぶたであるという唯ゆい一いつの弱点を除けば、ラルフの良き理解者であり、良き友であると言えるだろう。

　だが、エロサモナーの口にした台詞せりふはラルフからすれば耳が痛い限りだった。

　当たり前の話だが、生まれたときは誰もが裸はだかで、レベル１である。

　そしてまたしても当たり前の話として、誰もが服を着て、そして着実にレベルを上げていく。そんなこと、当然過ぎて誰も疑問に思わない。

　だから、誰も想像すらしない。その摂せつ理りから弾はじき出された者がいるだなんて。ラルフという──永遠にレベルが１から上がらなくなってしまった勇者がいることなんて。

　ラルフは頭かぶりを振ふり、エロサモナーと向かい合った。

「……でもその台詞は頂けないな。別に俺は低レベルの縛しばりプレイをやっているわけじゃないんだぞ。出来ることならレベル１よりもレベル99の状態で魔王を倒したいんだからな。少しでもレベルを上げて挑いどむことは、ボスに対する礼れい儀ぎでもあるわけだし」

「そうは言ってものう」

　エロサモナーが気難しい表情を浮うかべる。「もうどうやってもラルフはレベルが１より上には上がらないのじゃから、どれだけ悩んでもムダだというモノじゃぞ？」

「うぐっ!?」

「大体、レベルが１になってからのラルフは基本パーティのお荷物じゃし。レベル１なのにパーティから外せないって、それってもはや動く呪いのアイテムじゃし」

「い、言うな！」

「アルエちゃんやヘイティちゃんを倒せたのもほとんど仲間の娘女の子達のおかげじゃ。ラルフは毎回１ターン目に戦せん闘とう不能になる以外、何もしてなかったしのう」

「そんなことはない！　１ターン目にダウンしないことだって稀まれにあった！　最近は『奥の手』のスキルを使って、たまに戦闘にも参加出来るようになった！」

「いやいや。でもさ、ラルフの一番印象的なスキルと言ったら、これでしょ──『勇者の覚かく悟ご』（キリッ）」

「や、やめろおおおおお！　俺の精せい一いつ杯ぱいの覚悟を馬ば鹿かにしないでくれぇえ！」

　ひたすらに痛いところを突つかれ、思わず頭を抱かかえるラルフ。

　レベル１勇者ラルフの代名詞であり、一部の例外を除いてほぼ唯一のキャラ技わざとも言うべき「勇者の覚悟」は清すが々すがしいまでのクソスキルだ。

『１ターン、受けるダメージを30パーセントに軽減する。さらに５ターンの間、防ぼう御ぎよ力が上じよう昇しようする！』という効果があるものの、ダメージをカットし、防御力が少しぐらい上がったとしてもレベルの上がらないラルフは素すのステータスが激低であるため、どちらにしろ大たい抵ていワンパンされるという無駄の極きわみのようなスキルでしかないのだ。

　そう、ラルフのレベルは１である。

　では、そんなラルフがどうやって魔王やモンスターと戦うのかというと──一いつ緒しよにパーティを組んでいる女の子達、通つう称しよう「娘」に戦って貰うという手段を採るしかない。

　つまり、仲間頼だのみ──過去、数あま多たの魔王を一人で倒してきたラルフといえど、今は仲間の女の子達に頼たよるだけのヒモ勇者。それが現実だった。

　言うなれば、生きながらにして醜しゆう態たいを晒さらしているのと同義である。

　当然、元最強の勇者であるラルフからすれば、パーティの先頭に立って歩くことと、回復アイテムを使うことと、戦闘不能になること以外の役割がほとんどない現状が憂ゆう鬱うつで堪たまらなかった──なにしろ、いくら困難の末、また魔王を倒したといっても、ぶっちゃけ自分はほとんど役に立っていなかったのだから！

「ま、それでも結構上手うまいこと良くやってると思うよ？　なんだかんだで魔王を順調に倒してこれたし、今回も何とか世界を救えたじゃん。今は仲間も沢たく山さんいるし」

「それは、まぁ、確かに……」

「しかも、とびきり可愛かわいい子ばかりじゃん。言っとくけど、こんな凄すごいハーレムを持ってる勇者とか他ほかにいないよ？」

「……今いま更さらなことを聞いていいか？」

「うん。いいよ」

　相変わらず、異様にノリが軽い爺さんだ……ま、変に気を遣つかわなくていいのは好都合だが。

「普ふ通つう、勇者はハーレムなんて持ってない気がしてきたんだが……」

「かもね。でも、その代わりレベルが１の勇者も他にいないわけだし、新手の等価交こう換かんだと思ってさ。それにハーレム、別に嫌きらいじゃないでしょ？」

「うーん。そりゃ、まぁ。俺も男ではあるわけだし。でもな……」

「もし要いらないなら──わしが貰ってあげようか？」

「いやいや……何を言ってるんだ、エロサモナー。それは皆みんなに失礼だって。まるで俺の所有物みたいになってるけど、ハーレムといっても皆がそれぞれの意志で俺の仲間になってくれている、ってだけの話だしな。物みたいに扱あつかうのはダメだろ、常識的に」

「チッ！」

「し、舌打ち!?　冗じよう談だんじゃなかったのか!?」

「妙みようなところで固いなぁ、ラルフは」

　本気で忌いま々いましげな表情をしているエロサモナーを見て、非常に複雑な気持ちになるラルフ。確かに今現在、ラルフには三十三人の娘達仲間がいる。彼女達とパーティを組むことによってレベル１であるラルフも凶悪な魔王と問題なく戦うことが出来るようになった。

　だが、時々こうも思うのだ。

　──自分はこのまま、娘達に甘えているだけでいいのか、と。

「別にいいんじゃないの？」

「こ、心を読まれた!?」

「いや、だってラルフの考えてることとか、モロバレじゃし」

「う……」

「ラルフがレベル１でも他の子達は、あまり気にしてないしのう。弄いじられたり、馬鹿にされたりこそするが、ラルフの代わりに喜んで戦ってくれるいい子達ばかりじゃないか」

「……」

　エロサモナーの言っていることは何一つ間ま違ちがっていない。本当に、いい子達ばかりなのだ。だからこそ、ラルフは現状をどうにかしたいと思っていた。

　と、そうしてラルフがどうにかエロサモナーに返す言葉を探さぐっていたときだ。

　不意に──背後に自分達ではない人間の気配がフッと浮かび上がったのである。

「ふーん。いい気なものですねえ」

「な……!?」

　不ふ穏おんな、声。

　二人はすぐさま振り返り、そして驚きよう愕がくに目を見開いた。

「お、お前は……！」

　そこに立っていたのは、二人にとって非常に因いん縁ねん深い相手だった。全身をチェインメイルで武装し、右手には長なが槍やり、左手には大おお盾たてを持った兵士然とした男。

　否いな、まさに兵士そのもの！

「お前は『兵士です！』……!?　バカな、お前は俺が倒したはずだ！　しかも二回も！」

　──紛まぎれもなく男は「兵士」だった。

　時としてそれ以上の形容詞が付くこともあるが、基本的には他の名を持たない。だが彼の非常に慇いん懃ぎん無礼な性格から「兵士です！」ともっぱら正確に表記される。

　固有の名を持たず、普通は塵じん芥かい同然の存在としか思われていない人物……だが、この「兵士です！」はそこらの兵士とは格が違ちがうのだ！

　ラルフの問い掛けに「兵士です！」が大笑いしながら答える。

「ぷーくすくす。あれくらいで俺が倒されたと思って貰ったら困りますよ。あの程度で死ぬわけないじゃないですか。レベル１勇者の攻こう撃げきなんて何度食くらっても蘇よみがえれますよ」

「な、なんだと！」

「大体さあ。ボスにレベル１で挑んでくるとかバカなの？　出来るだけレベルを上げてから挑むのが、ボスに対する礼儀ってもんでしょう」

「なに言ってるんだよ！　俺のレベルを１にしたのはそもそもお前じゃないか！」

　──そう、まさにこの「兵士です！」こそが、かつてラルフに毒を盛り、彼のレベルを１に下げた張本人なのだから！

　それだけではない。この「兵士です！」は過去に「魔ま王おうな兵士です！」となってラルフの前に立ち塞ふさがったことすらある。しかも実は結構最近、魔王ヘイティが大暴れしたときも一いつ瞬しゆんだけ復活してラルフに挑んで来たのだ。まぁ、その時は異様に呆あつ気けなく倒たおされたわけだが……まさかアレは布石だったということなのだろうか？

「お、おいラルフ！　マズいぞ！」

「なんだよ、エロサモナー！　こんな大変なときに!?」

　すぐさま「兵士です！」との戦闘に入ろうとしたラルフは僅わずかに苛いら立だちながらエロサモナーに訊きき返した。

　ラルフはレベル１ではあるが「スーパーラルフ」という奥の手を持っている。これはラルフが万ばん全ぜんの状態であるとき、一度だけ全パワーを使って覚かく醒せいする技であり、この力を発動すればたとえ「兵士です！」相手といえど遅おくれを取ることは──

「今のラルフって、さっき冒ぼう険けんから帰って来たばかりじゃん」

「それがどうしたんだ」

「寝ねる前じゃん？」

「そりゃあ、夜だからな」

「まだ休んでないんだから、もうＴＰ残ってなくね？」

「……」

　ラルフは自身の両の掌てのひらをしげしげと眺ながめた。そうして「グッ」と力を入れれば、いつだって全盛期のラルフに戻もどれてしまう──かといえば、別にそんなことはない。

　対価が、いる。

　例えば店で料理を食べるなら金ゴールドがいるし、フレイム炎を出したいなら呪じゆ文もん書とＭマジツクＰポイントが欠かせない。固有の必殺技を使いたいならば──ＴテクニカルＰポイントが必要だ。特に「スーパーラルフ」は奥の手中の奥の手。ＴＰが１ポイントだって欠けてはならない。使用するためにはＭＡＸの[image: 100]ポイントが必要なのだ。

　今の就しゆう寝しん前のラルフは、スッカラカンだった。１ポイントも余力は残っていなかった。

「だから、わざわざ夜に来たんですよ」

　ニヤニヤしながら「兵士です！」が言った。「別にラルフさんが全盛期の力を取り戻したとしても今の復活した俺には敵かないませんけど。とはいえ、万全を期すにはその方がいいじゃないですか。ｋｓｋｓクスクス」

「なっ……ひ、卑ひ怯きようだぞ!?　俺達主人公は本ほん拠きよ地ち戻もどったら十分な回復を受ける権利があるはずじゃないか！　だ、大体ボスが自分から攻せめてくるなんて……！」

「ハハッ！　椅い子すに座ってるだけのボスなんて古いですね。そんなんじゃあ、腰こしを痛めちゃうじゃないですか。俺はそんなの嫌いやですから」

「ぐっ……た、確かに一理ある……！」

「ふふふ。おっと、そうでした。まだ俺の目的を伝えていませんでしたね」

　言いながら「兵士です！」がラルフ達の前に一足分、歩み出た。

　そして。

「ラルフさん。簡単に言うと、誘拐させて頂こうかと思うんですよ。レベル１でも一応は勇者であるあなたを、兵士の俺が……ついでにその爺じいさんも一緒に、ですが」

「なん……だと……!?」

　ラルフは驚愕した。焦あせった。ビビった。狼ろう狽ばいした。

　──勇者が誘拐されるだって？

　そ、そんなこと、あっていいはずがない！

「っ……そ、そもそも、お前、ここがどこだと思ってんの!?　勇者の本拠地だぞ！　ボスが冒険の疲つかれを癒いやす前の勇者に奇き襲しゆう掛かけてくるとか、恥はずかしいと思わないわけ!?」

　ラルフは恥はじも外聞もなく喚わめき散らした。

　あまりにも情けない姿であるが、今の彼にはこうするしか「兵士です！」の魔まの手に抵てい抗こうする手段が残されていなかったのだ。が、しかし。

「は？　思うわけないじゃないですか。というか、どう見ても恥ずかしいのはそっちの方でしょう。勇者のくせに子供みたいに駄だ々だを捏こねて。本物の娘むすめさんに見放されますよ？」

「な、なに!?」

「だよねぇ……」

　さすがにエロサモナーが苦く笑しようする。ラルフだけが酷ひどく取り乱し、声を荒あららげた。

「エロサモナー！　あんたまで納なつ得とくしてどうするんだ!?　だ、大体、勇者がさらわれるなんてあまりにもカッコ悪過ぎる……キノコの国のお姫ひめ様じゃあるまいし！　俺は腐くさっても、レベル１でも勇者なんだ！　倒れるときは前のめり！　最さい期ごは必ず戦って倒されるべき！　違うか!?」

「いや、ハハッ。なに言ってんでしょう、この人。覚醒も出来ないレベル１のあなたと戦ってもね。勇者哲てつ学がくを語るにも格というものがあるんじゃないですかねぇ？」

「うぎぎぎぎ……！」

「じゃ、そんな感じで。さらっちゃいまーす」

　万ばん事じ休す。そして非常に軽けい薄はくでチャラい雰ふん囲い気きを携たずさえた「兵士です！」が迫せまる。ＴＰ切れで何も出来ないラルフは全く抵抗することが出来なかった。

「う、うわああああああああああああああああああ！」

　──勇者の悲鳴が月夜に響ひびき渡わたる。




　こうして勇者ラルフは「魔」の手に落ちた。勇者が誘拐されるという前代未み聞もんの珍ちん事じに対して、酒場へと集つどう娘達が気付くのは夜が明けてからになる。

　故ゆえに、今はまだすべては夢の中。

　三十三人の少女達は、皆、羽う毛もうの布ふ団とんと柔やわらかいまどろみに包まれている。だが三十三人全員が勇者の救出に一役買うかといえば、残念ながらそういうわけではない。個人差があるからだ。

　その中でも、後に一人の少女が背負うことになる責任は非常に大きなものとなる。

「うーん、むにゃむにゃ……ちょっともうラルフったら、えっちなんだからー。うふふふふふ……」

　レベル１勇者を巡めぐる救出劇。

　トレードマークは、薄うす桃もも色いろの髪かみとお腹なかが丸出しになった濃のう青せいのセーラー服。レベル１になった直後のラルフが最初に出会った天てん真しん爛らん漫まんな女子高生──「ララ」。小こ柄がらな身体からだでは収まりきれないほどの活力を秘ひめた彼女率いるパーティの手に託たくされることになる。







[image: 第１章　Ｌｖ１勇者を救い出せ！]










　　　　１




「ふわぁあああ、ねむいよう」

　普ふ段だんより少し遅おそい時間に目を醒さましたララが朝食を食べるために目を擦こすりながらエロサモナーの酒場に足を運ぶと、普段とは異なる緊きん張ちよう感かんが場を支配していた。

「んー？」

　既すでに酒場の中には仲間達のほとんどが集まっているようだった。

　これは正直なところ、とても珍めずらしいパターンである。

　ラルフの下もとに集った三十三人の娘達は彼女達をこの世界に召しよう喚かんしたエロサモナーが経営する酒場をもっぱら溜たまり場にしているわけだが、さすがに酒場の中に全員が寝ね泊とまりする施し設せつはない。酒場に直接住んでいるのはラルフとエロサモナーだけなのだ。

　そのため彼女達は拠きよ点てんである街の各所にそれぞれ部屋を借り、独自に生活しているのである。少し前までは基本的に一人暮らしをしていたが、実は最近少し離はなれたところに共有して使える城を手に入れたので、そちらに移り住んでいるわけだが。

　とはいえ、当たり前の話だが、全員が全員、常に酒場に詰つめているわけではない。

　例えば極度の引きこもり体質の娘「プリズン」や、一つの場所にじっとしていることが苦手な猫ねこ娘むすめ「キャミー」、そこら中を走り回っている盗とう賊ぞく娘むすめの「リヴ」などがソレにあたる。だが、この日は普段ならば出歩いているような面子メンツも集合しているようだった。

　いったい、なにが？

「ララちゃん！　丁度、起こしに行こうと思ってたところでした！」

「あ、リリアさん」

　ララが慌あわただしい様子の酒場内を見回していると、パタパタと足音を立てて一人の少女が駆かけ寄って来た。

　ふんわりとした栗くり色いろの髪を飾かざるホワイトブリム、そしてトレードマークのメイド服。

　生活能力に欠けている者が大半の娘達の中で数少ない家事スキルと世話焼きスキル（ついでにドジっ子属性と放火属性）を併あわせ持つメイド娘「リリア」である。

「た、大変なことになってしまいました！」

　リリアが若じやつ干かん涙なみだ目めになりながら縋すがりついて来た。ララは首を傾かしげる。

「へ。そうなの？」

「そうなんです！　とっても大変なんです！」

「んー、なにがあったんだろう？　あ、そういえばラルフは？　まだあたし、ラルフに今日の朝の挨あい拶さつしてないの～。おはようのちゅーもして貰もらってないの～」

「うっ……!?」

　リリアの表情が分かり易やすいくらいに曇くもった。

　ちなみにラルフが今までララに「おはようのちゅー」をしてくれたことなど一度もない。いわゆる「女子高生ジョーク」という奴やつである。

　すると、リリアはララの耳にギリギリ入らないような小声で『普段ならララちゃんといえど、こんなことを言われてしまったら燃やしたい衝しよう動どうを抑おさえきれなくなるのにでもさすがに今日ばかりは……！』などと光の消えた瞳ひとみを携え、ぼそぼそと呟つぶやいていたのだが、僅わずかに押し黙だまった後、おもむろに顔を上げると、

「お、落ち着いて聞いてくださいね。実は……」

　意を決した様子で真実を語り出そうとした。そのときだ。

「はあぁぁああああああっ!?　誘拐された!?　ラルフが!?　そ、それ、本当っ!?　ラルフィー！　詳くわしく説明して！」

　酒場の右手側、噴ふん水すいが置かれている方向から素すっ頓とん狂きような叫さけび声が響き渡った。思わず互たがいの話を忘れ、声のした方を見てしまうララとリリア。

　すると、そこには声を張り上げ、全身から怒ど気きを放つ──赤髪の魔ま術じゆつ士しの姿が。

　これは……？

「らしいんだよね。なんか朝起きて酒場に来たら書き置きがあったみたいでさ。最初に起きて来たリリアが見つけたんだって。ええと、これ」

　瞬しゆん間かん、ラルフィーと呼ばれた橙だいだい髪がみの少女が差し出した紙切れを魔術士の少女が荒あら々あらしい手付きで奪うばい取る。

「貸してください、ラルフィー！　ええと……『酒場の娘の皆みなさんへ。クッソ情けないレベル１勇者のラルフは俺が誘拐させて頂きました。文句のある方は地図の場所に記してある【兵士城】まで来て下さい　ｂｙ　兵士です！』。な、な、なに、これー!?」

「……いや、もう、そのままの内容みたいなんだよ、ストレーガ。なんかさ勘かん弁べんして欲しいよねー」

　ラルフィーが大きくため息をつき、そして言った。
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「勇者なのにあたし達がいないところを狙ねらわれて敵に誘ゆう拐かいされちゃうなんてさぁ。もう情けないったらないよー」

「な、な、な……！」

　綺き麗れいなおでこと癖くせ毛げが印象的な、ローブに身を包んだ魔術士「ストレーガ」も全身を震ふるわせた。

　仮にも自分達のリーダーである勇者ラルフがいとも容易たやすく拉ら致ちされたことは（なにしろ酒場にはラルフが抵てい抗こうした痕こん跡せきすらないのだ！）、彼女にとって相当に衝しよう撃げき的だったようだ。ストレーガは眼をカッと見開き、額には怒ど筋すじを浮うかべて戦慄わななくばかり。

「ラルフがさらわれた……!?」

「そうなんです。私が朝来たときにはもう……。ご主人様がいなくてはご奉ほう仕しが出来なくなってしまいます……」

　リリアが目元をハンカチで拭ぬぐいながら言う。

　それは当然、思わぬ形で事実を報しらされたララにとっても見み逃のがせない事態だった。いや、だがいくらラルフといえど、敵にさらわれるなんて……!?

「え、えええー！　で、でもラルフって仮にも勇者だよね。レベル１だけどさ！」

「はい……レベル１ですが、一応ご主人様の職業は勇者のはずです。私達に隠かくれて転職したという話も聞いていません」

「転職したくてもレベルが足りないよね」

「言われてみると、そうですね。転職するならレベルは20はないと」

「やっぱり転職もしてないんだ。じゃ、じゃあ、本当に勇者なのに誘拐されて……!?」

「信じたくはありませんが、多分……くっ！」

　リリアが非常に気まずそうに視線を逸そらした。ラルフのことを「ご主人様」と慕したう彼女からしても今回の一件は相当にショッキングだったらしい。

　なにしろ「さらわれる」という行こう為いは、基本的にヒロインの特権なのだ。

　女の子がさらわれ、それを男の子が救う──それが本来の在るべき姿、王道という奴だ。

　だが、現実はどうだ？

「ラルフ、ものすっごくカッコ悪いね！」

　さらわれたのが勇者であり、助けに行くのがヒロイン。

　これには基本的にラルフの情けなさに寛かん容ようなララとしても、眉まゆを顰ひそめたい気持ちになってくる。確かにラルフは勇者なのにレベル１だし、とても弱い。だがラルフにはそれ以外にも様々な魅み力りよくがあるし、そんな部分を含ふくめてララは彼に惹ひかれているのだ。

　いや、しかし、そうだとはいっても……。

『ラルフ、ダッサいなぁ！　うち、見み損そこなったで！』

『やはりラルフは凡ぼん人じん……天才の僕には到とう底てい及およびそうもないな……』

『あーひゃっひゃっひゃっ！　ラ、ラ、ラルフが捕つかまったって！　勇者なのに！　ひゃひゃひゃひゃっ！　愉ゆ快かい愉ゆ快かい！　笑わせてくれるよー！』

『……暗殺されなかっただけ良かったということでしょうか。以前の私のように拷ごう問もんされている可能性は非常に高そうです』

『もしもし～？　うん、そうなの。なんか勇者が誘拐されたらしくてー。だよねー、げきオコスティックファイナリアリティぷんぷんドリームだよねー』

　娘むすめ達に走った衝撃は相当なものだった。失望、嘲ちよう笑しよう、爆ばく笑しよう、悲観、エア通話中……娘達は口々にこの前代未み聞もんの事態についての感想を口にする。

　だが、しかし。

『ま、しゃーないな。とりあえず、ラルフ助けに行かん？』

『そうだね。天才の僕には天才的に凡才を救出する義務がある』

『いいんじゃなーい？　ラルフがいないと面おも白しろくないしー。ずばばばばーんっと、この精せい霊れい王様が囚とらわれのラルフ姫ひめを助けちゃうよー。０・０００００１パーセントくらいの力でね！』

『そうですね。正々堂々と敵を暗殺しに行きましょう』

『もしもし～？　そう、あたし。なんかね、勇者助けに行くみたい。え？　一いつ緒しよに行くのかって？　まぁうん、一応。あの人いないと、あげぽよじゃないし』

　呆あきれながらではあるが、娘達の考えは一つの方向に纏まとまり始める。

　彼女達はラルフのことをバカにしながらではあったものの、そうするのが当たり前であるかのように彼を助けに行くことを決意しつつあった。

　だって──ラルフが情けないなんて、今に始まったことではないのだから！

　ラルフはこの場にいる全すべての娘達の中で最もレベルが低く、最も弱い。だが娘達にとって、彼がとても重要な存在であることは間ま違ちがいないし、少なくとも「ちょっと助けに行ってやるか」程度の感想を抱いだかない者はこの場には一人もいなかったのだ。

「（やっぱり、皆も同じ気持ちなんだ！）」

　酒場に満ちていく温かい気持ちを感じ取り、ララは少しだけ幸せな気持ちになった。

　種族も性格も能力もバラバラな三十三人の娘達の間で共通していることが一つだけある。

　それがラルフだ。

　彼の話題に関してだけは、こんな三十三人全員が綺麗に一つに纏まることが出来るのである。それはとてもステキなことだとララは思う。本気で思う。たとえレベル１だとしてもラルフが偉い大だいな勇者である証しよう拠こだ。皆に愛されている証拠なのだ。

　だから更さらに、ララは、思う。

　──この素す晴ばらしい仲間達が集つどう空間に、ラルフがいないなんて有り得ないのだ、と。

「よーし、待っててねー！　ラルフー！」

　そんなわけで娘達の方針は決定した。

　目指すは、周囲の大陸にいつの間にか浮ふ上じようしていた「兵士城」。目的は捕とらえられたラルフの救出。乗り込むのは彼の仲間──三十三人の娘達、全員！




　　　　２




　目的地である兵士城は無む駄だに高い山の上にあった。

「はー、はー、つ、つかれた……」

　ララも流石さすがに疲ひ労ろう困こん憊ぱいである。

　戦士タイプであるララですらこうなのだから、後衛タイプの面々は既すでに死し屍し累るい々るいというような状じよう況きようだ。まだ誰だれとも戦っていないというのに、戦せん闘とう不能になったときと変わらないような調子の娘もそれなりにいる。涼すずしい表情を浮かべているのは空を飛ぶことが出来る面々ぐらいだ。天使、精霊、蚊か、魔ま王おう──人ならざる者達、などなど。

「（いつもならダンジョンに入る前から、こんなにクタクタになることなんてなかったよね。疲つかれてあんまり頭が回らないからなのかもしれないけど……でも、やっぱりなにか忘れてるような……。なんでだろう？　そもそも、普ふ段だんはどうやってあたし達ってダンジョンまで行ってたんだっけ……？）」

　首を傾かしげながら、額に滲にじんだ汗あせを拭うララ。

　モヤッとする。なにか、忘れている気がする。ラルフが拉致されたことばかりに気を取られていたが、どうも何か他にも欠けているモノがあるような気がする。

　実際、微び妙みような気分になっているのはララだけではないようだった。

　ララよりもずっと知的な面々、例えば魔ま法ほう使つかいタイプの娘の中にも先さき程ほどから難しそうな表情を浮かべている者が何人かいるようだ（だが彼女達は総じて体力がないので、どちらかといえば、ぜーはーという絶命寸前の喘あえぎ声ばかり聞こえて来るのだけれど）。

　これだけの人数がいて、同じような違い和わ感かんを覚えているというのに、誰もがその疑問の正体に辿たどり着くことが出来ない。

　ララ達が忘れているものとは、いったい？

　もっとも、ここまで考えても思い出せないということは、根本的には大して重要なモノではないのだろうが……どうしても、ベットリとした気持ちの悪さは残る。

「皆みんな！　ここじゃよ！」

　そのときだ。不意に、謎なぞの叫さけび声が響ひびき渡わたった。

　娘達はすかさず声のした方に視線をやった。上だ。城門の遥はるか上──よく見ると、そこにロープでぐるぐる巻きにされて吊つるされている男性の姿がある。

「ラ、ラルフ……!?」

「わし達を助けに来てくれたんじゃな！　ううう……なんて優やさしい子達なんじゃ。ラルフのついでだとしても感動的じゃ！　それにしても絶景じゃ！　こんなに上から皆のことを見た経験なんてなかったからの……おふっ！　た、谷間がこんなに沢たく山さん……！」

　けれど、それは彼女達が期待した相手ではなくて。

　どちらかというと、べっとりとした「気持ち悪さの理由」そのものだったわけで。

「エロサモナーもさらわれてたんだ……」

　白しろ鬚ひげに賢けん者じやめいたローブ。そしてこの状況においてすら、娘達を見つめる視線に、そこはかとない「エロさ」を宿した老人。

　エロサモナーの姿がそこにあったのだ。

　感動とエロスに頰ほおを赤らめ、涙なみだを流すエロサモナーとは対照的に、彼を発見した娘達の反応は非常に辛しん辣らつだった。

　露ろ骨こつに舌打ちをする者、中指を突つき立てる者、見なかったことにする者、ぼそりと小声で「そのまま死ねばいいのに」とか言っちゃう者、果ては不意打ち的なエロサモナーの登場にキレ気味で彼に呪のろいを掛かけようとしたり、右みぎ腕うでに装着したバスターを発射しようとする者まで現れる始末だった。しかし──

『あれー！　よく見たらエロサモナーと一緒にラルフも縛しばられてるじゃ──ん！　あっはっは、間ま抜ぬけな光景だねぇ！　アハハハハハハハー！』

　娘の一人が爆笑しながら口にしたそんな一言で、場の空気がガラリと変わることになる。

　──いた。

　確かにエロサモナーと共に橙だいだい髪がみの勇者・ラルフがロープでグルグル巻きの状態で城門の上に吊されているではないか！

「や、やぁ、みんな」

　レベル１勇者、ラルフがぎこちない口調で娘達に会え釈しやくを送る。

　その瞬しゆん間かん、

『どうして無様に捕まってるのよ、あんた！　少しは勇者の自覚がないの!?』

『あんた、女の子に助けに来て貰もらうとか恥はずかしくないわけ？』

『ラルフさーん！　頑がん張ばってくださーい！』

『ふおおおおおおお！　し、縛られてる！　吊されてる！　捕まってる！　羨うらやましい！』

『私と離はなれられないように、ちゃんと呪いを掛けておくんだった……』

　罵ば倒とう、侮ぶ蔑べつ、激げき励れい、羨せん望ぼう、呪じゆ詛そ…………ラルフが拉ら致ちされたと発覚したとき以上に個人差のある言葉の数々が無む軌き道どうに投げ掛けられた。

　そんな言葉を耳にしたラルフは眉を顰めて、傍かたわらのエロサモナーと共にブツブツと語らい始める。

「分かってるよ……そりゃあ恥ずかしいさ……勇者なのに仲間に助けに来て貰うなんて恥ずかし過ぎるだろ……だからあまり喋しやべりたくなかったんだ……」

「贅ぜい沢たくな男じゃのう。結構応おう援えんして貰ってるじゃん。再会の感動のあまり、皆が黙だまり込んでしまったわしと良いい勝負じゃよ。『動と静』って感じだよね」

「で、でも、俺は罵倒もされてるし、怒おこられてもいるぞ!?」

「いやいや。ストレーガちゃんやホーリーちゃんとかに罵ののしって貰えるとか、その筋じゃただのご褒ほう美びじゃん。しかも縛られた状態なんて、もはやプレイじゃよ」

「……俺にはエロサモナーみたいな趣しゆ味みはないんでな」

　頰をポッと乙女おとめのように赤らめるエロサモナー。頭かぶりを振ふり、瞳ひとみを閉じて苦く笑しようするラルフ。これまでもよく見み掛かけた恒こう例れいのやり取りだった。

　一方、

「（よかった！　ラルフ、元気そう！）」

　二人の会話を耳にして、ララは少しだけホッとする。まだラルフが捕まってから大して時間が経たっているわけではないので、特に身体からだの調子に問題などはないように見える。

　ララは声を張り上げ、腕うでを力強く振ってラルフに語り掛けた。

「ラルフーっ！　待っててね、すぐに助けてあげるからー！」

「ララ……すまない！　こんな無様な──」

「いいから！　気にしないで！　お礼は、ほっぺ以外への『ちゅー』でいいよ！」

「…………それはまだララには早いから、今度どこかへ遊びに連れて行ってやるから、そっちで勘かん弁べんしてくれ」

「うん！　それでもいいよっ！」

　──さあ、ラルフを助けよう！

　随ずい分ぶんと状況は分かり易やすくなった。ラルフは見つかったし、無事なのだ。となれば、あとは今回の首しゆ謀ぼう者しやを見付け出して…………！

「遠いところから、わざわざご苦労様です、皆さん」

　──こてんぱんに叩たたきのめすのみ！

　ガガガガ！、と音を立てて城の門が開き、そこから今回の首謀者が姿を見せる。

　相変わらず、非常に平へい凡ぼんな容姿の男だった。

　鉄製のチェインメイルと大おお盾たて、長なが槍やり。見るからに普ふ通つうの外見をした、実はあまり普通でない男──ラルフ誘ゆう拐かいの首謀者にして実行犯「兵士です！」である！

「……！」

　一いつ瞬しゆんで場が静まり返り、全員の視線が「兵士です！」へと向けられる。

　彼はその非常に礼れい儀ぎ正ただしい名前とは異なり、相当な策略家である。事実、彼の狡こう猾かつな罠わなに搦からめ捕とられたことで、最強の勇者だったラルフはレベル１にされてしまった（具体的にどんな方法でレベルを下げられたのかはラルフが口を閉とざしているけれど）。今回の一件でも、どんな奇き策さくでララ達に攻こう撃げきをしてくるか分かったものではない！

「ふむ……」

　おもむろに「兵士です！」が口を開いた。

「どうも皆さん、随分とお疲れのようですね」

　──ピキリ。

　完全に他人ひと事ごとのような一言だった。それだけに集まった娘むすめ達を刺し激げきするには十分過ぎる一言だった。

「は？」

　瞬間、まるで返す刀のように娘の一人が一歩前に出た。怒おこりっぽい魔法使い・ストレーガである。「ちょっと待ちなさいよ！　なに他人事みたいに言ってんのよ！　完全にあなたのせいじゃない！　いくら何でも遠過ぎるわ！」

　体力のない魔法使いならではの、魂たましいが籠こもった怒いかりだった。一方、「兵士です！」は相変わらずの他者を嘗なめ腐くさった嘲ちよう笑しようを浮うかべると、

「え。なに、遠い？　それって本気で言ってる？」

「あ、当たり前じゃない！　ここまで、どれだけあたし達が歩かされたと思って……しかも、あんた、ラルフを誘拐するだなんて……あの人がレベル１で弱くてへっぽこだからって、そんな…………とにかく──謝ってください！」

「はぁ？　謝る？　俺がですか？　なんでそんなことしなくちゃいけないんですかねぇ」

「なっ──!?」

「大体、わざわざ、ここまで歩いて来る方がバカだと思うんですけどねぇ。ほら、見てくださいよ。アレを」

　ニタニタと笑いながら「兵士です！」がクイッと親指で城門の隣となりを指し示した。そこには城門よりも二回りは小さな鉄てつ扉ぴが見て取れた。

「あっ！」

　ララはその明らかに見覚えのあるフォルムを見み咎とがめ、思わず声を上げていた。なんということだ。これは、どう見ても高層建築物には欠かせない垂直昇しよう降こう機き的な──!?

「当然、この城はエレベーター完備ですよ。わざわざ歩いて登って来たのは皆さんが初めてじゃないですか？　うちの城で契けい約やくしているモンスター達ですら、歩くのは面めん倒どうだからって出勤して来るときはエレベーターを使うんですけどねぇ。いやぁ、これは俺としても想定外でした。だって、まさか皆さんが揃そろってモンスター以下の知能だなんて！　さすが勇者の仲間といったところですかねぇ！」

「ぐぎぎぎ……！　こ、こいつ、今すぐブッ飛ばしてやる──！」

　わなわなと怒りに打ち震ふるえるストレーガ。

　一方、「兵士です！」はおでこに何個も怒りマークを刻み、今にも憤ふん死しするのではないかという怒ど気きを放つ彼女を見つめながら、

「おっと、待ってください。そんなすぐに戦せん闘とうを始めるなんて、いけません。俺は『紳しん士しな兵士です！』なので疲れ切った状態の皆さんと戦う気はないんですよ」

「……それって、どういうこと」ストレーガが尋たずねた。

「いやーはは。そのままの意味ですよ。実は皆さんを『全回復』させてあげようと思いまして！　強いボスにはよくあることじゃないですか、凸デコ魔ま道どう士しさん？」

「んな!?」

　反射的に、ストレーガが自身のおでこを両手で押さえる。

「で、で、で、凸魔道士──っ!?」

　そしてカッと眼めを見開き、ぶるぶると身体を震わせた。

　それは彼女の外見をあまりに見事に言い表したあだ名だった。別にストレーガはおでこを丸出しにしているわけではないし、あくまでおでこの左側だけなのだが、それでも彼女は非常に癖くせっ毛なため、他ほかの髪かみ型がたにすることが出来ないという弱点を抱かかえている。

　おでこは彼女のウィークポイント──それを「兵士です！」は一瞬で見み抜ぬき、あだ名まで付けたというわけだ！

「コ、コ、コロス……！」

「ちょ……お、落ち着いてよ、ストレーガ！　大だい丈じよう夫ぶ、ストレーガのおでこは綺き麗れいな形してるって！　チャーミングだよ！　お父さんも別に気にしてないよ！」

「ラルフィー、放して！　大体、全然フォローになってないわよ、それ!?」

「ですよねぇ。まだ全然ハゲてないですし」

「ハ、ハゲ──!?　だ、だだだだだ、誰だれがハゲですって！　ちょっと、あたしのどこがハゲだって言うのよ、ゴラァ!!」

「え。いや、その辺とか」

　槍の切っ先がストレーガのおでこを指し示した。

「ぎゃっ！」

「くくくく」

　瞬間、ビームの直ちよく撃げきでも食くらったかのように、おでこを押さえながらピョンと飛び跳はねたストレーガを嘲笑しながら「兵士です！」が続ける。

「なにしろ女性のハゲは洒落しやれになりませんからね。気にするのも無理はないかもしれません。俺はこう見えて兜かぶとの下はフサフサなので完ッ全に他人事ですがねー。月一で美容院サロンに通ってケアしてもらっているので、凸で癖毛なあなたより、よっぽど気を遣つかってるとは思いますがねー」

「っ──だ、だから、別にハゲてないって言ってんでしょうが！　っていうか、モブ顔の兵士のくせに美容院とか通ってんじゃないわよ！　あたしだってね！　髪の手入れには人一倍気を遣ってんの！」

「ス、ストレーガ！　魔ま術じゆつ士しなのに前線に突つっ込んで行こうとしないでよー！」

「ストレーガ！　ラルフィーの言う通りだ！　ここは少し落ち着くんだ！」

　娘の一人「ラルフィー」に羽は交がい締じめにされたストレーガだったが、それでも鬼き気き迫せまる形相を浮かべて「兵士です！」に殴なぐり掛かろうと両りよう腕うでを振り回す。

　完全に煽あおり負けた形だ。

　と、これには、さすがに囚とらわれの身のラルフもストレーガを放っておけなくなったようだ。ロープで束そく縛ばくされた状態ではあるものの、声を張り上げてストレーガに自制を促うながした。

　が、しかし。

「は……!?　元はと言えば、ラルフが捕つかまるのが悪いんだから！　大体……なんでそんなところにいるのよ!?　あたしがここまで馬ば鹿かにされてるんだからサッサと降りて来て、この兵士の髪の毛を一本残らず毟むしるのがあんたの役割のはずなのに！」

「まぁ、それは……いや、一人の男として、相手の髪を毟ったりなんて出来ないが……言わんとすることは、分かる」

「分かってたら、さっさと謝ってください！」

「す、すまん……」

　が、促すだけで終わり、結局壮そう絶ぜつな勢いで罵倒されたラルフは謝らされてしまう。とそんなラルフを横目で見ていた「兵士です！」がすかさず会話に割り込むと、

「──という感じですね、皆みなさん。ここは皆さんも一息つくべきだと思いませんか？　彼女は落ち着くべきでしょうし、体力が残り少ない方も多いでしょう。皆さんには全快の状態で戦って欲しいんですよ。そんな皆さんを倒たおすことに意味があるわけですし」

　理知的なイメージを持つ魔ま法ほう使つかいとは懸かけ離はなれた大だい逆げき鱗りんっぷりを見せつけたストレーガのことを揶や揄ゆしつつ、「兵士です！」が残りの娘達に提案した。

　──が、この言葉にララは率そつ直ちよくな疑問を抱いだかざるを得なくなる。ララは右手を真っ直すぐ天に向けて伸のばし、声を張り上げた。

「はい！　質問！」

「なんでしょう。そこのＪＫのお嬢じようさん」

　すぐさま「兵士です！」はララのことを槍の穂ほ先さきで指し示した。まるで生徒と教師の挙手と指名である。

「ねえ、兵士さん。本当に、あたし達を回復させてもいいの？」

「おや。変なことを聞きますね。なにが不思議なのですか？」

「そりゃそうだよ！　だって──あなた、一人だもん！　あたし達が回復しちゃったら、凄すごく不利になっちゃうんじゃないかな。だって、あたし達は三十三人もいるんだよ？」

「…………」

　──一対三十三。

　それは端たん的てきな事実だった。

　もし、このまま戦闘が始まれば、日ひ頃ごろ「一対五」で戦隊ヒーローにリンチされている悪役怪かい人じん以上のパワーゲームが展開される可能性は決して少なくない。

　もちろん「兵士です！」は、相当な強敵に違ちがいない。だが、それでも三十三人相手に戦えるとしたら、それは逆に彼がバランスを崩ほう壊かいさせるレベルで「てまっている」と言わざるを得なくなるわけで──

　すると、黙だまり込んでいた「兵士です！」は、フッと余よ裕ゆうめいた笑いを浮かべると、

「ふふふ、ご心配には及およびません。おバカなＪＫのお嬢さん！」

「む！」

「あなたには考えが及ばないのでしょうが、残念ながら、それでも『勝てる』と思っているから回復させるわけですよ！　お分かりでしょうか？　見るからに通つう信しん簿ぼの『１』が多そうなあなたには分からないですかね？　ははははは！」

「っ……ひ、ひどい！　あたし、バカじゃないもん！　通信簿の『１』だってそんなに多くないし、『５』だってちゃんとあるんだから！」

「ほう。『５』もある、と」

「そうだよ！」

「なるほどなるほど──でも、どうせ体育だけなんでしょ？」

「…………」

　ララは絶句した。ガーンだった。なぜならそれは、紛まぎれもない真実だったからだ。

　──どうして、ラルフにすら言っていない秘密がバレているのだ!?

「おやおや。答えられないということは、大当たりのようですね。そんなところまでお約束通りとは。まさにバカの鑑かがみですねぇ、ｋｓｋｓ」

　一いつ笑しようし、勝ち誇ほこった顔付きで「兵士です！」がララを思いっきり見下した。

　さすがのララもこれにはショックを受け、城門の上でぷらぷらと吊つるされているラルフに助けを求めた。

　彼ならば、きっとこの危機的状じよう況きようを何とかしてくれると思ったからだった。

「ラ、ラルフー！　この人、あたしをバカ扱あつかいする！　見た目と通信簿だけで人を判断するなんてよくないよ！　もっと本質を見るべきだって言ってやってー！」

「……ララ」

「うん！」

「…………前々から俺も思っていたが、学生の本分は勉強なわけだし、やっぱりサキアーにでも勉強を見て貰もらった方がいいんじゃないか？」

「えええー!?」

「なぜ、そこで驚おどろくんだ……」

「あたしは専業主婦になるんだから勉強なんて出来なくていいの！」

「ッ──お、おい!?　そういう世間の専業主婦の皆さんを下手へたに刺し激げきするような発言は止やめるんだ！　ただちょっと……そう！　学歴不問なだけだ！」

「ラルフまでそんなこと言う！　やっぱりあたしが女子高生だからってバカだと思ってるんでしょー！　どうせピンクはバカだって思ってるんでしょー!?」

「そ、そんなわけ……」

「ついでにピンクだから淫いん乱らんだとも思ってるでしょうね」

「ちょ、おま──このアホ兵士！　余計なことを言うな！　い、淫……淫乱だなんて思っているわけないだろ！　ララに変な誤解をされたら──」

「ぴぎゃー！　ラルフがピンクをバカにしたー！　アホー！　オタンコナスー！」

「な、泣くな、ララ！　ああ、もう……！」

　完全に、しっちゃかめっちゃかだった。

　しばらく顔を「[image: ＞＜]」にして泣いていたララだったが、仲間の娘むすめ達に慰なぐさめられて、ようやくある程度、平静を取り戻もどすことが出来た。ララが瞼まぶたを擦こすりながら顔を上げると、相変わらずの調子で「兵士です！」がゲハハハとまるで大だい魔ま王おうのように笑いながら、

「いやー、笑わせて頂きました。さすがお笑い勇者の仲間だけあります。同じく素す晴ばらしい芸人気質かたぎですね！」

「ううう、ひどいよ……ピンクはバカじゃないもん……ピンクは聡そう明めいなんだもん……」

「まぁまぁ、とにかく先に回復だけはさせてくださいよ。全く話が進まないので。ほら、アレです」

　言いながら「兵士です！」の槍やりがエレベーターの鉄てつ扉ぴの更さらに向こうを示した。

　そこには真っ赤なカラーリングを施ほどこされた自じ動どう販はん売ばい機きが置かれていた。

　本当に、無む駄だにハイテクな設備を整えた城である。この調子では城内にエアコンとフローリングが完備されていても不思議ではない。

「……ジュース？」

　この自動販売機では一種類の飲み物しか売っていないようだった。

　二列の販はん売ばい棚だなに所ところ狭せましと全すべて同じ種類の缶かんジュースが並べられていた。紫むらさき色いろのパッケージに青いロゴ──どうやら「ぶどうジュース」のようだ。

「『高級ぶどうジュース』です。本当は[image: 140]Ｇゴールドほど頂きたいところですが、今ならボタンを押すだけでジュースが出て来ます。効果はＨＰ、ＭＰの完全回復です」

「えっと『オールドリンク』みたいなものなのかな？」

「いや、これはチガイマスネー。きっとパープルキャンディが原料なんですよ～。だから同じ紫色をしているに違いありません！」

「それって普ふ通つう、ぶどうが原料だから、どっちも同じ効果って言わない？」

「ノンノン。ぶどうが先か、パープルキャンディが先か。もちろんパープルキャンディが先に決まっているのです～」

　キャンディ業界の回し者ともいうべき飴あめ玉だま娘「キャンディペロン」が哲てつ学がく的で、よくよく考えれば意味の通らないことを言うものの、娘達はそのまま流すことにした。

　結果、「兵士です！」の言葉に納なつ得とくした娘達は、勧すすめられるがままに「高級ぶどうジュース」を次々と購こう入にゆうし、そして飲んでいった。

　ボスが体力を回復させてくれるのは別に妙みようなことではないし、やはりここまで歩き詰づめで相当喉のどが渇かわいていたというのも事実だ。実際、それはララとしても非常に美味おいしいジュースであるように感じた。ＨＰとＭＰはしっかりと回復しているようである。

　だからこそ──ララ達は気付かなかった。

「…………あれ？」

「どうしたんじゃ、ラルフ」

「なんか既き視し感かんがあるような。主に、あのぶどうジュースに」

「妙なことを言うの。どこにでもぶどうジュースぐらいあると思うぞ？」

「いや、そうじゃなくて……こう、アイツの勧められるがままにぶどうジュースを飲むって展開に、見覚えがあるような…………」

　──このような会話を娘達の頭上でラルフとエロサモナーが繰くり広げているという事実に。

　ラルフの予感は当たっていた。だが、気付くのが少しだけ遅おそかった。

　そもそもの話、最強の勇者だったはずのラルフは、どうしてレベル１固定のパーティのお荷物になってしまったのか？

　大まかに言えば「兵士です！」の罠わなに嵌はまったのだ。

　では、具体的には？

　実際、これは、この場にいる者の中ではラルフと「兵士です！」しか知らない事実なのである。なにしろ一人目の仲間であるララとすら出会っていないオープニングでの出来事なのだから！

　とある王様の城に「世界を救ってくれ」と頼たのまれて足を運んだラルフはそこで控ひかえていた「兵士です！」から紫色の飲み物を渡わたされた。その名は超高こう級きゆうぶどうジュース──飲んだ者のレベルを１にしてしまう禁断の薬。

　次の瞬しゆん間かんだった。

　高級ぶどうジュースを口にした娘達の身体からだに、とんでもない異変が襲おそったのは！





【ララのレベルが１になってしまった！】

【ストレーガのレベルが１になってしまった！】

　………………ｅｔｃ．






「こ、これは……!?」

　──レベルが下がった。

　つい先さき程ほどまでララの体内に満ち満ちていたエネルギーが一いつ瞬しゆんで霧む散さんした。

　まるで風船から空気が漏もれていくような……いや、違う。喩たとえるならソレは、ぶどうの実が弾はじけ、中から果か汁じゆうが漏れ出すこと。そう表現するのが最も適切に違いない。

　すかさず「兵士です！」が言った。

「ふふふふ……おバカなＪＫのお嬢さんの質問に、今いま更さらながら答えさせて貰いましょうかねぇ。『一対三十三で、しかも全回復させて勝てるのか』って質問に、です」

　これまでで一番不敵で、そして娘達を見下した笑えみを口元に浮うかべながら！

「当然、勝てますよ──皆さんがレベル１ならね」

「…………！」

「生憎あいにくと、勇者に飲ませた『超高級ぶどうジュース』を全員分用意するのは無理で、ただの『高級ぶどうジュース』になってしまったのは残念ですけどね！　なのでレベルは上がります！　このあと街に帰ったら、レベル上げのために全力でスライムとでも死し闘とうを繰り広げてください！　俺と皆さんじゃあ、ガチバトルになんてならないんで！」

「「「!!」」」

　場は騒そう然ぜんとなった。まさか、自分達が普ふ段だんバカにしていたラルフと同じレベル１になるなんて夢にも思ったことがなかったのだから。

　ならば──この状況はなんだ？

　これでは、まるでレベル１のバーゲンセールではないか！

「や、やめろ！　皆に手を出すな！　お前の目的は俺のはず……皆は関係ないはずだ！」

　もはやただの烏う合ごうの衆しゆう、合体前のスライム以下の存在へと成り果てた娘達をノックアウトするべく長槍を掲かかげた「兵士です！」の背中にラルフの悲痛な叫さけびが木霊こだまする。

　だが「兵士です！」は肩かたを竦すくめながら、

「はー？　何を言ってるんですかねぇ。よくそんなことを言えたものですよ。そもそも、どうして俺がわざわざ復活したと思ってるんですか？　どうしてあなたを誘ゆう拐かいなんてしたと思っているんです？」

「な……!?」

「安心してください。案外彼女達も勝てるかもしれませんよ……？　なにしろ、俺はボスらしく、潔いさぎよく──一人しかいませんからね！」

　そして「兵士です！」はラルフから視線を切って娘達と向かい合った。

　場の空気は完全に一変してしまっていた。普通ならば悲ひ壮そう感に囚とらわれるのは一人で三十三人もの娘達と相対しなければならない「兵士です！」の方に違ちがいないはずで。

　けれど、現実はその真逆だ。

　一いつ般ぱん兵士と全く変わらない装備に身を包んだ一人の平へい凡ぼんそうな男が、それぞれ極きわめて個性的な衣装に身を包んだ少女達をじり、じりと、追い詰めている。

　圧あつ倒とう的な数の差を物ともせずに。

「み、みんな！　頑がん張ばろうよー！　あたし達だってただのレベル１じゃないもん！　ドーピングアイテムとかでステータスは上がってるし、スキルも魔ま法ほうも使えるよ！」

「そ、そうよね！」

「フン。天才の僕の前にはレベルなど何の意味もない！」

「呪のろってやる……！」

　咄とつ嗟さに檄げきを飛ばすララ。そして彼女達も怯ひるむことなく、それに応こたえてくれた。

　そうだ。たとえレベルが１になってしまったとしても、ここにいるのは勇者ラルフと共に数々の魔ま物もの達と戦って来た歴戦の戦士なのだ。この程度の策略でララ達を倒たおした気でいるのなら……それは甘いと言わざるを得ない。

「やあああああああああっ！」

　ララはグッと拳こぶしを握にぎり締しめ、先せん陣じんを切って「兵士です！」に立ち向かっていた。

　自分達にはラルフを助け出したいという、とても純じゆん粋すいな気持ちがある。こんな卑ひ怯きような手段を使って来る相手になんて──決して負けたりしないのだ！




　　◇　◇　◇　◇　◇　◇
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「うえぇぇん……」

「ひぐ、ひぐ……く、屈くつ辱じよくだわ……」

「て、手も足も出ないなんて……」

「ぼ、僕をいの一番に潰つぶして来るなんて……わ、分かってるじゃないか……」

「あたしの攻こう撃げき、全部１ダメしか通らなかったんだけど……」

「呪えなかった……」

　完敗だった。為なす術すべもなく「兵士です！」にボコられたララ達はボロボロの身体を引き摺ずって拠きよ点てんの酒場へと逃にげ帰り、えぐえぐと瞼まぶたを泣き腫はらしていた。

　別にラルフと冒険しているときだって、パーティが全ぜん滅めつしてしまうのは珍めずらしいことではなかった。けれど、今回の「全滅」は今までとは明らかに格が違った。

「む、無む双そうされた……」

　完全に別次元のボコられっぷりだった。

　それに加えて構図が普段の「多対多」の戦闘とは異なり、「一対三十三」という数だけはこちら側にこそ仁義の欠片かけらもない状じよう況きようだったのも追い打ちを掛かける。


　言うなれば「兵士無双」。もはや「Hero and Daughter」というよりは「ヒーローアンドドーター ヒーローズ」に近しい状況であって、ララ達はお手軽操作で爽そう快かいコンボの実験台、無限に湧わいて出る雑ざ魚こ同然の扱あつかいで蹴け散ちらされてしまったのである！



　ストレーガが髪かみを搔かき上げながら、ため息と共に言い放つ。

「……レベル１って、想像以上にへっぽこなのね」

　その言葉に続く者はいなかった。誰だれもが完全に納なつ得とくしてしまっていた、から。

　──重ねる言葉は無ぶ粋すいなだけで、少女達はそれぞれが事実と向き合う必要に迫せまられることになる。




　　◇　◇　◇　◇　◇　◇




　ララ達と「兵士です！」の戦闘は時間にして数分、３ターンも掛からずに終しゆう了りようした。

　いとも容易たやすくボッコボコにされたララ達は拠点へと送り返され、囚われの桃もも姫ひめ状態だったラルフ（とエロサモナー）も場所を移動させられることになる。

　牢ろう屋やの中に、だ。

「くそおおおおおおおおお！」

　牢にぶち込まれたことでようやく束そく縛ばくを解かれたラルフだったが、先さき程ほどの一戦は彼の心を荒あら々あらしく波立たせるには十分過ぎるほどだった。

　ラルフは、あまりにも無力だった。

　彼にはララ達がボコボコにされる光景を、指を咥くわえることすら出来ない束縛状態で見ていることしか出来なかったのだから！

「皆みんながやられるのを、見ていることしか出来なかった自分が腹立たしい……！」

　苛いら立だちのあまり、ラルフは牢屋の石いし壁かべに自身の拳を打ち付けた。

　けれど、それは今のラルフにとっては完全な自傷行こう為いだ。

　そこには一いつ切さいの「破は壊かい」はなく、彼の拳に纏まとわり付く鈍にぶい痛みだけが確かな輪りん郭かくを保っている。全力で殴なぐりつけても、破は砕さいされるどころか、傷一つ付かない石壁──それはまさに今のラルフの現状そのもの。「無力さ」の象しよう徴ちよう以外の何物でもない。

「……ラルフよ。落ち着くのじゃ」

　さすがに黙だまっていることが出来なくなったのだろう、同じく牢にぶち込まれていたエロサモナーがラルフを宥なだめる。けれど、その助言を素す直なおに受け止められるほど、今のラルフに余よ裕ゆうがあるわけもなくて。

「無む茶ちやを言うな！　落ち着いてなんていられるわけないだろ！」

「ううむ……確かにラルフにとってはかつて無い光景だったじゃろうしな……」

「そうさ！　あんな光景は──」

「いつもならラルフがまず誰よりも早く戦闘不能になってたわけだしの。自分が無傷のまま皆がやられていくのを見るというのは刺し激げき的過ぎたのかもしれんの」

「それは、まぁ、その…………」

「だが、忘れてはならんぞ。ここで荒ぶっても、何も事態は進まないのじゃからな」

「…………そうだったな」

　的確な事実を突つき付けられ、ラルフはハッと我に返る。

「で、でも、だったら俺はどうすればいいんだ？　教えてくれ、エロサモナー！」

　そしてラルフはエロサモナーに教えを請こうべきでは、と考えた。

　この老人は今までもラルフに何度も心強い助言を授さずけてくれていた。彼ならば、現状を打開する素晴らしい考えを持っていても不思議ではないはずだ！

「いや、どうもしなければいいんじゃね？」

「……え？」

「どう考えても何も出来ないでしょ、わし達。だから、出来ることなんて何もないって」

「な……」

　ラルフは絶句した。何も出来ない？　そんなバカなことが──

「ひ、一つぐらいは、あるんじゃないか？」

「そうは言ってもねぇ」

　エロサモナーが呆あきれた様子で肩かたを竦すくめる。「わしもラルフもＭＰとＴＰがスッカラカンで何も出来ないしのう。しかも、ここは非常に居い心地ごこちの悪い『粗そ末まつな牢屋』だから、どれだけ休んでも体力すら回復しないっぽいし」

　さすが牢屋である。

　この劣れつ悪あくな環かん境きようにはちゃんとした理由があるらしい。

「…………えっと、なら、そうだ！　しょ、召しよう喚かん！　召喚はどうなんだ!?　自分をワープさせたり、誰かを呼び出したり、エロサモナーはそういうのが得意だったはずだ！」

「あのねぇ、ラルフ。わしの話、ちゃんと聞いてた？　ＭＰがないのも問題だけど、誰かを召喚したりさせたりするなら『召喚石』が手元になくちゃ無理なのよ。だから、今のわしは何も出来ないの。ここにいるのは、ちょっとお茶目なだけの普ふ通つうの賢けん者じやなわけよ」

「そ、そんな……」

　ラルフは頭を抱かかえ、軽いめまいすら覚えていた。エロサモナーの言っていることが本当だとすれば、現状は完全な「詰つみ」ということになる。導き出されたのは、この牢屋の中にいるのはまるで無力な勇者と爺じいさんだけだという悲しい事実だけなのだ。

　そして更さらに絶望的なことに、唯ゆい一いつの希望である娘むすめ達もまた「兵士です！」のせいでレベルを１に下げられてしまったではないか。

　いくら予あらかじめステータスアップアイテムでドーピングしていたり、魔ま法ほうや技わざは覚えたままだとしても、レベル１というのは圧あつ倒とう的に弱い。そして恐おそろしいほどに、絶望的だ。そのことは誰よりもラルフ自身が最もよく理解している。

　今までは、全く逆のことを思っていたというのに。

『皆にも少しはレベル１になる哀かなしみを分かって貰もらいたい』と。

　けれど、今となってはその思いは反転していた。こんな深い絶望には──誰であっても決して触ふれるべきではない。本気でラルフはそう思う。

　そして、だからこそ──

「やっぱり皆が、心配だ……」

　大切な仲間娘達が絶大なショックを受けているであろうことが、ラルフは気になって仕方がなかったのである。

　娘達は身体からだを張ってラルフの救出に来てくれた。だが、結果はどうだ？　レベルを下げられるわ、ボコボコにされるわで散々としか言いようがない結末なのだ。

　今、拠点の酒場がどんな空気になっているかを想像するだけでラルフは居た堪たまれない気持ちで胸がいっぱいになってしまう。

　優やさしい彼女達のことだ。きっとラルフを救い出せなかったことを気に病やんでくれているに違ちがいない。酒場が目に浮うかぶ──どんよりとした暗い沈ちん黙もくに埋うめ尽つくされ、普ふ段だんの活気に満ちた光景は完全に姿を潜ひそめてしまっている光景が。

　思い詰めた表情の娘達の姿が！

「む……ッ──お、おいラルフ!?　大変じゃ！　凄すごいものがあったぞ！」

　不意に、エロサモナーがラルフの肩を叩たたいた。

　ラルフは非常にかったるそうに振ふり返る。今、自分に出来ることが何も見つからないのは確かだが、エロサモナーの相手をしている暇ひまもないと思ったからだった。

「なんだよ、エロサモナー。エロ本でも見つけたか」

「ふざけてる場合じゃないぞ！　これは『遠見』のマジックボールじゃ！」

　視線を向けると、牢屋の一番奥に巨きよ大だいな水すい晶しよう球だまのような物体がふわふわと浮かんでいるではないか。

「聞いて驚おどろくがいい。これは離はなれた場所の様子を一方的に眺ながめることが出来るレアアイテムなのじゃ。しかも、ＭＰは消費しない。今のわし達にも使い放題じゃ！」

「テレビ、みたいなモノか？」

「甘いのう、ラルフ。そんな黒物家電とは比ひ較かくにならない一品じゃよ、これは！」

「な、なんだって！　テレビと比較にすらならないってことは……例えば、どんな場所でも自由に見られるとかか？」

「いやいや。そんなに凄かったら、さすがのわしもちょっとビビっちゃうって。だってのう？　どんな場所でも自由に見られるってことは、つ、つまりじゃぞ──!?」

「…………興奮してないで、さっさとそのアイテムについて教えてくれ」

　エロサモナーが何を考えているかは、その無む駄だに乙女おとめのように赤らめた頰ほおから手に取るように分かったが、ツッコミを入れる気が起きなかったのでスルーすることにした。

　エロサモナーがラルフを冷ややかな目で見ながら続ける。

「つれないのう。ま、とにかくじゃ。この『遠見』のマジックボールは予め設定された場所の様子を見ることが出来るのよ。だから、こんな物がこれ見よがしに牢屋の中に置いてあるってことは──多分、酒場が今、どうなっているかを見られるはずだと思うんだよね」

「な、なんだって！」

「見たい？」

「当たり前だ！」

「わかった。すぐに準備しよう」

　おもむろにエロサモナーがマジックボールの底部に手を伸のばし、その出っ張りを指で押した。それで接続準備完かん了りようだった。「マジック」という感じは全くしなかった。

「やっぱり、ほとんどテレビと同じじゃないか……」

「ラルフ、黙っとらんか！　ほれ、やっぱり酒場と繫つながっとるようじゃぞ！」

「……！」

　ラルフはグッと息を吞のみ、マジックボールの画面に視線を向けた。

　そこには彼の予想通り、悲痛に嘆なげき、ラルフのことを心配してくれているであろう心優しき少女達の姿が映っているに違いないのだから──




　　　　４




　画面を見る限り、全すべての娘達が酒場に勢せい揃ぞろいしているようだった。

　エロサモナーの酒場は横に長い設計のため、三十を超こえる人間が同席するには少々不向きだ。とはいえ、今回は状じよう況きようが状況ということで、座る席などはかなり詰め詰めの状態ではあるものの、全員が全員の顔を見み渡わたせるシチュエーションを選んだらしい。




『よし、皆、いるー？　じゃあ、これからあたし達がどうすればいいのかについて、考えていこうよー。あ、なんか、あたしが仕切るのが一番後あと腐くされがないからってシルトさんとかアウインさんに言われたから、前に出ちゃったけど、それでいいのかなー？』




　快活な声で率そつ先せんして中央に進み出た橙だいだい髪がみの少女が周囲に語り掛かける。すると、ざわついていた娘達はピタリと無駄話を交かわすのをやめて、少女に視線を向けた。

　ふむ、彼女は……。

「中心にいるのはラルフィーちゃんみたいじゃの」

「みたいだな。シルトにアウイン……しっかり者の二人が、ここは自分達が出るよりもラルフィーに任せた方がうまく行くと判断したってところか」

「かもしれん。なにしろリーダーのラルフが不在じゃからな。やはり、こういうときに場を仕切る力は父親譲りということかの」

「フッフッフッ。そりゃあ俺の娘だからな……！」

　一方的に娘達の話し合いを眺める形のラルフとエロサモナーだったが、まずラルフィーが場を取り仕切りだしたことに共に納なつ得とくしていた。

　ラルフィー。

　父親譲りの橙色の髪をショートに纏め上げ、同じく父の面おも影かげを残した碧へき眼がんは強い意志の光を携たずさえている。だがそれ以外の部分はそこまで父親似というわけではないようで、母親になったであろう人物の影えい響きようからか、非常に可愛かわいらしい顔立ちをしている。

　彼女、ラルフィーこそがしばしば「娘」と呼こ称しようされるラルフの仲間達の中で唯一、本当にラルフの血を引いた本物の娘ドーター──未来世界から召喚された勇者の実娘なのである。

「（ラルフィーなら、この場を上手く回してくれるはずだ。あの子は俺に似て、とてもしっかりした子だしな……！）」

　マジックボールの画面を通してラルフィーの様子を見守るラルフの心境は、まさに学校の授業参観に初めてやって来た父ふ兄けいそのものだった（もっとも、今のラルフは子供どころかまだ結けつ婚こんすらしていないわけだが。ラルフだってラルフィーの母親が誰だれなのか、未いまだに教えて貰っていないのだ）。

『じゃ、皆みんなもそれでいいみたいだから、あたしが話を進めるねー。ええと、まず皆が一番強く思っているであろうことを代弁しようかなー。いちおう、代表者だしねー』
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　おもむろにラルフィーがグルリと辺りを見回した。

　そして、娘達も一様に首を縦に振る。どうやら彼女達の中では既すでにある程度の合意が取れているようで、皆が同じように「感じていること」があるらしい。

「（一番強く思っていることか……そりゃあ『捕とらえられた俺達を救い出せなかったことについて』だろうな……クソッ！　皆にこんな心配を掛けていることが悔くやしくて堪らない！　皆、気にする必要なんてないんだ！　皆は悪くない！　俺が本来の力を出せさえすれば良かったはずなのに……！）」

　ラルフはギリッと奥歯を嚙かみ締しめ、やるせない思いでいっぱいになる。

　全てラルフが情けないせいなのだ。

　優しい仲間達にこんな心配をさせてしまうなんて──

『とりあえず、お父さんのことは置いておくね。皆、今はどうでもいいでしょ？』

『そうね。ラルフが全く話にならないのは分かり切っているし、後回しで』

　……。

　…………。

　…………あれ？

『やっぱり皆が一番気にしていることといえば──レベル１になっちゃったこと！　これ以外にないでしょー！　だよね!?』

『レベル１とか、あたしが呪のろわなくても呪われてるようなもの……』

『ずっと個性的になりたいとは思っていましたけど、この個性だけはいりません！』

『レベル１の元魔ま王おうなんて、レベル１の勇者と変わらないくらい、存在自体がへっぽこだと思うんですよねぇ……勘かん弁べんして貰もらいたいです！』

『レベル１なんてイヤっす！　これじゃあ、あたしの筋肉が見せかけみたいじゃないっすか！　見せ筋きんなんて言語道断！　肩かた書がきだけ残っても意味ないっすよ！』

　ラルフィーがレベル１という言葉を口にした瞬しゆん間かん、まるで堰せきを切ったかのように愚ぐ痴ちり始める娘むすめ達。一方、ラルフは全く想像していなかった展開に目を白黒させ、ただただ阿あ呆ほうのように画面を眺めることしか出来なくなってしまう。

　何もしなくても呪われているようなもの。

　この個性だけはいらない。

　存在自体がへっぽこ。

　肩書きだけ残っても意味がない。

　そして娘達が口にするレベル１への恨うらみ辛つらみは、そっくりそのままラルフにも返って来るのだから困り者だ。

　さすがのラルフもこれにはショックを隠かくし切れず、

「えっ……み、みんな、レベル１についてこんなこと思ってたの!?　酷ひどくない!?」

「うーむ。そりゃあ、まさかラルフが見ているとは皆も思ってないはずだからのう。あとは普ふ段だんから皆がレベル１に対して抱いだいていた負のイメージが、自分もそうなったことでついに爆ばく発はつしたってことじゃないかな。わしもレベルが１になったらさすがに普ふ通つうじゃ居られないと思うしね。服を着ないで出歩くくらい恥はずかしいじゃん、レベル１って」

「その妙みように具体的で生々しい喩たとえが一番傷付くんだけど!?」

「裸はだかの王様ならぬ、裸の勇者様ってわけじゃな。ふふ。ウマいこと言ったの、わし」

「ぐ、ぐ……！　確かに、裸の王様と今の俺があまり変わらないのは事実だけに否定し切れない……！」

　レベルの下がっていないエロサモナーにすらこき下ろされたラルフは頭を抱かかえるしかなくなる。

　だが、娘達の勢いは全く止まらなかった。

　このあと、ラルフは実感することになる。先さき程ほどのレベル１に対する罵ば倒とうが、どれだけ心優やさしい部類の発言だったのか、ということを。

　実はこれらの台詞せりふを口にした娘達は普段からラルフを罵倒するタイプの子達ではなかった。ディエ、フェリーチェ、アルエ、ルージュ……基本的にはラルフにしっかり好意を寄せていたり（ディエ）、とても普通だったり（フェリーチェ）、非常に快活だったり（アルエ・ルージュ）と、言ってしまえばあまり「辛しん辣らつ」な面々ではなかった。

　では、この未み曾ぞ有うの状態において、常つね日ひ頃ごろからラルフを罵倒しまくっているような娘達が──都合良く何も言わないでくれたかといえば、そんなわけがなくて。

　二人、いた。

　この事態に──本気でブチギレている者達が。

『えっと……ところでさー。さっきから見るからに全力で怒おこってる二人は何も言わなくていいの？　隣となりに座ってるアイとかサキアーがあたしの方に「なんとかして！」って目線を物もの凄すごく送って来てるんだよねー。このままだといずれアイと眼めが合って操あやつられちゃうよ』

　言いながら、ラルフィーが思わせぶりに目線を切り替かえた。

　すると、どういう理り屈くつかは分からないが、マジックボールの画面が切り替わり、丁度ラルフィーが話を振ふったと思われる二人の娘が同じ画面に姿を見せる。

『もちろん、言わせて貰います。言わせて貰いますとも。だって…………こんなの本当にありえないことじゃない…………！』

『右に同じく。あたしもサイアクの気分だから。あーあ、ホントふざけてるわよね』

「げぇっ！　ストレーガとホーリー!?」

　ラルフはその二人が映った瞬間、すかさず絶ぜつ叫きようしていた。隣で見ていたエロサモナーもさすがにラルフのその怯おびえた子こ兎うさぎのようなリアクションに眉まゆを顰ひそめると、

「二人が画面に現れただけでその反応……こちらの反応が向こうに伝わってなくて本当に良かったのう」

「だ、だって……ストレーガとホーリーだぞ!?　知ってるだろ、エロサモナーも！　あの二人はまるで容よう赦しやがないんだ！」

「ふふふ、まだまだ若いのう、ラルフ。それこそがあの二人の魅み力りよくなのじゃよ」

「本当にそう思ってるなら俺の目を見て言ってくれ……」

　あまりにも納得の二人だった。

　むしろこれまで全く会話に加わらず、ラルフを罵倒していなかったことが奇き跡せきとすら言えるようなラルフの仲間達における「二大毒どく舌ぜつ家」とも言うべき少女。

　一人は、おでこと癖くせ毛げがチャーミングな赤毛の魔ま術じゆつ士し・ストレーガ。

　彼女は非常に勤勉でしっかりした性格なのだが、少々怒りっぽい部分がある。特に今回のラルフ救出作戦においては終始キレっぱなしと言っても過言ではなく、縛しばられたラルフを見ては謝罪を要求し、果ては後衛タイプの魔術士だというのに何故なぜか最前線で「兵士です！」と口論した挙げ句、身体的特とく徴ちようを揶や揄ゆされるようなあだ名を付けられ、ついでにラルフにまで当たり散らしていたくらいなのだから。

　そしてもう一人は──

『あたしがレベル１よ。本当に笑えるわ……。こんなの生きているだけで恥ずかしくなって来るわ。羽を片方どころか両方毟むしられた気分よ』

　ホーリー。

　それが彼女の名前だった。ホーリーは色素の薄うすい金きん髪ぱつと背中から覗のぞいた純白の羽が印象的な少女であり、酒場に集つどう娘達の中でも一ひと際きわ目立つ外見をしている。

　ホーリーは「天使」なのだ。

　だが、本来は母性と慈じ愛あいの象しよう徴ちようとも言うべき天使でありながら、ホーリーはそんなイメージとは真っ向から対立するような性格をしている。

　というのも、

『ああ、最低の一日だわ。レベル１だからってお姫ひめさまみたいにさらわれるなんて、勇者なのにどれだけ無様なのかしら──なぁんてあいつのことを嗤わらっていたら、自分がレベル１になっちゃうなんて。これも全部、オッサンと一いつ緒しよにロープでグルグル巻きにされていたばかのせいよ。あのばかがあまりに滑こつ稽けいで、しかも本人が相当恥ずかしがっているみたいで、赤面してて、それがあまりにも面おも白しろ過ぎたせいで油断したなんてね……全然、笑えないわ』

　──ホーリーは、ドＳ天使なのである。

　ラルフもこれまで事あるごとに彼女から罵ののしられてきた。だから、彼女がキツいことを言うのはむしろ当たり前だとすら思う。ところがだ。

「……これは？」

　今回のホーリーの様子は、普段とは少し違ちがうように見えた。

　ホーリーが、全く笑っていないのだ。

　普段のホーリーはラルフを蔑さげすむときも常に意地の悪い微び笑しようを絶やさなかったし、何か言い返そうものならば木き苺いちごのように赤い舌を「べぇっ」と突つき出してラルフを良いいように手玉に取るのが常だった。自由で、気まぐれで、遥はるか彼方かなたから悠ゆう然ぜんと、それでもラルフと真っ正面から向かい合ってくれる──それがホーリーという少女のはずなのだから。

　今のホーリーは真剣マジだった。

　いつものように腰こしを下ろした丸椅い子すの上で脚あしを組み、すらりとした脚きやく線せん美びを見せつけてこそいるが、その表情はまるで氷のようだった。そこに一いつ切さいの笑え顔がおはない。

　ホーリーがぽつりと言った。

『目的を、変える必要があるんじゃないかしら』

　思わせぶりな言葉だった。進行役のラルフィーは眉を寄せ、訝いぶかしげな表情でホーリーに訊きき返す。

『んー？　どういう意味さ。もっとちゃんと話してくれないと分からないよ』

『あたしは分かるわ。この子の言いたいことが……！』

『ストレーガ？　気のせいかなー。なんか毛先が逆立って見え──』

『ああもうっ、こ、これは地毛！　悪かったわね、あの兵士にも散々バカにされるような癖毛で！』

『あれー？　アイツがバカにしてたのは、むしろ生え際ぎわじゃなかった？』

『違うわよ！　あくまで、おでこよ！　おでこ！　生々しいこと言わないで！』

　激げき昂こうするストレーガ。

　よくよく見れば、ストレーガの様子も普段と違うような気がした。

　確かに彼女は相当な怒りんぼだし、その被ひ害がいを最も受けて来たのもラルフである。彼女に言われるがままに謝らされたことだって数え切れない。

　だが、何というか……今、この瞬間のストレーガには微び妙みような違い和わ感かんがあった。自分でも正直奇妙なのだが──なんだか見慣れない怒り方をしているような気がするのだ。

　同じ「怒る」でもラルフと話しているときの「怒る」とでは、全く意味合いが異なるような…………そんな風に思えてならなかったのである。

　と、そのときだ。キレまくるストレーガを一いち瞥べつした後のち、ホーリーがとんでもないことを言い出した。

『あんた、その辺にしておきなさい。話が進まないわ。あたしが言いたいのは、ラルフを救い出すことよりもあたし達には優先すべきことがあるんじゃないのかってことなの。もっと、分かり易やすく言うわね。あたしは無様に取っ捕つかまったオヒメサマを救い出すよりもまず先に、あの兵士に──仕返しがしたいわ。平たく言うと、ブッ殺したいわ』

「えっ」

　完全な問題発言だった。思わずラルフは口をぽかーんと開け、信じられないモノを見る目でマジックボールの画面を凝ぎよう視しすることしか出来なくなる。

　自分を救い出すよりも先に仕返しがしたい……だと……。

　い、いや、待ってくれ！

　確かに捕まったのはラルフが悪い。これは認める。全すべての責任はラルフにある。けれど、捕まった人間を放置して「ボスとの戦いこそが本題」と主張するのはさすがに人道に反するというか、ちょっとばかし薄はく情じようと言いますかですねホーリーさん──

『そう、それ！　あたしも同じことを思ってたのよ！　奴やつに借りを返さないと腹の虫が治まらないの！』

「!?」

　ところが、だ。この過激論を打ち出したのはホーリーだけではなかったのである。赤あか髪がみの魔ま術じゆつ士し、ストレーガが威い勢せい良よく続ける。

『ラ、ラルフなんて、その……今は、どーでもいいじゃない。あいつ、しぶといし。とにかく無む駄だにしぶといし！　少しぐらい、放っておいても平気だわ。だから今はあたし達のレベルを下げて、しかもあたしのことを、ハ、ハゲ──ゴホン！　あまりに卑ひ劣れつな呼び方をしたムカツク兵士を叩たたきのめすこと！　こちらこそを優先させるべきなのよ！』

「えええ…………」

「ラ、ラルフ……こ、この展開、わしらヤバくね？」

「ヤバい……と思う……」

　エロサモナーも壮そう絶ぜつな表情を浮うかべ、とんでもない方向に転がり始めた会議の行く末に肩かたを震ふるわせる。

　──二人が完全に意見を一いつ致ちさせてしまった。

　けれど、遥か彼方から盗とう撮さつめいたやり方で成り行きを見守っているに過ぎない二人には動き出した会議を止めることなど出来るわけもなくて。

『あはははははははは！　いいんじゃないかな！　かな！　かな！　どうせ０・０００００１パーセントぐらいの力しか出してなかったにしても、ラルフを助け出すよりも、そっちの方が面白そうだし！』

『精せい霊れい王さんにお任せするほどのことではありません。私が暗殺して来ましょう。ラルフさんは勇者とは正々堂々と戦うものだと言っていましたが、私は暗殺者なので』

『私のようなアンドロイドは戦うために生まれた存在──あの兵士が相手ならば、その機能を十分に活いかせるような気がします』

　場の雰ふん囲い気きは完全に「救出」ではなく「復ふく讐しゆう」をすることがメインとなりつつあった。

　手段と目的が入れ替わりつつあるということだ。

　当初は『ラルフ達を救出するために「兵士です！」を倒たおす』というのが娘むすめ達の目的だったはずが、「兵士です！」にレベルを下げられ、徹てつ底てい的にボコボコにされたせいで、なんと娘達と「兵士です！」の間に因縁が芽生えてしまったのである！

　盛り上がる娘達を制して、ラルフィーがパンパンと掌てのひらを打ち鳴らし、周囲に視線を巡めぐらせた──結論が出た、ということだ。

『んー、じゃあ、この辺でいいかな！　じゃあ、お父さんのことは置いておくとして、まずはあの兵士を倒す感じでー。ええと、ひとまずレベルを上げないとね。お父さんもいないし、全員でダンジョン潜もぐっちゃっていいのかな……ええと、ここからはもうあたし一人じゃ決められない、かな？　どう思いますか、アウイン姫！』

『ありがとうございました、ラルフィーさん。そうですね。ダンジョンには四人ずつでしか入れないのですから効率を考えてパーティを八つ作るというのはどうでしょう。四×八で三十二……もっとも、このままでは一名、余りが出てしまいますが……フラッといなくなってしまったヘイティさんを捜さがしに行くべきでしょうか……？』

『姫。そこはあたし──アヤメを除いて考えて頂けるとありがたいです。あたしは単たん騎きであの兵士のところに向かうつもりなので。あたしはあくまで正々堂々と、奴を暗殺してきます』

『……分かりました。アヤメさんの意見を尊重して、それでは、アヤメさんを抜ぬいた三十二人でパーティを作ることに致いたしましょうか。シルトさんはいかがですか？』

『問題ないと思う。ただ、やはりアヤメが一人なのは心配だな。いくら暗殺スキルが相手のレベルに左右されないとはいえ、君がレベル１なのは変わらないはずだ。それにアレはボスには無効だったのでは……？』

『大だい丈じよう夫ぶです。勇者と違って暗殺者はレベル１でも本質は失われません。それに今回は普ふ通つうのボス戦というよりはイベント戦に近いものを想定しています。きっと──空気を読んで殺されてくれると信じています』

『……そこまで言うのなら。健けん闘とうを祈いのるぞ』

　ついには娘達の数少ない良心とも言える一国の姫「アウイン」や王国剣けん士しの「シルト」といった面々も会話に加わり、「対・兵士です！」のための準備が整えられていく。

　そこにラルフの話題を出す者はいなかった。

「…………俺、主人公だよね」

　思わず、ラルフは嚙かみ締しめるように言った。エロサモナーが重々しい口くち振ぶりで答える。

「一応は……」

「やっぱり一応、か……」

「いや、だって」

「分かってるさ。パーティに参加していない以上、俺の主人公っぽさが激減しているということぐらいは……！」

「ついでに、レベル１の子がいっぱい増えたこともあって『レベル１勇者』っていう数少ない個性も消しよう滅めつしかかってるよね。ただでさえ他ほかの子とは違って、ヨソのゲームだったら街で冒ぼう険けん者やっているような『兵士です！』と同じ標デ準フオ的ルトな外見でしかないのに」

「グラフィックのことは……言わないでくれ……」

「っ──お、おい！　どこに行くのじゃ、ラルフ！　も、もう遠見を止やめるのか!?」

「すまん……なんだか、そういう気分じゃないんだ……」

　完全に意い気き消しよう沈ちんしてしまったラルフは、覚おぼ束つかない足取りでマジックボールから距きよ離りを取ると、部屋の隅すみに置いてあった干し草の上に、力なく倒れ込んだ。

　それどころか自身の身体からだを搔かき抱いだき、シクシクと乙女おとめのように涙なみだを流し始める始末。

　そのくるんと丸まった背中の惨みじめさと来たら、まるで敵の自じ爆ばく攻こう撃げきを食くらって絶命した地球人戦士と瓜うり二ふたつの有り様だった。

　なんて、無様。

　元々、ラルフは娘達に負けず劣おとらず感情の起き伏ふくが激しいタイプで、特に涙もろい傾けい向こうは強かったとはいえ──

「……レベル１になって戦う力を奪うばわれたどころか、今回は捕まっているせいでそもそも戦う機会すら与あたえられていないわけだからなぁ。ラルフのダメージは想像以上に大きかったってことなのかも」

　エロサモナーも事の深刻さに大きくため息をつく。

　今の会話だって、普ふ段だんのラルフならば『そっちだって人のこと言えないグラフィックだろ！』とツッコミを入れてくれているシチュエーションだったはずだ。

　だが、そんな力は、もう今のラルフには残されていないようだ。

　自分の無力さ故ゆえに誘ゆう拐かいされる、目の前で大切な仲間をボコられる、仲間達は自分を放置してボスへの復讐に躍やつ起きになる、誰だれもラルフのことを顧かえりみようとしない。

　そして一番辛つらいのは──やっぱり、自分は何もすることが出来ないこと。

　たとえ勇者というものが徹底的に孤こ独どくな職業であるとはいえ──仲間と過ごすことの温かみを知ってしまったラルフにとって、この現状はあまりに酷ひど過ぎたのかもしれない。

「──だが、それでもわしはラルフの味方じゃぞ？」

「すまん。冗じよう談だんに付き合っている力ないんだ。放って……おいてくれ」

「…………しくしく」

　エロサモナーの「爺じいデレ」にすら反応しないほどラルフはやさぐれ、消しよう耗もうしていた。




　　　　５




「じゃあ皆みんな、適当に四人パーティ組んでねー。アヤメさんが抜けるから三十二人になってキッチリ割り切れるはずだから。じゃ、よろしく」

　ラルフィーの発言の後、酒場は一気に喧けん騒そうに吞のまれた。

　普段、パーティを決めるのは全てラルフの仕事であり、娘達はそれに従っていただけに過ぎない。本来、編成とはあくまで主人公にだけ許された特権なのだから。

　しかし、今回は主人公不在という特とく殊しゆな状じよう況きようだ。

　無駄に拠きよ点てんに人員を残していく必要もないということで、娘達は四人組パーティを八つ編成し、効率よく「ラルフ救出」もとい「兵士撃げき滅めつ」に向けて動き出すことになった。

　酒場の中はまるで修学旅行のときの班決めの様相を見せていた。

　ラルフィーの適当な号令に適当に従い、各おの々おのが仲の良い娘に声を掛かけ、パーティを作り始めたのである。

『フェリーチェ。もし良かったら、あたしと組みませんか？』

『ふえええええ!?　あ、あたしでいいんですか、ユメルさん!?　あ、あたしって、そんなにユメルさんにとって特別で個性的な存在だったんですか!?』

『えっと……特別かどうかは分からないんですけど、フェリーチェは裏表がないし、心も綺き麗れいで……一いつ緒しよにいて凄すごく過ごしやすいです。だから同じパーティを組めたらな、って思って。あ……もちろん断って貰もらっても、いいです。だって、あたしは心が読めてしま──』

『うえっ、うえええぇ……ありがどうございまずううう……』

『えっ、な、なんで泣いてるの!?』

『だ、だって、あたし普通ですし、てっきり、この前みたいに、一人だけ仲間はずれになって余り物になるに決まってると思ってたので……う、嬉うれしいですぅ……！』

『そこまで喜んでくれるなんて、あたしも、なんだか……！』

　これは読心能力を持つ少女「ユメル」と、超ちよう絶ぜつ普ふ通つうが故に日々個性的になりたいと願っている変な村人「フェリーチェ」のコンビだ。

　余り物にならずに済んだことに感かん極きわまったフェリーチェが泣き崩くずれ（事実、魔ま王おうヘイティとの一件で「影かげが薄うすかった」というあまりに残ざん酷こくな理由でフェリーチェはヘイティに気付かれず、娘の中で唯ゆい一いつ、魔王病に感かん染せんしなかったという体験をしている）、しかも彼女が心から喜んでいることが読心能力でヒシヒシと伝わってしまうため、ユメルまで微び妙みように涙ぐんでいる始末である。

『この僕をパーティに誘さそうとはお目が高いね。さすが王の名を持つ存在だ、精霊王！』

『ヒッヒッヒ。これは、とんでもない組み合わせだね。ねぇ、エリナ』

『赤の魔ま女じよ……。精霊王、どうしてこんな思わせぶりなパーティを？』

『うぇ────い！　辛しん気き臭くさい顔をするのはやめよーよ、エリナちゃん！　ほら、その死神の眼めで私を見ない！　ほら、よくよく考えたんだけどさー、またこつこつ地道にレベル上げするとかすっごくつまんないよね。退たい屈くつだよね。だから、このレベル１でも戦えるパーティでさっさと兵士倒して来ようぜ───！　いえぇ────い！』

『うわ、酒臭くさ……』

『さあさあ、君らも飲みたまえ！　このカシスオレンジは王の奢おごりであるぞ！』

　ここは反則級とも言えるくらい超ちよう強力なパーティだ。

　相手が強いほど強くなる天才スク水剣士「シオン」。共に同じ異世界から召しよう喚かんされてきた因縁の二人、過去に数あま多たの惨さん劇げきを体験してきた「赤の魔女」と、死神の眼を持つ少女「エリナ」。そしてリーダーは大陸どころか惑わく星せい一つ消し去るほどの力を持っているが、常に手を抜きまくっている酔よっ払ぱらい──森しん羅ら万ばん象しようを統すべる者「精霊王」。

　ユメル達のようにまず二人組が出来上がり、それからペア同士がくっついて四人組が出来上がる場合もあれば、精霊王達のようにすぐさま四人組が出来上がる場合もある。

　大たい概がいの者に仲の良いい相手の一人や二人ぐらいはいるし、どう見てもコミュ障にしか見えないような娘ですら案外スルスルとパーティを組んでいるようだった。

　そして、だ。

　この状況でララがどんな行動を取ったかというと、

「（なんだか新しん鮮せんな光景っ）」

　──特に誰かを誘うこともせずに、他の娘むすめ達の間をウロウロしていたのである。

　ララはまだ誰ともペアを組んでいなかった。既すでに半分近くの娘達が所属するパーティを確定させているというのに依い然ぜんとして一人ソロのままだった。

　ただ、これは組まなかったというのが正解だ。事実、前々から親交の深かった娘の数人に「パーティに入ってくれないか」と誘われたりもしたのである。が、ララはその時点では、パーティへの参加を断ったのである。

　理由は簡単。

　実は、もうちょっとだけ──一人でこの場を見て回りたいと思ったから。

「（ストレーガさんとホーリーさんがラルフのことなんてどうでもいいって言いだしたときはどうなることかと思ったけど……皆、別にラルフのことを考えていないわけじゃないんだよね）」

　ララは小さな耳をピクピクと動かし、あまり行ぎよう儀ぎは良くないが、他の娘達がどんなことを話しているかに意識を張り巡めぐらせていたのである。

　ララがそんなことを始めたキッカケは、話し合いが終わってすぐ、パーティを自由に決めることになったときのラルフィーの一言が原因だった。

　議長役になって話し合いを仕切っていたラルフィーが（最終的にラルフの救出よりも「兵士です！」の撃げき破はを優先すると決めた本人だ）、嚙み締めるように、こう呟つぶやいたのである。




『レベル１になるのって……こんなに心細いことだったんだね、お父さん』




　このときのラルフィーは本当に不安そうな顔をしていた。唇くちびるをキュッと結び、視線は俯うつむきがち、背中も丸まり、あまりにも心細そうな──先さき程ほどまでの話し合いでは一いつ切さいおくびにも出そうとしなかった強い感情がその一言に込められていた。

　少なくとも、ララはそう感じた。そしてララは、少なからずその言葉に共感した。

　レベル１で在ることへの不安感──それはララ自身も口にこそ出さなかったものの、先程からずっと感じていたことだったのだから。

「（ずっとラルフはこんな気持ちだったんだ。しかも、あたし達と違ちがってどんなに頑がん張ばってもレベルが上がらないのに……！）」

　レベル１は、あまりにも心細い状態だ。

　だって一言でレベルと表現するとソレは非常に大おお雑ざつ把ぱな概がい念ねんに思えるが、言うなればレベルとはこの世界における「すべて」なのだから。

　レベルが１になれば身体能力は驚おどろくほど減少する。体内を巡っていた魔ま力りよくは消失し、その影えい響きようは脳や身体に蓄たくわえられていた「知識」や「経験」にすら及およぶ。これまで積み上げて来た様々な大切なものが風に飛ばされる塵ちりのように、フッと、自分の中からなくなってしまう。

　それは、あまりにも、過ぎた絶望に違いない。そしておそらく、それまでに積み上げて来たモノが大きければ大きいほど、この反動は破は壊かい力を増す。研とぎ澄すました刃やいばのようになって、たった一つ、たとえレベル１になっても変わらないもの──「心」を抉えぐるのだ。

　レベル１になる前のラルフは、すべてを持っていた。そしてレベル１になり、心以外のすべてを失った。

　けれど彼は折れなかった──自らのレベル１をネタにし、笑いを取ることで、周りの人間にこの計り知れない絶望を悟さとられないようにしたのである！

「（思ってたより、ラルフはずっと、ずっと、すごかったんだ！）」

　そして、ララは思いついた。

　もしかして自分やラルフィーと同じようなことを、他ほかの娘達も感じているのではないだろうか、と。

　実際、その予感は大当たりだった。娘達の間をフラフラと歩き回っていたララは、娘達がレベル１という状態に不安を覚えていることを、パーティを組んだ仲のいい娘と話しているところに何度も遭そう遇ぐうした。

　彼女達は一様に自らの喪そう失しつ感かんを嘆なげき、そしてラルフがこれまでずっとレベル１の状態でもほとんど弱さを見せず、それどころかエロサモナーと共に道どう化けに徹てつしていたことに驚いているようだった。

　ララはラルフのことが好きなので、ラルフが皆に褒ほめられるのを聞くことも同じくらい好きだ。娘達はあまり面と向かっては彼のことを褒めようとしない者がほとんどなので、この経験は非常に新鮮であり、同時にララにとって非常に興味深くもあった。

　とはいえ。

「──そろそろ、遊んでるわけにもいかないよね？」

　立ち止まり、自らに語りかける。

　今のララがやるべきことは「兵士です！」の撃破と「ラルフの救出」に向けてもう一度レベルを上げることだ。そのためにはパーティを組んでダンジョンに潜もぐる──改めて「ハック＆スラッシュ」の精神を思い出すことが必要なのである！

　よし、行動開始だ！

　となれば、まずペアを捜さがす必要がある。こういうときはララが一番仲の良い相手のところに行くべきだろう──つまり、メイドの「リリア」を捜すに限ると考えた。

　リリアはエロサモナーがラルフの下もとに召喚した二人目の娘であり（つまり、ララの次だったのだ！）、ララにとっても最も付き合いの長い相手である。彼女の能力はララとも非常に相あい性しようが良く、パーティを組む相手としては申し分ないわけで──

「あ、リリアさんいた！」

　栗くり色いろの髪かみ、そして真っ白いエプロンドレスとホワイトブリム。娘達の中にリリアの後ろ姿を発見したララは、にこやかに声を掛けながら彼女の下に駆かけ寄った。

「リリアさーん、あたしと組もうよー！」

「えっ、ラ、ララちゃん!?　ま、まだ誰だれとも組んでなかったんですか……!?」

「はえ？」

　振ふり返り、ララの姿を見み咎とがめたリリアは大きく瞳ひとみを見開き、驚きよう愕がくの表情を刻んだ。加えて、ララにもリリアが今、どんな状じよう況きようにいるのか見えて来た。

　リリアは一人ではなかった。いや、それどころか……！

「おーっと一足遅おそかったな、ララ！　リリアはあたし達が貰ったぜ！」

「リリアの技は超強力やからなー。回復と、何よりも『メイド・イン・ヘヴン』の『全体鉄てつ壁ぺき化』はレベル１のこの状況で最も活いきるスキルや！　渡わたさへんで！」

「すまないっす！　ララさんがリリアさんと仲良しなのは分かってますけど、他を当たって欲しいっす！」

「ええええええーっ!?」

　──もう仲間が三人いて、四人組パーティが完成していたわけで。

「す、すみません、ララちゃん。私もご主人様を救い出すのなら、今回は同じく恋こいのライバルであるララちゃんと手を組むのが緊きん急きゆう事態っぽくていいかなと思って捜してたんですけど、全然姿が見えなくて、他の人と組んでしまったのかとばかり……。そこでレナさん達に誘われて、こちらのパーティに入ってしまいました……」

　リリアが非常に申し訳なさそうに頭を下げた。

　彼女をヘッドハンティングしたのは好戦的な性格の三人娘だった。

　金きん髪ぱつで拳こぶしにメリケンを嵌はめた「レナ」は超ちよう格かく闘とうタイプの喧けん嘩か屋。関西弁を操あやつる「アクアータ」は扇せん情じよう的な格好をしている者の多い娘達の中でも露ろ出しゆつ度どナンバーワン、常に水着で過ごす支し援えんタイプの水使い。その童顔とは裏腹、全身に鋼のような筋肉を備えた「ルージュ」は圧あつ倒とう的攻こう撃げき力の筋肉ムキムキのマッチョ娘だ。

　この三人に防ぼう御ぎよ支し援えん特化のリリアが加わると、中々バランスの取れたパーティが出来上がる。彼女達三人がリリアを欲しがるのも無理はない。

　し、しかし、そうは言っても……！

「そ、そんなっ!?　あたしもリリアさんと同じパーティがいいよー！」

「んー、そうは言ってもなー。ララが悪いんやで。リリアはララのこと、ずっと捜しとったのに。どこほっつき歩いとったんや？」

「えっ。あたしは、その辺りをぶらぶらーっと、ね？」

　いやはや。

　これが本当に真実なのだから、困ったものである。すると、ここでレナが鮮あざやかな金髪を搔かき上げながら、呆あきれた様子で言う。

「まったく相変わらず、お前は吞のん気きな奴やつだな。とにかくヨソを当たってくれ。ま、次に何かあったら組もうじゃねぇか。アクアータがいなけりゃ、あたしとルージュの鉄てつ拳けんペアにアンタを加えて、最強の『鉄拳トリオ』を結成するのも面おも白しろそうだしな。いつかここにワゴコロも加えてカルテットを組むのも悪くねぇし！」

「なんや、レナ！　まるで、うちがあんまり要いらんみたいやないか！」

「はー？　アホ。実際、お前、あんまり要らねーだろ。全然能力嚙かみ合わねーぞ」

「能力的にはアクアータちゃんは魔ま法ほう使つかいの皆みなさんと組んだ方がいいですからねぇ。魔力ブーストがアクアータちゃんの一番の武器っす。あたしとレナさんは魔ま法ほうなんて使いませんから」

「せ、せやかて二人とも！　その辺りは、なんや、友情パワーで補えると思わんか!?」

「ああ？　全然思わねーけど、いつも連つるんでるのにこういう時だけハブるのも気持ちわりーし、本気でオマエを抜ぬくつもりはねーよ。こんなことわざわざ言わせんな、バーカ」

「別に完全に要らないわけじゃないですからね。アクアータさんの支援能力は十分効果的っす！　改めてよろしく頼たのむっす！」

「っ……おおきに！　二人なら、そう言ってくれると思っとったで！」

「ララさん。そういうわけで、今回は……」

　チラリとリリアがまたしても気まずそうな顔でララの方を見た。ララはこれはどうしようもないな、と思い直し、力強く頷うなずいた。

「うん、わかったよ。他の子に当たってみる！」

「すみません。この事件が片付いたら、普ふ段だんより念入りにお世話をしますので……」

「あはは。じゃあ、期待してるねー。それじゃあ、皆も頑張ろうね！」

　そしてリリア達に別れを告げ、ララは少しだけ離はなれた場所へと足を運んだ。

　このとき、ララは事態を大して重くは考えていなかった。

　ララは娘内でも最古参なこともあって、知り合いはそれなりに多い。パーティに誘さそってくれた娘も他に何人かいた。だから、その子達の誰かにもう一度お願いして、今度こそ自分を加えて貰もらえばいい──そんな風にいつも通り適当に、ゆるーく考えていたのである。

　ところが、だ。

「……あっれー？」

　不発。不発。不発。

　気ままに室内をぶらぶらし過ぎていたことが祟たたり、仲の良いい娘に限って既すでにパーティが完成してしまっている状況が多発したのである。

　完全に、出で遅おくれてしまった。

　むしろ、完成しているパーティが多数派で、まだ誰と組むかを決めていない者は片手で数えられるのではないか──そんな状況である。自然と、ついさっき普ふ通つう娘むすめのフェリーチェが口にしていた悲痛な単語がララの脳のう裏りを過よぎった。

　曰いわく…………「余り物」。

「あ、あたし、メッチャ余ってる……!?」

　自分がフラフラしていたせいだとはいえ、なんだかとっても悲しくなるララだった。




　　◇　◇　◇　◇　◇　◇




　そして、運命の時が訪おとずれる。

「アヤメさん！　アヤメさんはパーティは……」

　とにかく、まだパーティが決まっていない者を捜していたララは、丁度、酒場の壁かべに凭もたれ掛かかって事の成り行きを眺ながめていた少女に声を掛かけた。

　彼女の名は「アヤメ」。

　アクアータと並んで娘むすめ達の中では過激な衣装に身を包んだ少女であり、その正体は過去に何人もの人間を音もなく殺してきた生きつ粋すいの暗殺者である。

「あたしは単独行動をさせて頂く予定なので、パーティは組めないのです。すみません」

　ララの呼び掛けに気付くと、アヤメが小さく頭を下げた。

　そういえば、初めにラルフィーがアヤメは一人で色々と動くのでノーカウントだと言っていたような……。

「実はここは一つ、闇やみ討うちを、してこようかなと思うんです」

　ニヤッ、とアヤメがダークな笑えみを浮うかべる。

　闇討ち！

　つまり「兵士です！」を──密ひそかに「アヤメが斬きる！」というわけだ！

「で、でも、一人でなんて危なくないかな？」

　訊きいてみる。この世界ではパーティを組んで行動するのが当たり前だ。いくらアヤメの能力が単身での戦いに向いているといっても限度はあるはず。

　けれどアヤメは平然とした様子で、

「大だい丈じよう夫ぶです。本来暗殺とは一人で殺るものですからね。ラルフさんに独り身での暗殺は止められていたんですが、この状況であたしに出来ることはやはりこれしか」

「わ、すごい！　それじゃあ一番乗りかもしれないね！」

　アヤメが得意げに頷いた。

「もちろん、そのつもりですよ。ですが、ララさんも早くパーティを組んだ方がいいのでは。とりあえず目立つところに行ってみたらどうです？」

「ふむむー」

　パーティが作れないなんてことは、有り得ない。

　そんなわけで、ララはアヤメの助言に従い、先さき程ほどの話し合いでラルフィーが立っていた酒場の中心部辺りに足を向けることにした。周りを見回すと、既に完成したパーティが今後のダンジョン攻こう略りやくに関する計画を練っている姿がいくつも目に飛び込んで来る。

　故ゆえに、分かり易やすくなるのだ。

　──未いまだにパーティが組めていない「余り物」の存在が！

「む……」

　いた。

　そこには、分かり易いくらいに「まだ誰とも組んでいませんよ」オーラを携たずさえた少女が二人、腕うでを組み、非常に不満げなムスッとした表情で立っているではないか。

「えー！」

　だが、その二人を見て、ララは正直ビックリしてしまった。

　だって──このあまりにも過か酷こくな四人パーティ作りで最後まで余ってしまうようなタイプには到とう底てい思えなかったから。

「……なによ、ララ。あたしの顔を見て驚おどろくなんて失礼じゃない？」

「そうそう。ストレーガが余るのも別に不思議じゃないし、あたしが余るのも案外想像し易いケースだと思うもの」

「ッ──ホ、ホーリー！　あんた、なんてこと言うのよっ。あたしがここにいるのはその…………ちょ、ちょっと巡めぐり合わせが悪かったからだって！　常に何だか近寄りがたい雰ふん囲い気きを出してるあんたと一いつ緒しよにして欲しくないんだけど！」

「そうかしら。あんたも大たい概がいだと思うけれど。ごめんなさいね。それにあたし、謝るのも謝らされるのも、あんまり好きじゃないのよ。あんたと違ちがって」

「な、な、なぁっ──な、なんなの、その言い草!?　いいです。どっちにしろあんたに謝って貰おうなんて思ってないから……！」

　いや…………案外妥だ当とう、なのかもしれない。

　短気な魔ま術じゆつ士し、ストレーガ。

　ドＳ天使、ホーリー。

　そこにいたのは娘達の中でも特に当たりが強く、過激で、先程の話し合いの場でも特に荒あらぶりまくっていた二人だった。二人の「兵士です！」討とう伐ばつに懸かけるやる気は相当なもので、むしろ、やる気というより殺る気としか思えなかったとも言う。

「だそうですって。でも、あたし達と違ってあんたが余るなんて意外ね、ララ」

　自身から顔を背そむけたストレーガのことをくすくすと笑いながら、ホーリーがララに話し掛けて来た。ララはわずかに首を傾かしげて、

「え。あたしが？」

「そうよ。だって、あんたって結構社交的なタイプじゃない」

「うーん、そうなのかなあ」

「だと思うわ。特に、あたしみたいなのとは真逆にいるんじゃないかしら。自然と皆の中心になる人間……ラルフに近い、みたいな？」

「わっ。ラルフに似てるって言って貰えるのは嬉うれしいかも！」

「……ま、そのラルフのせいで、あたし達三人って今まで一度も同じパーティになったことないし。本当にそうなのかは、まだちょっと分からないけれどね」

　一度も同じパーティになったことがない。

　言われてみると、その通りだ。

「ん～。なんでだろうね。結構ラルフって定期的に色々な組み合わせでパーティを組んでた気がするのに」

「決まってるじゃない、そんなの」

　ホーリーが真顔で言った。

「明らかに相性が悪そうだからでしょ。色々な意味で」

「「……」」

　一いつ切さいの冗じよう談だんの色もなく超ちようどストレートに、だ。

　ホーリーが続ける。

「言っとくけどあたし、組んだことない子のが少ないわよ。片手で数えられるくらい。一応、誰だれとでもそれなりに組めるバランスタイプだもの。それにね、ラルフってレベル１だけど、ああ見えて結構優ゆう秀しゆうなところもあるのよ？　特に他人との関かかわり方とか、あたし達の人間関係については相当気を遣つかってるもの。そんなあいつが、それでも一度も組ませようとしなかった相手──そりゃあ嚙み合うわけがないわ」

「え、そ、そんな……」

　ララはビックリしてしまった。自分達の相性が悪い？　そんなこと、今まで全く考えたことも──

「ふぅん……なんだ。やっぱりあんたもそう思ってたわけ」

「!?」

　ストレーガが納なつ得とくした様子で深々と首を縦に振ふった。

　一方、ホーリーは口元を歪ゆがめ、嘲あざけるように、

「当たり前じゃない。あたし、そこまで鈍どん感かんじゃないわ」

「能力的に相性が悪過ぎるララはともかくとして……あたし達二人が一度も組んだことがないのは──当然、ラルフの意図があったんでしょうね」

「ええ。それは間ま違ちがいないわ。あいつ、みんなが寝ね静しずまった頃ころによくパーティの編成に悩なやんでウンウン言ってたもの。あんた知ってる？　ラルフってね。レベル１だから無力ではあるのだけれど、決して無む思し慮りよで怠たい惰だな男じゃないんだから」

　眉まゆを吊つり上げ、ムッとした様子でストレーガが答える。

「……ホーリー。そんなこと、わざわざ言われなくても知っていますよ。ラルフはあたし達のことを、いつも一番に考えています。自じ慢まんげに言うほどのことでは、ないかと」

「あら、そう」

「だ、大体、ラルフはレベル１なんですから、それぐらいやって当然です……」

「へぇー」

「……だけど、あんたも大したものよね。ラルフのことは置いておくとして、相性が悪いと思っている相手にここまで面と向かって接するとか、正直凄すごいわ」

「ばかね。それを言っちゃうのがあたしなのよ」

「ねえ。威い張ばられても困るんだけど、それ」

「…………」

　ギスギス。

　さすがのララも、このパーティがちょっとヤバそうなことは強く意識させられた。

　おそらく、ララに関して言うなら、そこまでではない。ヤバいのは──ストレーガとホーリーだ。この二人の相性の悪さは、どうやら相当な危険域に達しているらしかった。

　と、そのときだった。

「なんということでしょう。このパーティには決定的なまでに『和』が欠けているのですね……」

「「「!?」」」

　まるで一いち陣じんの涼りよう風ふうが通り抜ぬけたかのような錯さつ覚かくをもたらす声が、ララ達三人に投げ掛かけられたのである。

　四人目──

　瞬しゆん時じにその事実へと至ったララ達は、すかさず声のした方へと振り向いた。

　そこにいたのは、藍あい染ぞめの着物に牡ぼ丹たん色の帯を結んだ少女だった。佇まいからして極きわめて落ち着いた和の雰囲気を漂ただよわせ、深い紫むらさき色いろの髪かみもそのイメージにマッチしている。

　そんな少女の名は──

「……ワゴコロさんも、まだ誰ともパーティを？」

「はい。我々が最後の四人のようで……是ぜ非ひとも私をパーティに加えて頂けるとありがたいです。よろしくお願いします」

　その問い掛けに深々と和流娘「ワゴコロ」が頭を下げた。

　彼女が……？

　ララ達三人は互たがいに顔を見合わせた。自然と、瞳ひとみが、それぞれの意思を代弁する──やっぱり彼女も一度もパーティを組んだことがない相手だったのだから！

　──何とも、奇き妙みような展開である。

　ララも、ストレーガも、ホーリーも本来ならば今すぐにでも「兵士です！」の居城に乗り込んで、彼と再戦したいと思っているのだ。

　しかし、それは侭ままならない。

　明らかに、この出来上がったパーティはメチャクチャだった。四人目のワゴコロは非常に典てん雅がで落ち着いた雰囲気を持った美少女なのだが、困ったことに「和」という概がい念ねんをひたすらに重視する一風変わった性格の人物なのである。

　言うなれば、超マイペース。いや、やっぱり同じくマイペース系なララが言えたことではないが……ともかく！

　これでは、あまりにもバランスが取れていない！

　余り物パーティだから、と言えばそうなのだろうが──それでも！

「（もう、ラルフってば！　もっとちゃんとあたし達のことを考えて色んなパーティを組んでくれないと困るよ！　こんな調子じゃ、ラルフを助けに行けないよー！）」

　一番側そばに居て欲しいときに彼方かなたの地にて囚とらわれの身となっているラルフを恨うらみがましく思うララだったが、そんな心の叫さけびが彼に届くはずもなくて。

　いったい、ラルフは今、何をしているのだろう？

　自分達は何だかんだでラルフのことを想おもい、自分達のレベルを下げた「兵士です！」への恨みを果たすついで（ということになっている）ではあるが、彼を助け出そうと再始動したと言うのに！

　この事実を出来ればラルフ本人にも知って貰もらいたかった。そんな願いを、前ぜん途と多難にも程ほどがあるパーティに入ってしまったララは強く胸に抱いだくのだった。







「ふーむ……八番目のララちゃんパーティはメンバーの相性が悪いようじゃのう」

　杜ず撰さんな扱あつかいをされ、心に傷を負ったラルフが不ふ貞て寝ねをしてしまった後も、エロサモナーは一人でマジックボールの画面をずっと眺ながめていた。

　もちろん、合法的に娘むすめ達を盗とう撮さつ出来るのだからエロサモナーに画面から目を離はなす理由があるはずもない。が、特にエロ心を擽くすぐられるようなシーンに遭そう遇ぐうすることもなく、娘達が八つのパーティを組んだところでマジックボールの「遠見」は終しゆう了りようしてしまった。

　とはいえ、事態が中々興味深い方向に転がり始めたのはエロサモナーから見ても明らかだった。

　ラルフの不在と、娘達だけで構成された八つのパーティ。

　今まで彼女達は街の隣となりに聳そびえ立つ練習用のタワーダンジョンを攻こう略りやくするときを除き、ラルフという明確なリーダーに率いられ、数あま多たの戦いを繰くり広げて来た。

　だが、本当の意味でラルフがいない状じよう況きようを彼女達は経験したことがない。

　これは初体験なのである。ラルフにとっても、娘達にとっても、別にエロい意味ではなく──

「もしかして、この奇妙な状態を作り出すことが、あの兵士の目的だったり……？」

　何も映さなくなった遠見の魔ま法ほう球を睨にらみつけながら、エロサモナーは独りごちる。

　考えてみれば、こんな都合のいいアイテムが牢ろう屋やに置かれているのも不自然だ。

　城主である「兵士です！」が娘達の現在の行動を見せつけるために設置したと推測するのが自然である。

　だが、その目的とは？　どんな効果を彼は狙ねらっているのだ？

「…………どちらにしろ、皆みんなには『ついで』でもいいから、早くわし達を助けに来て欲しいところじゃのう。色々な意味でララちゃんのパーティは論外として、バランスでは精せい霊れい王ちゃんのところか、レナちゃんのパーティが一番有望かの」

　とはいえ、「兵士です！」の目的が何であれ、自分達にはどうすることも出来ない。とにかく今は男二人で娘達がレベルをもう一度上げてこの城に乗り込んで来る機会を待つことしか出来ないのだから……。
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「……う」

　目を醒さましたラルフが最初に意識したのは、相反する二つの感覚だった。

　一つは──固い。

　これは寝ね床どこの問題だ。ラルフが横になっていたのは石いし畳だたみの上に乾かん燥そうさせた藁わらを敷しき詰つめただけの粗そ末まつな寝床である。職しよく業ぎよう柄がら、野宿には慣れているはずだったが、一つの街に定住するようになってから、不確かな場所で寝る機会が減少していたわけだ。

　身体からだの節々を襲おそう痛みに思わずラルフは眉を顰ひそめた。これは中々、慣れそうもない。そしてもう一つは──

「…………やわら、かい……だと？」

　柔やわらかい。

　けれど、それは状況を考えれば極めて不可解な感かん触しよくである。牢屋の中に柔らかいモノなどあるわけがないのだ。牢屋とはその身み柄がらを拘こう束そくされた者が収しゆう監かんされる忌いむべき場所。冷たい空気が吹ふき抜け、粗末な設備しかない窮きゆう屈くつで屈くつ辱じよく的な暮らしを余よ儀ぎなくされる空間なのだから。

　だが、事実として、柔らかいのである。

　具体的に言えば左の掌てのひらに柔らかみを感じる。まさに掌サイズの柔らかさがハッキリとラルフの掌で自己主張をしているではないか。

　これは、いったい？

　寝起き故ゆえに視界が晴れないラルフはその未知の感触を脳内で処理することが出来なかった。まさか鉄てつ格ごう子しの隙すき間まを縫ぬって、ブルースライムか何かが夜や襲しゆうを掛けて来たとか──

「ラルフさん。さすがに、そろそろ起きて下さい」

「っ……？」

　しかし、そんなぼやけた感かん慨がいは見事に消しよう滅めつすることになる。

　何故なぜかラルフの耳に、女の子の声が飛び込んで来たからだ。

　ラルフは頭をシャッキリとさせるべく瞼まぶたを擦こすった。

　依い然ぜんとして、左手は柔らかい部分に添そえたままで。

「おはようございます、ラルフさん」

「えええええええええええええええええええ!?」

　すぐ側に──アヤメが、いた。

　黒羽色のショートヘアー。超ちよう露ろ出しゆつ度どの高い衣装に、華か麗れいにそしてしなやかに鍛きたえ上げられた肢し体たい。暗殺や闇やみ討うちを得意とするラルフの仲間の一人──アサシンのアヤメだ。

　そんな彼女が、何故かラルフの捕とらわれていた牢屋の中にいたのである！

　いや、それどころではない。

　隣、というか、まるで抱き枕まくらに寄り掛かるような形で、ラルフはアヤメの身体にもたれ掛かかってしまっていた。しかも、ラルフの左の掌は思いっきりアヤメの胸を摑つかんでしまっているではないか。少女の最も柔らかい部分に、手を──

「っ……す、すまないッ！　眠ねむっていたとはいえ、俺はとんでもないことをしてしまった！」

　現状を理解したラルフは凄すさまじいスピードでアヤメの身体から離れると、恥はじも外聞もかなぐり捨てて完かん璧ぺきなフォームで彼女に土下座をした。

　眠気が一いつ瞬しゆんでブッ飛んだ。俺は大切な仲間に対して、なんて破は廉れん恥ちなことを……！
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「ああいえ、別にあたしは大して」

「すまない……すまない……なんて詫わびればいいのか……！　ああああああ！　俺はなんてことをしてしまったんだぁあッ！」

　と、ラルフが涙なみだを流し、アヤメに全力で謝罪していると、本来の牢屋メイト──エロサモナーがマジギレしながらラルフを怒ど鳴なりつけた！

　かつて無いほどのキレっぷりで、だ！

「ラルフ！　ようやくお目覚めみたいだね！　良いい夢が見られたんじゃないかい？　アヤメちゃんの胸を寝ながら揉もむなんて……とんでもないことだよ！　今度こそ君は『エロラルフ』に改名するべきじゃないのかい!?　このエロラルフ！　エロラルフ！　エロラルフ！」

「エ、エロサモナー！　見ていたなら、止めてくれよ!?　っていうか、なんでアヤメが牢屋の中にいるんだよ！　意味が分からないぞ!?」

「すいません。ラルフさん、エロサモナー。ちょっと聞いてください。っていうか、エロエロうるさいんですが」

「ええい、ラルフよ！　頭を上げるでない！　反省の態度が足らんぞ！　もっとアヤメちゃんに心から謝るのじゃ！　クッ、今でも目に焼き付いておるわ……この牢屋にやって来たアヤメちゃんが、泣き疲つかれて惨みじめに寝ていた君を発見してスッとその傍かたわらに腰こしを下ろした瞬しゆん間かん──君が都合良く寝ね返がえりを打って、ラッキースケベに及およんだ光景！　勇者ともあろう者が無意識の内に仲間をその毒どく牙がに掛かける決定的瞬間がね！」

「お、俺が、寝ながらそんなことを……!?」

「…………あの、二人とも」

「いよいよ『ラルフのエロい本ほん性しようが出始めた』ということさ！　これだからハーレム主人公の言うことは信用出来ないのよ。実際君達サァ、謝れば何しても許されると思ってんじゃない？　ちょっとこの業界、舐なめてない？　ぶっちゃけ調子乗ってんじゃないの？」

「君達っていったい誰だれのことだよ!?　大体、俺は仲間に触さわったりなんて、ほとんどしたことないぞ!?　セクハラしまくりのエロサモナーとは違ちがう！」

「わしのことはどうでもいいんじゃ！　それにほとんどだって!?　これだよ！　皆さん、聞きましたか!?　これから徐じよ々じよにエロい経験を積んでいこうっていうわけだ！」

　二人だけでエキサイトするラルフとエロサモナー。

　エロの称しよう号ごうを押しつけたい男とエロの称号から逃のがれたい男。だが──そんな男達の醜みにく過ぎる争いも、一瞬で幕を閉じることになる。

「あの、いい加減黙だまらないと…………暗殺、しますよ？」

「「!?」」

　──アヤメの暗殺宣言によって。

「暗殺……だと……」

「はい。エロサモナーを」

「えっ、わしだけ!?」

「ええ」

「……ラルフは？」

　怖こわ々ごわと尋たずねたエロサモナーをアヤメが明確な殺意を込めて睨みつける。

「は？　なんでラルフさんをあたしが殺さないといけないんですか。というか、ラルフさんになら別に胸くらい触られても何とも思いませんし」

「な……ふ、不公平じゃ……！　年寄りを労いたわるという精神が君にはないのかい!?」

「へー。そういえば、エロサモナー。あなたはこの前、完全に自分の意思であたしのお尻しりを触りましたよね？　やっぱり暗殺していいですか？」

「………………ラルフも男じゃからの。そこにおっぱいがあったら眠っていても触りたくなってしまうのは仕方がないことじゃ。男は皆、登山者なのじゃよ！」

　露ろ骨こつに視線を逸そらし、意味の分からないことを力説し始めるエロサモナーだった。

　う、うむ。

　ひとまず、このエロ老人のことはいいとして……。

「アヤメ、本当にすまない……その、なんだ……無意識とはいえ、そういうことをしてしまったみたいで……」

「あたしは構いません。尊敬するラルフさんのすることですから」

「そうか。悪い」

「いいえ。次は、お互たがい起きているときに是ぜ非ひ」

「……」

　真顔でこの発言……どこまで本気か分からない。

　スルーだ。

「…………ところでだ。アヤメ、どうして君がこんなところにいるんだ？　こんな、冷たい牢ろう屋やの中に女の子が……」

「大だい丈じよう夫ぶです。牢屋と拷ごう問もんは、ラルフさんよりずっと慣れてますから」

「……そういうことを言ってるんじゃないんだ」

「おやおや」

　ラルフの芳かんばしくない反応を察したのか、アヤメが真顔で答えた。

「ま、特に奇き妙みようなことはありません。『兵士です！』に倒たおされて、ここに放り込まれたんです。あたしは一人で正々堂々と奴やつを暗殺しに行ったんですが、まさかイベント戦せん闘とうにならず、普ふ通つうの戦闘になるなんて……とんでもないことです。こういう場合、空気を読んで暗殺されるべきでしょうに……」

「待ってくれ。つまり奴に負けて、捕ほ縛ばくされたということか？」

「ええ。そうです」

「それは……妙な展開だな」

　ラルフは思わず首を傾かしげた。

　娘むすめを捕つかまえたいのならば最初に娘達をフルボッコにしたとき、一いち網もう打だ尽じんにすれば良かったはずだ。今になってからわざわざアヤメを捕まえる理由が全く見み出いだせない。

　どうなっているんだ？

「随ずい分ぶんと、辛しん気き臭くさい顔をしてますねぇ」

「っ……この声は……『兵士です！』か!?」

　と、ラルフが首を傾げたときだった。城主にしてラルフ達を牢屋の中にぶち込んだ張本人──「兵士です！」が現れたのである。

　丁度いいタイミングだ。

　すぐさまラルフは声を張り上げた。

「どういうつもりなんだ！　俺以外の子を捕まえるなんて！」

「は？　何が不満なんですか？」

「不満に決まっているだろう！　女の子を牢屋にぶち込むなんて！」

「でも彼女、あなたより断然、捕まるのに慣れてるみたいですけど」

「…………」

「あ。もしかして牢屋を男女別にして欲しいってことですかね。でしたら──」

「ちょっと待ったああああ！　兵士よ、それは止やめた方がいいぞい！　牢屋を分けてしまっては脱だつ獄ごくの危険性が増す！　男女を分けるなど、以もつての外！　どう考えても同じ場所に閉じ込めるべきじゃて！」

「……相変わらず、不ふ埒らちな男ですね」

　クワッと眼めを見開き、しょうもないことを力説するエロサモナーを軽けい蔑べつの眼まな差ざしで見つめるアヤメ。相変わらず、娘達の彼を見る眼は大体容よう赦しやがない。

　だが、まあいい。

　──ラルフにとって最も気に懸かかっているのは、別の事こと柄がらなのだから。

「お前、何を考えている？　俺達を、どうするつもりなんだ？」

　彼の真意について、問い掛ける。

　単にラルフを捕とらえ、娘達のレベルを下げただけではない──その先で、明らかに彼が策さく謀ぼうしていると思わしきナニカについて。「兵士です！」が答える。

「あえて言うなら、あなたに俺と同じ苦悩を味わわせたい、というところですかねぇ？」

「なんだって？」

「ふふふふふ。真相は追い追い伝えさせて貰もらいますよ──おっと、そういえば」

　ラルフ達の前から立ち去ろうとした「兵士です！」が一瞬足を止めた。

　そして露骨に悪そうな笑えみを浮うかべると、

「エロそうな爺じいさんのご要望通り、皆みなさんには同じ牢屋で過ごして貰おうと思っているんですが、もう少ししたら、別の牢に移って貰おうかなぁと」

「……いや、ここで十分じゃないか？　結構広い部屋だし」

「いえいえ、直に狭せまくなりますからね。さすがに三十人近い人間を捕まえておくには別の牢屋にしないと」

　三十人!?　そ、それはつまり……！

「お、お前！　まさかアヤメだけじゃなくて、俺の仲間を全員捕まえるつもりで──」

「いや。全員ではないですねぇ」

「は……」

「理由はすぐに分かりますよ。それでは」

　ひらひらと掌てのひらを振ふって、「兵士です！」は牢のある地下室から出て行ってしまった。

　ラルフ達は互いに顔を突つき合わせ、議論を始める。

「……分かるか、理由？」

「いえ。さっぱり」

「どういうことなんじゃろうな」

「全員じゃないってことは、何人かは捕まえないでおく、という風に聞こえたが……」

「でしたら、いくつかパーティを泳がせるという意味ではないでしょうか？」

「……それっぽいな。だとすると、変なパーティがあったりとかはしないのか？　例えば、捕まえる価値もないほど弱いところとか」

　ラルフの問い掛けにアヤメが小さく頷うなずいた。

「弱いチームは、ありますね。ユメルさんがリーダーのところなんですが、四人とも回復タイプか支し援えんタイプばかりで、一人も攻こう撃げき技を持ってる人がいないんです」

「随分とバランスが悪いんだな」

「はい。あとは、そうですね。戦力的には精せい霊れい王さんのところが図ず抜ぬけて強いですが、良いい感じに分散している気がします。ただ……四人の相性がメチャクチャ悪いパーティが一つありますね。ララさんのところなんですが」

「おお、あそこか……ええと確かメンバーはララちゃん、ストレーガちゃん、ホーリーちゃん、ワゴコロちゃんだったかの。問題児揃ぞろいじゃ」

「な、なんだ、そのパーティ！　どういう組み方をすれば、そんなハチャメチャなパーティが出来るんだ……!?」

　それだけはないだろう、とラルフは強く思った。

　まずストレーガとホーリーは互いに気性が荒あら過ぎて、相性が非常に悪い。

　ストレーガは少し意地っ張りで、そして凄すごく不器用なところがある。逆にあまりにも器用で達観し過ぎているのがホーリーの欠点なのだが、おそらく今回のケースで問題になるのはストレーガの方だ。何か良いキッカケが出来るまで、この二人は出来るだけ別々に行動させた方がいい──一いつ緒しよのパーティになってしまったようだが。

　ワゴコロは娘の中でも飛び抜ぬけてマイペースな子であり、和の体現者であるが、ぶっちゃけ和を取りなす能力は皆かい無むである。ああ見えて結構暴力的な彼女は、出来る限り常識的な娘達と組ませるべきだ──非常識人揃いだが。

　ララは天てん真しん爛らん漫まんなお気楽娘なので、彼女から目を離はなさずにいられるしっかり者、例えばリリア辺りと組ませたい。彼女が責任を負うポジションに立たされる組み合わせはあまり良くないだろう。ララにはいつだって自由でいて貰いたい──この面子メンツでは、消去法的にララがリーダーをやることになるだろうが。

　しかも、ラルフの記き憶おくが確かならば…………この四人は、今まで一度も同じパーティを組んだことがないのではないだろうか？

　要するに──最悪だ。

　こんな困ったパーティが出来上がった理由とは、いったい……!?

「四人とも余ったのじゃよ、ラルフ」

「…………そうか」

　あまりに切ない理由に涙なみだが出てきそうになるラルフだった。肩かたを竦すくめ、エロサモナーが続ける。

「でもま、ラルフもそう思うか。さすがにストレーガちゃんとホーリーちゃんは真っ向からやり合っちゃうもんね。ここが一緒なのはマズいよねぇ」

「──いや。それは違ちがうぞ、エロサモナー。このパーティで一番マズいのは、その二人じゃないからな」

　ラルフがゆっくりと首を横に振った。エロサモナーは眼を丸々と見開き、キョトンとした様子で訊きき返した。

「え。違うの？　マジで？」

「違う。そりゃあ二人の相あい性しようはお世辞にも良くないけど、そこまで悪いわけでもない気がする。俺としては案外仲良くなれる可能性だってあると思ってるしな。あの二人はちょっとタイミングが悪くて、一緒に冒ぼう険けんに付いて来て貰ったことはなかっただけなんだ」

「へええ。じゃあ、誰だれと誰が厳しいわけ？　ワゴコロちゃん関係？」

　ラルフは言った。

「──ララとストレーガだよ」

「…………ああ、そういう」

　自分から口に出しておきながら、ラルフは頭を抱かかえたい気分になった。

　だって、この二人の関係というのは、つまり──

「なるほど。問題なのは『ラルフさんのことを好きだと公言しているララさん』と『ラルフさんのことが好きなのは誰が見ても明らかなのに、絶対にそれを認めないストレーガさん』の何とも言えない困った関係、というわけですね。前々からストレーガさんはララさんのことをかなり意識してますし、確かに揉もめる気がします。恋こいの一大事ですね」

「……」

「おや。どこか違いましたか？」

「い、いや……」

　むしろ詳くわし過ぎてビビったというか……。アヤメが肩を竦めた。

「大したことではありません。皆、これくらいなら知っています。ラルフさんはお忘れかもしれませんが──我々は一応全員、女子ですからね。恋バナは好物なのですよ」

「アヤメも恋バナなんてするのか!?」

「はい。情報収集は暗殺の基本ですし」

「……その情報、仲間のも集める必要があるのか？」

　結局、全すべてが暗殺に結びつくアヤメに頭を抱えつつ、ラルフはため息をついた。

　とはいえ、だ。

　さすがに、このパーティが最後まで残るとは考え難にくい。

　それだけは不幸中の幸いと言えるだろう。

　戦力的には十分だが、パーティの空気が悪ければ連係も侭ままならないものだ。彼女達は案外早い内に、この牢ろう屋やにやって来ることになるだろう。

　少なくとも、このときのラルフにはそう思えてならなかった。
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「みんな、いっくよー！」

　その日、ララ達が攻こう略りやくしていたダンジョンは「真・魔ま王おう城」だった。

　かつてバイト魔王「アルエ」が雇やとわれ魔王として雇こ用ようされていた場所で、今もしぶとさには定評のある「元魔王デーモン」が執しゆう念ねん深く居座る古城だ。

　ダンジョンレベルは８。

　現在出現している中で最もレベルが高い場所が11なので、結構な難所の部類に入る。特にここは「ゼリーパー」と呼ばれる強力な雷かみなり魔ま法ほうを連発してくるゼリー状のモンスターが多く生息していて、ついつい「魔法反射」を使い忘れたばかりに、見事なまでの１ターンキルを決められる冒険者が後を絶たない魔ま窟くつなのだ。

　そして、ララ達が目下相手にしていたのは──数十匹ぴきを超こえる魔ま物ものの群れ。

　ララ達は一刻も早く、隠かくしボスと戦えるところまでレベルを上げなければならない。ちまちまと片手で数えられる数の魔物の相手をしているだけでは、実際、いつまで経たっても目標レベルに到とう達たつすることは出来ないのである！

『クラゲです………………スパーク！』

　ゼリーパーのアメジスト色の電気クラゲにしか見えない身体からだが瞬またたき、パーティ全体に強きよう烈れつな雷を食くらわせる呪じゆ文もん「スパーク」を発動させた。

　彼らは常に複数で出現し、ほぼ毎回必ず初手に「スパーク」を唱える。

　つまり何も対たい抗こう策を講じない場合、戦せん闘とうが始まって即そく座ざに全体魔法を無防備な状態で連発されることになってしまうわけだ。これが数あま多たの冒険者を葬ほうむり去ってきたゼリーパーによる１ターンキルのカラクリだった。

　例外なく娘むすめ達は「魔法反射」のスキルを所持しているとはいえ、このスキルは使った本人にしか効果がないし、消費ＴＰも馬ば鹿かにならない。練度の低いパーティ構成ではジリ貧になるだけだろう。とはいえ、ララパーティにはこんなとき、最高に頼たよれる彼女がいた。

「届くわけないでしょ、そんなもの」

　ホーリーだ。

　純白の翼つばさを大きく羽ばたかせ、ホーリーは周囲に彼女の髪かみ色と似た淡あわい若草色のバリアフィールドを形成させる。ゼリーパーの雷らい鳴めいが四人に襲おそい掛かかったのは、まさにホーリーがキャラ技わざ「全・魔法反射」を発動させた直後だった。

『！！！！？？？？』

　瞬しゆん間かん、鏡で跳はね返したかのような硬こう質しつ的な音と共に、雷は尽ことごとく反射され、呪文の行使者であるゼリーパーの身体を次々と貫つらぬいた。体内の大半が水分で構成されているクラゲ的モンスターであるゼリーパーからすれば一ひと溜たまりもない。

　ホーリーだけが行使可能な「全・魔法反射」のスキルはパーティ全員を魔法反射状態にするシンプルながら非常に強力な技である。これによって魔法対策をホーリー一人に任せられるようになり、他ほかの三人はすぐさま攻こう勢せいに移ることが可能になるわけだ。

「あーもう、鬱うつ陶とうしい！　フレイム！　もう一発、フレイム！」

　次に仕し掛かけたのはストレーガだった。

　巻き起こる魔ま力りよく風ふうによって乱れる癖くせ毛げを片手で押さえながら、敵全体に強烈な炎ほのおの一いち撃げきを食らわせる呪文「フレイム」を二連続で行使する。

　現在のストレーガはキャラ技「マジックバーサーカー」が発動した状態であり、一度に二つの魔法を詠えい唱しよう出来る上に魔法力も上じよう昇しようするという一種のトランス状態に突とつ入にゆうしていた。この状態のストレーガは防ぼう御ぎよに目を瞑つぶれば、半ば無敵に近い。特に多くの敵を相手取る場合、彼女以上に相性の良い娘はそうはいないだろう。

　ただし、この「マジックバーサーカー」には二つの見み逃のがせないデメリットがある。

　一つは魔力がどんどん減少していくこと。まぁコレは仕方がない。

　そしてもう一つのデメリットは……。

「ラルフのバカっ！　あほ！　レベル１！　あああああ、ムカつく！　何でもいいからとにかく謝ればあああああああああかッ！」

　──普ふ段だんの状態に輪を掛けて、怒おこりっぽくなってしまうということ。

　これまではパーティ内にラルフがいる場合がほとんどだったのでストレーガが「マジックバーサーカー」を発動しても彼女を精神的にケアすることが出来たのだが、当のラルフは兵士城にて虜りよ囚しゆうとなっている。故ゆえに、どれだけ怒っても怒いかりは中々発散されないし、本人がいないのだからどうやっても謝って貰もらうことは出来ない。

　満たされない一方通行だ。

　本来ならば目下の宿敵である「兵士です！」を怒りの対象にするべきなのだろうが、ストレーガ的にはこの男の顔をそんなに何度も思い出すのは怒りを通り越こして、もはや苦痛の領域らしい。結果として、なじり慣れたラルフにやり場のない怒りを向けているという寸法だった。

　さて、ストレーガの満たされない怒りはともかくとして、帯状の火か炎えんが二連発で魔物達を薙なぎ払はらい、雑ざ魚こモンスターはあらかた片付いた。

　残るはボス格だけだ。

『殴なぐる……！　殴る……！』

　ララ達の前に立ち塞ふさがったのは、身の丈たけ数メートルにして浮うかび上がるほどの隆りゆう々りゆうとした筋肉を備えた牛ぎゆう魔ま「オックスデーモン」だ。戦せん闘とう推すい奨しようレベル[image: 150]という全体を通してもトップクラスの戦闘能力を持っており、最大の特とく徴ちようは圧あつ倒とう的なまでの攻こう撃げき力。鈍どん重じゆうな外見に反して複数回の打だ撃げきを一度に繰くり出して来る難敵である。

「通常攻撃が強みのモンスターですか……封ふう殺さつ型の私とは、あまり調和の取れた相手ではありませんが、ここは──」

　だが、娘達からすれば、最も戦い慣れた相手の一人に過ぎない。

　ワゴコロが一歩、前へと進み出た。

　その風流で雅みやびな外見からは想像が付かないが、ワゴコロは己おのれの肉体を武器として戦うバリバリの武ぶ闘とう派はだ。それどころか基本的に殴るだけの他の格闘娘達と違い、ワゴコロは世界のどこにでも存在する「和」のエネルギーを用いた技を得意とする技ぎ巧こう派である。

　ワゴコロは大地を蹴けって空に飛び上がると、身体に巡めぐる「和」のエネルギーを一点に集約させ始めた。

　すると重ねた両の掌てのひらの間に雷に似た色合いの波動が発生し、その波動はバレーボールほどの大きさの球体にまで膨ふくれ上がる──「和動」の塊かたまりというわけだ。

「──和わ動どう拳けんっっっ!!」

　力強い叫さけび声と共に生み出したエネルギー弾だんを地上のオックスデーモンに向けて撃うち込んだ。

　和動拳は生きとし生けるもの全ての中に存在する「和」の特性を最大限に引き出した必殺技であり、あらゆる防御を無効化する特性を持っている。

　また雷に似た波動パターンを取ることから相手に「麻ま痺ひ」の状態異常を与あたえる追加効果があるのも強力である。

　本来の彼女の戦闘スタイルは先さき程ほど、自身も口にしていたように封殺型──最大奥義であり、超反則的な特とく殊しゆ効果を秘ひめた「和わ風ふう殺さつ」を軸じくにしたモノである。

『ぐがが…………おで、痺しびれたども……まだ……殴る……！』

　オックスデーモンは大陸を見み渡わたしても稀き少しような（それこそオックスデーモンよりも格上の魔物も含ふくめた上で）「和風殺」の効果がほぼゼロに等しい魔物だ。

　そのためここでワゴコロは「和動拳」を使ったわけだが、やはりオックスデーモンを一撃で仕留めるのに物足りなさは否いなめない。相手の足止めをするのには効果的かもしれないが、この牛魔ほどの魔物を倒たおすとなればそれ以上のモノが必要となってくるのが物の道理なのである。

　とはいえ、それはあくまでワゴコロの他に前衛アタッカーがいなかった場合の話だ。

　もし、これが普段通りならばホーリー・ストレーガ・ワゴコロと来て、四人目のメンバーはラルフだったことになる。しかし、このパーティにおける最後のメンバーはレベル１勇者──ラルフではない！

「ララさん。トドメはどうぞ」

「うん！　ありがとうっ、ワゴコロさん！」

　薄うす桃もも色いろの髪と、腹部が丸出しになった濃のう青せいのショートセーラー。勇者ラルフの一人目の仲間であり、誰だれよりも純じゆん粋すい無む垢くで天てん真しん爛らん漫まんな最強女子高生──

　ララなのだ！

「ふっふっふ。ごめんね、牛さん！　あたし達の経験値になってもらうよー！」

『殴る……なぐる……』

「とう！」

　未いまだに「和動拳」で痺れたままのオックスデーモンの額を指差し、ララは一撃必殺の体勢に入った。学校指定のローファーで連打でもしたかのような勢いで石いし畳だたみの床ゆかを打ち鳴らし、目にも留まらぬスピードでララは牛魔へと肉にく薄はくする。

　そして、グッと拳を握にぎり締しめ、高らかにその技の名を口にする！

「てやーっ！　女子高生ぱーんちっ！」

　──もはや安直を通り越して潔いさぎよささえ感じる技名である。

　どんな技かというと拳を固め、パンチを一発放ち、敵をぶん殴る（混乱の状態異常が発生することもある）。ただ、それだけの技だ。

　ただ、それだけだが──恐おそろしいほど強力な技だ。

『…………………………ぐべ』

　超適当な「格かく闘とう技ぎ？　ナニソレ？」としか言いようのない型で繰り出されたララのパンチは、その適当さに全く見合わない光に近しい拳速でもってオックスデーモンの腹部に深々と突つき刺ささった。

　そして、終わ戦闘った終了だ。

　オックスデーモンは一いつ瞬しゆんで意識を失い、前のめりになって倒れ伏ふした。

　ずん、と大きな音を立てて、巨きよ体たいを床に沈しずめる。フワッと身体が光の粒つぶになり、花粉のように飛んでいく。経験値とお金になる。

「わーい、勝ったー！」

　ぴょんぴょんと飛び跳ね、喜びを露あらわにするララ。

　元々のララは「オラオラオラ無む駄だ無駄無駄」という具合に圧倒的な手数で勝負するタイプのインファイターなのだが、だからといって一発一発が軽い、というわけではない。

　極きわまったララならば、拳一発でも大たい抵ていの敵はノックアウト出来てしまう。十分にワンパンガールの素質を秘めているというわけだ。

「素す晴ばらしいです。この勝利こそが私達の『和』が強まってきた証しよう拠こですね」

「おつかれ。やっぱり、ここが一番効率いいわねー」

　ワゴコロとホーリーもすぐさま駆かけ付けて来て、フィニッシュブローを決めたララを労いたわってくれた。ララも満面の笑えみを浮かべながら手を振ふる。

「ありがとー！　そろそろ、良いい感じのレベルになってきたね！　あ、ええと──」

　そこまで言い掛けて、一瞬、ララの言葉が止まった。けれど、すぐさまララはその逡しゆん巡じゆんを振り払うと、もう一人の仲間に対して声を掛ける。

　怒いかれる魔ま術じゆつ士し、ストレーガに対して。

「ストレーガさん、魔ま法ほうありがとー！」

「っ──」

　そして、これまたストレーガも先程のララのように動きが止まる。というよりも、ララの数倍は動作をギクシャクさせながら、上うわ擦ずった声で答えた。

「…………ま、まぁ、よくやったんじゃないですか？…………ええと、あ、あたしはこれで！　ちょっと用事があるんで先に失礼します！」

　それだけ言い残すとストレーガは道具袋ぶくろから使用すると拠きよ点てんに帰き還かん出来る「オカエリのはね」を取り出し、大おお慌あわてで頭上に放ほうり投げた。

　瞬間、ストレーガの身体からだは光に包まれ、ばびゅん！と、スペースロケットのような音と共にララ達の前から搔かき消える。

　──パーティが結成されてから、ストレーガはずっとこんな調子だった。

「あ、あたし、ストレーガさんに嫌きらわれてるのかな……」

　逃にげるように飛び去ってしまったストレーガの立っていた場所をしょんぼり見つめるララの背中を見やり、ホーリーとワゴコロが嘆たん息そくを漏もらした。

「お二人には『和』が足りないようです……」

「へぇ。あんた、ソレって珍めずらしく正しい『和』の使い方ね。そりゃあ、他のパーティがあんなことになってなかったら、別に放っておいても良かったんでしょうけど」

「もう私達しか残っていませんから」

「問題はそこなのよねぇ……」

　──レベル１勇者誘ゆう拐かい事件が発生してから今日で十日が経過した。

　そして今日もララ達は憎にくき「兵士です！」を打ち倒し、ついでにクッソ情けないにも程がある勇者ラルフを救出するべく、レベル上げに勤しんでいたわけなのだが……実はこの十日間で、酒場の娘むすめ達は大変なことになっていた。

　困ったことに──ララ達を除いた他全すべてのパーティが、もうかれこれ数日、消息を絶っているのである。




　　　　２




　ストレーガは、絶ぜつ妙みように憂ゆう鬱うつだった。

「はぁ」

　エロサモナーに召しよう喚かんされてこの酒場にやって来た直後ですら、こんなに頭を悩なやませたことはなかったように思う。それぐらい事態は深刻だった。

　要するに──最悪だった。

　自然と指先が髪かみへと伸のびる。サイドのくるくるになっている癖くせ毛げに触ふれると、何だかついこの間と比べて、毛先が大分傷いたんでいることに気付いた。

　普ふ段だんのくるくる、が……くるくるくる、ぐらいになっているのではないだろうか？

　理由は分かり切っていて、髪を整える時間が減ったからに違ちがいない。

　そうする必要がなくなったから。

　整えた髪を見せる相手が──ストレーガの前から消えてしまったからだ。

「…………あの人と、来たら」

　あえて名前は出さない。

　名前を口にしてしまったら、現実に戻もどってしまうような気がしたから。

　言葉の持つ魔法は消え去り、せっかくのドラマチックな表現がひたすらに現実的な「敵に誘拐された」という身も蓋ふたもない事実に着陸してしまう。

　すると、どうだ。

　自分のことをデコハゲ扱あつかいしたあの憎き兵士のニヤケ顔と、未だに捕つかまったままで連れん絡らく一つ寄よ越こさないバカの顔が一いつ緒しよに脳のう裏りに浮うかんで来るではないか！

　ムカつく！

　そうなるとストレーガは更さらに平静を保てなくなる。ついこの間も、そのせいで手痛い失敗をしてしまったというのに……！

「ストレーガさん」

「あ……」

「すいません。ストレーガさんが先に帰還されたあと、ついでに『元魔ま王おうデーモン』も倒していたので少し帰るのが遅おそくなってしまいました」

　ハッとして顔を上げると、パーティを組んでいるメンバーの一人、和流娘の「ワゴコロ」が酒場に戻って来たことに気付いた。

「そ、そう。悪いわね……三人で戦わせちゃって」

「いいえ。もうこれぐらいのレベルになれば、大した相手ではありませんから」

　ワゴコロは藍あい染ぞめの着物の裾すそを靡なびかせながら、そのままの足でカウンターの奥にある冷蔵庫を開けると、そこに置いてあったプリンを手に持ってストレーガの対面の席に腰こしを下ろした。

　向かいの席に座るといっても別に二人が大の仲良しになったというわけではない。

　そもそも娘達は各人が酒場の中に「お気に入りの席」を持っていて余よ程ほどのことがなければ違う席に座ったりしない。そしてストレーガとワゴコロの定位置は二人がこちらの世界に召喚されてからずっと同じ位置、向かい同士だった。それだけの話だ。

　もっとも──向かい合っているのに、まともに話したことは、これまでほとんどなかったのだけれども。

「……」

　無言でむしゃむしゃとプリンを食べ始めたワゴコロを見て、ストレーガは以前と変わらぬ不思議な印象を抱いだく。

　ワゴコロは自分の世界観を持った非常にマイペースな少女だ。

　だが、それ以上に何だかよく分からない少女だ。

　彼女は「和」に拘こだわりを持っているが、それならば何故なぜプリンを食べるのか。和が好きだと言うならば、わらび餅もちでも食べればいいと思うのは、どこか間ま違ちがっているだろうか？

「あんた、プリンが好きなのね」

　折せつ角かくなので訊きいてみることにした。ちなみにプリンは普ふ通つうのプリンだ。別に抹まつ茶ちや味だとか、栗くりきんとん味だとか、あんこ味だとか、そんなことは決してない。

「はい」

「プリンは西洋の食べ物ですけど、それでいいの？」

「いいえ。これも和なのです」

「……そんなことはないと思うけど」

　ワゴコロがふるると首を横に振る。

「『和』には、様々な意味があります。そして私の追い求める『和』とは決して『和風』に限ったものではありません。だからプリンだって食べるわけです」

「……そーなんですか」

「おっと、あげませんよ」

「な、何も言ってないじゃない。いらないわよ、プリンなんて！」

　ムシャ付いていたプリンを自身の胸に搔き抱き、ストレーガのことをワゴコロがまるで盗人ぬすつとでも見るかのような視線で非難するものだから、思わず声を荒あららげてしまった。

　やっぱり、彼女のことはよく分からない！

　まぁ──けれど、それでもまだ会話が何とかなる方ではあるのだが。

　ストレーガ的にこれでもワゴコロとの会話はまだスムーズに行っている方だった。なにしろ、決して会話中に気まずいムードが流れたり、ギクシャクしたりしないのだから。

　ところが、だ。

　これが「彼女」相手となると──

「ただいまー。ううん……やっぱり人が少ないのは寂さみしいね……」

[image: ]

「でも、逆に静かで清々するかも。貧びん乏ぼう臭くさい大衆酒場なんて辞やめて、バーにでも改装したらいいのに」

　──少しばかり、話が面めん倒どうなことになる。

「二人とも、おかえりなさい」

　プリンを食べる手を止めて、ワゴコロが二人を快く迎むかえ入れた。

　一方、ストレーガはと言うと、

「っ……！」

　瞬しゆん時じに立ち上がることが出来ず、椅い子すに座ったまま、硬こう直ちよくして、眉み間けんに深々と皺しわを刻むことしか出来なかった。そんな彼女の動どう揺ようを察知したらしきドＳ天使ホーリーが、にやっと実に嫌いやみったらしい笑えみを口元に張り付ける。

　この笑みに字幕を付けるとしたら、

『あんた、なに緊きん張ちようしてんのよ。ばかみたい』

　みたいな感じになる。

　ストレーガにとって最もネックとなっている相手は、ララだった。というか一度もパーティを組んだことがなかった割に、この「ララパーティ」の相あい性しようは案外悪くなかったのである。ラルフがいないため、純じゆん粋すいな戦せん闘とう力が格段に上じよう昇しようしていることもあるし、性格的な部分でも何だか意外と上手うまく行っている感がある。

　ララとストレーガを除けば。

　そして彼女がララを意識している理由とは、言うまでもなく…………。

　うん。

「うぐぐ……！」

　結局、何も言い返せず（実際のところ向こうは何も言っていないのだ！）、ホーリーのサディスティックスマイルにぐぬぬとなるストレーガ。

　実際、ホーリーもまた、ワゴコロとは違った意味で、何を考えているのかよく分からない相手である。彼女はとにかく達観していて、あらゆる物事を冷めた目線で眺ながめているようなイメージがある。

　ストレーガから見ても、彼女が腹の中にどんな一物を抱かかえているのか、サッパリ想像出来ない部分がある。おそらく滅め茶ちや苦く茶ちやタチの悪い毒虫みたいな物だと思うのだが……そこまで言い出すと何故ラルフの仲間をやっているのかすら不思議に思えて来るわけで。

　と、そこで。

「他ほかのみんな、どうしてるのかなあ」

　酷ひどく肩かたを落とし、しょんぼりした様子でララが言った。

　この世界では、たとえ魔ま物ものに倒たおされて全ぜん滅めつしたとしても何だか気付かないうちにスルッと拠きよ点てんに戻されているのがお約束である。一説ではダンジョンを定期巡じゆん回かいしている「ダンジョンパトロール隊」と呼ばれる組織の者達がノックアウトされた冒ぼう険けん者を街まで運んでくれるとも言われている。

　だから、ダンジョンに潜もぐって消息不明になることなんて、ありえないはずだった。

　これまでの常識では。

「……」

　本来酒場とは人が集まるためにある場所だ。

　沢たく山さんの言葉があって、話し声があって、笑顔があって、時には怒ど鳴なり声やら喧けん嘩かやらもあるが……とにかく活気に満ち溢あふれた場所なのだ。ところが、今、この「エロサモナーの酒場」に足を踏ふみ入れる者はストレーガ達四人だけしかいない。

　──他の娘むすめ達は、消えてしまったのだ。

　忽こつ然ぜんと。

　まるで霧きりか霞かすみのように、何の痕こん跡せきも残さずに。冒険に出で掛かけて、それっきり。

　結果としてララをリーダーとした「ララパーティ」の四人を除いた二十九人の娘達が次々と消息を絶ち、彼女達だけがこの酒場に残されてから──もう四日になる。

「（気まずい……）」

　彼女自身、当初からこのパーティが明らかに微び妙みような人選なのは自覚していた。

　ただ先に強調しておきたいのは、別にストレーガは娘の中に仲の良い人間が一人もいない「ぼっち」ではないということだ。

　本当に、巡めぐり合わせが悪かったのだ。

　ストレーガとこれまで何だかんだで一番親交のあった相手といえば、おそらくはラルフィーだと思う。彼女は未来世界からやって来たラルフの実娘である。そのため、この前の話し合いでも議長役を買って出たりと、娘の中でも一ひと際きわ特別な存在だったりする。が、逆に娘達の中には彼女と関かかわることを若じやつ干かん怖こわがっている子がそこそこ存在する。

　理由はシンプルにして、同時に奥深く、そして何ともＳＦ的だ。

　──彼女の母親は一体誰だれなのだろう、という問題。

　ラルフィーは結構適当で今風な性格をしており、ひたすら天然なララなどよりもある意味でよっぽど女子高生的な子だ。だが、性根は相当にしっかりしているのだろう。ラルフィーは自分の母親についてだけは一いつ切さい言げん及きゆうしようとしないのである。故ゆえに娘の中には「もしも自分がラルフィーの母親だったらどうしよう」と考えてしまう者が意外といるのだ。

　……というか、大半の子は一度は考えたことがあるのではないだろうか？

　目元が自分と似ているだとか、ステータスの成長率に共通点があるだとか、戦闘スタイルが似通っているだとか、このキャラ技わざはもしや自分の技から遺伝しているのではないだろうか、とか。

　とはいえ、その点、ストレーガに関して言えば、この手の悩なやみとは完全に無む縁えんだ。

　──だって、ラルフの相手が自分であるはずがないのだから。

　絶対に。絶対に。絶対に。絶対に。絶対に。絶対に。絶対に。絶対に。絶対に。

　そんなわけで彼女の母親が自分ということだけはないと確信しているストレーガはすぐさま彼女と打ち解けることが出来た。

　割合良好な関係が築けているとは思う……もっとも、彼女が実際にこちらのことをどう思っているかは不明なのだけれど。

　今回のパーティ作りにおいて、ストレーガが『一いつ緒しよにパーティを組んでやってもいいけど……？』とラルフィーに切り出そうとした瞬しゆん間かんに『ごめん、ストレーガ。あたし今回は物理系で固めたガチパしか組む気ないから一緒には組めないんだ。一日でも早くお父さんを助けてあげないといけないから』などと、にこりともせず、まるで自分と組んでは趣しゆ味みパになると言わんばかりの超ちよう真顔で門もん前ぜん払ばらいしやがったわけだし。

　──その結果が、この現状だ。

　ガチパを組んだはずのラルフィーは既すでに消息不明であり、余り物パの自分達だけが残ってしまった。

　こうなってくると、状じよう況きようは丸っ切り変わって来る。自分達には「兵士です！」を打ち倒し、ラルフを救出して彼に謝らせるという壮そう大だいな使命があるわけで、要するに責任が生まれていた。

　──この四人だけで、何としても「兵士です！」に勝たなければならない！

　となれば、自分なりの全力を尽つくすだけではダメだ。

　この四人で作り上げられる「最良のパーティ」を目指さねばならない。

　ワゴコロの言葉を借りるなら、まさに「和」という奴やつだ。四人がそれぞれ「和」の心を持ち、互たがいを理解し、最強のコンビネーションを発揮する──そうしなければ、あの実力だけは確かな兵士に太刀たち打うち出来まい。

「（でも……）」

　チラリ、とストレーガは、彼女の横顔を窺うかがった。薄うす桃もも色いろの髪かみに腹部が露ろ出しゆつしたセーラー服、常に天てん真しん爛らん漫まんで純じゆん粋すい無む垢くな戦う女子高生──ララ。

「（なんで、よりによってこの子と同じパーティになっちゃったんだろう……）」

　ストレーガとは何もかもが異なるこの少女が、レベル１勇者ラルフの最初の仲間である彼女の存在そのものが──皮肉なことに彼女の絶ぜつ妙みような憂ゆう鬱うつのもう一つの理由だったのだから。

「そうだ。あたし、ちょっと外に出て来る」

　ホーリーがちろりと唇くちびるから紅色の舌を覗のぞかせ、他の三人を見回しながら言った。

「少しだけ風にでも当たって来るわ。明日あしたまたダンジョンに潜るでしょ？　朝ぐらいになったら呼びに来て頂ちよう戴だい。というか、あと一回潜ったら──十分よね、レベル上げ」

「……そろそろ、レベル１にされる前のレベルに追い付きますね」

　ワゴコロが頷うなずいた。

　実際──目的には手が届き掛かけていた。

　ストレーガ達のレベルは既に[image: 100]近くまで到とう達たつしている。元々の装備、ドーピングアイテムなどを合わせれば、既に相当な段階まで練度は高まっている。憎にくき「兵士です！」との再戦についても既に現実的な領域だろう。

「そういうこと。明日最後のレベル上げして、その次の日になったらあの兵士をブッ飛ばしに行きましょう。で、勝つわけ。それでおしまい。全部めでたしめでたし。二日後の今ぐらいの時間には、あのばかがこの辺で土下座してるでしょうね。あたしね、今回ばかりはさすがに土下座してるあいつの頭、踏んづけてやりたい気分なのよ」

　ホーリーがクククと邪じや悪あくな笑みを浮うかべながら、酒場から出て行こうとした。

　──丁度退出する際に通り掛かった、ラルフの「推定土下座ポイント」であろう普ふ段だんエロサモナーが立っているカウンター前の床ゆかを足の裏でゲシゲシと踏みつけながら、だ。

「ホーリーさん、暴力はいけませんよ」

「む……」

「私達の『和』を高めるため、ご同行させて頂きます。よろしいですか？」

　ワゴコロが、酒場から出て行くホーリーの後に追従し始める。

　トトト、と早足で駆かけると、すぐさま彼女と肩を並べた。ホーリーはわずかに眉まゆを顰ひそめながら、

「一緒に来るのは構わないけど……そこを窘たしなめられるのは納なつ得とくいかないわ。だって、どう考えてもあんたが一番暴力的じゃない。味方をボコボコに殴なぐってバフ掛けるスキル持ってるのなんて、あんたぐらいでしょ」

「いいえ。私の振ふるう拳こぶしは暴力ではなく愛なのです。和の心に満ちた私に限って、暴力的などということはありえません」

「……それなら、ラルフの頭を踏みつける予定のあたしの足裏も愛になるわね」

「確かに、さすが天使です。足の裏にまで愛が……とても尊いですっ」

「ばか。天使を買いかぶり過ぎよ、あんた。実際の天使なんて、愛とは一番遠い生き物なんだから」

　何だかんだと言いつつ、連れ立って出て行くことを了りよう承しようしたようだった。

　唐とう突とつな展開に、ストレーガは不意を突つかれる。

　ぼーっとしていたのだ。会話の内容は耳から入って来るのだが、揺ゆれるホーリーの白い翼つばさとワゴコロの牡ぼ丹たん色の着物帯だけが妙みように鮮せん明めいで、反応が遅おくれてしまった。

「ん……」

　だから気付いたときには、もう完全に手て遅おくれだった。

　簡単な引き算である。四人パーティのうち、二人が連れ立って出て行くとする。となれば、残るのは当然二人だ。そして、残った二人というのは──

「──あ、そうだ。ねえ、ララ。ストレーガと二人でご飯でも食べて来なさいな。場所は、そうね……『ザックの食堂』なんて、どう？　お代はラルフに付けて貰もらうようにあたしから言っとくし」

　去り際ぎわ、クルッとストレーガ達の方を振り向き、ホーリーがとんでもないことを言い出した。ふ、二人で……!?

「ちょっ──!?」

「あたしと、ストレーガさん？」

「そうそう。あんた達、ちょっとサシで話すべきだわ。『決戦』の前にはね、面めん倒どうなフラグを清算しなくちゃいけないってルールがあるんだから。じゃ、そういうことで」

　そうして飛び去るようにホーリーが酒場から去って行った。

　続いてワゴコロも、ジッと二人の方を見つめると、

「和です……『和の心』を忘れてはいけませんよ……」

　とだけ言い残し、先に退出した天使の後を追う。

「な、な、な……！」

　反論する機会すら失われたストレーガはぽっかりと口を開き、啞あ然ぜんとすることしか出来なくなる。なんて恐おそろしい爆ばく弾だんを投下して行くのだ、あの天使は！

「あ、あの～？　ストレーガさん？」

「ひあっ!?」

　声を掛けられ、ビクンとストレーガの肩かたが電でん撃げきでも受けたかのように跳はね上がる。ゼリーパーの「スパーク」の直撃を食くらうよりも衝しよう撃げき的だったかもしれない。

　恐る恐る、隣となりを見る。

　──当然、そこにはララがいた。

「……ええと、何だかよく分からないんだけど、ご飯食べに行く？」

「は、はい……」

　ララの純粋無垢な瞳ひとみに見つめられ、もはやストレーガには為なす術すべがなくなってしまう。

　かくんと首を縦に振る。

　観念するしか無い、らしい。




　　　　３




　ストレーガとララは、もっぱらラルフの行きつけの店である「ザックの食堂」に足を運んでいた。

　この店は食べるとステータスを恒こう久きゆう的に上じよう昇しようさせる料理を提供している。食べれば食べるほど強くなる魔ま法ほうの料理店というわけだ。となれば、ラルフだけではなく娘むすめ達も足あし繁しげく通った方が断然効率的に思える。ところがだ。娘達の間では「この店は使わない」というラルフ本人にすら秘密にしている暗あん黙もくの了りよう解かいが存在していたのである。

　その理由は『娘達まで料理を食べてしまったら、ラルフが相対的にへっぽこなままで可か哀わい想そうだから揃そろって自じ粛しゆくしている』

　──というわけでは全くない。

　もっとシンプルな理由だ。実は、この店の料理は…………。

「へい、注文のホットケーキとカレーライスお待ち！　食後にはデザートのいちごパフェを用意してるから、食べたくなったら言ってくれよな！」

　右みぎ眼めに傷のあるオールバックの男、ザックが愛あい想そ良く料理皿をテーブルの上に置いた。

　ストレーガが注文したのはホットケーキ（ＭＡＴ上昇）。ララはカレーライス（ＡＴＫ上昇）。いちごパフェにはＬＵＫ上昇の効果がある。

　濛もう々もうと湯気の立ち上る熱々の料理を前にして、二人はゴクリと息を吞のんだ。

　これが、噂うわさに聞くザックの料理。

　百聞は一見にしかず、とはこのことだろう。千の言葉よりも、こうして実際に店に足を運んで料理と相対してみた方が、ずっとリアリティを感じられるというものだ。

「「……いただきます」」

　二人は揃って手を合わせ、料理と向かい合った。

　ストレーガはナイフとフォーク、ララはスプーン。それぞれ異なる銀食器を装備した少女達は、周囲に流れる不ふ穏おんな空気をハッキリと意識しながら、目の前のソレに手を付ける。

「っ……」

「こ、これは……！」

　チャカチャカ。カチャカチャ。銀食器が硬こう質しつ的な音を立て、かくして二人は注文した料理を口に運んでしまった。そして咀そ嚼しやくし、嚥えん下かする。

　ここまで、たっぷり約十秒。

　他ほかにお客はおらず、店長のザックも奥に引っ込んだままだ。しばらくの間、お互い何も言わなかった。けれど、そんな束つかの間の静せい寂じやくは、あっという間に決けつ壊かいすることになる。

　二人は揃って──悲鳴を上げた。

「うえええええ……ま、マズいよぉ……」

「こ、こんな料理でお金を取るなんて……！」

　──マズい。

　それ以外の言葉がもはや出て来なかったし、そもそも食べるまでもなく、料理が出て来た時点で、二人の心と胃い袋ぶくろは「絶望」という薄うす黒ぐろい感情に吞み込まれていた。

　ストレーガの注文したホットケーキは、でろでろのグログロだった。

　本来のホットケーキは小麦粉、バター、卵、牛乳、砂糖、ベーキングパウダーといった食材で作るスタンダードな料理だが、このホットケーキは魔ま力りよくを上昇させる効果を引き出すために、主人のザックが特別な黒くろ魔ま術じゆつを練り込み作り上げた「錬れん成せい物」に近い。

　そのビジュアルは、言うなれば狂きよう気き的で、結果的に極きわめて名状しがたいフォルムを形成している。ホットケーキ的である部分といえば、なんだか薄うすっぺらいガレット状の物体が複数枚重なっていることと、一応、上からハチミツが振り掛けられていることぐらいしか見受けられなかった。

「見た目はモザイク必ひつ須すなのに、味だけは下限ギリギリ。食べるだけでステータスが上がっている実感もある。な、なんてタチの悪い料理なの……！」

　ちなみにここまで外見が常じよう軌きを逸いつしているとなると、味はもはや有害物質レベルのモノを想像してしまいそうなところだが、実はそこまで異常ではない。

　何と言っても、こんなビジュアルのくせに──味は「凄すごくマズい」程度で収まっているからコメントに困ってしまうのだ。

　もし、それこそ食べた人間が泡あわを吹ふいて倒たおれるような料理を出していようものなら、ストレーガとしても街の平和のために、この店の営業停止を主張していたに違ちがいない。

　だが、悔くやしいことに、出された料理はマズさのボーダーラインのギリギリで踏ふみ止とどまっている。店主はなんという器用なモノを作り出してしまったのか！

「ラルフ、こんなのよく毎日食べてるよね……」

「ええ……いくらステータスが上がるからとはいえ、ラルフ以外は誰だれも通わないのも頷うなずけるわ」

　ララの注文したカレーライスも、モザイク必須の代しろ物ものだった。カレーというよりはダンジョン内の「毒の沼ぬま」を彷ほう彿ふつとさせるビジュアルであるし、口に入れるだけで数種類の状態異常に掛かかってしまうこと受け合いの刺し激げき臭しゆうがあまりに劣れつ悪あくだった。

　おそらく、こちらの料理はテイストとしては「薬やく膳ぜん」に近しいのだろう。

　ＡＴＫを上昇させる効果を発揮させるために数多くの薬草を調合し、それらを「カレーというカタチ」に落とし込んだのが、このカレーライスに違いないのだ。薬膳だから緑色なのだろうし、変な臭においがするのだろうし、口に入れたララを涙なみだ目めにして、大きな瞳からポロポロと大おお粒つぶの涙を溢こぼさせるほどの刺し激げき的味覚を生み出している。

　娘達が誰一人として、この店に足を運ぼうとしない理由も納得出来るというものだ。

　──マズいから、行かない。

　というか、この街で「ザックの食堂」を利用しているのは、おそらくラルフ一人しかいないのではないかとすら思う。仮にも料理店だというのに、店内にはテーブルが一つしかないし、カウンター席すら存在しない。二人が連れ立って入店したときは椅い子すすら一つしか置いてなくて、ザックが店の奥から予備のモノを持って来たぐらいだった。

「（……やっぱりあいつ、あたし達が思っていた以上に自分のレベルが上がらないことを気にしていたのね）」

　でろでろしたホットケーキを忌いま々いましげに見下ろしながら、ストレーガはふとそんな感傷に至った。

　普ふ通つうの人間なら、こんな地じ獄ごくのような料理を出す店に毎日足繁く通ったりしない。

　大体、食べればステータスが上がると言っても、所しよ詮せんは微び々びたるモノ。

　この店が提供する料理のマズさとで天てん秤びんに掛けた場合、それでも「常連になる」という選せん択たくをする者がどれだけいることか。

　ほとんどいない、はずだ。

　だって普通そんな苦労をするぐらいならダンジョンに潜もぐってスライムの一いつ匹ぴきでも狩かった方が断然マシに決まっているのだから。

　──もっともレベルの上がらない勇者ラルフにしてみれば、少しでもステータスが上がる機会があるのならばそれを見み逃のがす手はない、ということなのだろうけれども。

「……ラルフ、かぁ」

「え？」

「あっ、ご、ごめん！　なんだか料理の話してたら、ラルフのことが急に懐なつかしくなっちゃって～」

　ララがあたふたと顔の前で取り繕つくろうように掌てのひらを振ふった。

　そんな彼女の慌あわてる様子を見ていたら、ふとストレーガの中に小さな謎なぞの答えが降りて来た。まるで天使が降臨するかのように。

「（ホーリー……恨うらむわよ……！）」

　適当に、この店を指示したわけではない。

　ここはラルフだけが普ふ段だん食事をしていた店だ。それ故ゆえに自然とラルフのことを想起してしまうポイントでもある。そんな場所にララとストレーガが立ち寄れば、自然と会話の内容は、彼についてのモノにならざるを得ない。要するにホーリーはこの店で自分達に「ラルフについての話」を徹てつ底てい的にさせようというわけなのだ！

　まさにドＳ天使の面めん目もく躍やく如じよという奴やつである！

「ラルフのことが懐かしい、ね」

「うん。なんか最近、すごくそう思うんだ～。もちろん、皆みんながどんどんいなくなっちゃったのも寂さみしいけど、やっぱり最初にいなくなったのはラルフだから。悲しいよー」

　微かすかに笑いながらララが、こくり、と大きく首を縦に振った。

　なるほど、とストレーガは思う。

　そのことについては、こちらとしても──心の底から同意したい思いでいっぱいだ。

　彼が姿を消してから、もう十日も経たっている。懐かしいなんて、モノではない。ストレーガ的には『一刻も早く彼を救い出さなければ……』というよりは、さっさとどんな方法でもいいから自分から帰って来いという感じなのだが──とはいえ。

「……そうかしら。あいつが誘ゆう拐かいされてからまだ十日しか経ってないじゃない。あんた、ちょっと気が短いんじゃないの？」

「ええっ、そうかな。十日はすっごく長いと思うよー？」

「どうかしら。あたしは特に何とも思わないもの。十日ぐらいじゃ、ね。逆に今まで毎日顔を合わせていたから、あいつの顔見み飽あきてたぐらいだもの」

　結局、何だかんだで二人の会話が成立し始める。これはララとストレーガがパーティを組んでから、初めてのまともなコミュニケーションと言えるだろう。

　──本当に思っていることと異なる発言ばかりを連発するストレーガが、ちゃんとララと交流出来ているかどうかというのは非常に微び妙みようなところだが。

　けれど、誰が彼女を責めることが出来るだろうか。

　ストレーガは、とても怒おこりっぽい少女だ。

　大体いつもおでこに怒ど筋すじを浮うかべては険しい表情をしているし、声を荒あららげてラルフに理り不ふ尽じんな謝罪を要求することも珍めずらしくない。けれど、そんな自分自身の性格に、彼女自身が決して他人には相談出来ないであろう不満を覚えていることもまた、事実で。

　──素す直なおになれない自分自身のことを、気に病やんでいないわけがなくて。

「そっかー。でも、あたしはストレーガさんとは逆かなぁ」

　ララがぽつり、と言った。

「逆？」

「うんー」ララがこくりと頷いた。紅色の瞳ひとみでじぃっとストレーガの方を見つめ、まるで迷いのない口調で言い切った。

「あたしは毎日ラルフと顔を合わせていたからこそ、一日だってラルフと会えなくなったら寂しくて堪たまらないや」

「っ──」

「だから、すぐにでもラルフを助け出したいし、会いたいと思うよ！　それに、将来夫ふう婦ふになる二人があまり長い間離はなれて暮らしてちゃいけないと思うしね！　遠えん距きよ離り恋れん愛あいも単身赴ふ任にんも二人のためにはあんまり良くないもん！」

　最後の方はララ特有のどこまで本気なのか天然なのか分からない将来設計の話にまで話題が飛ひ躍やくしていたが、この台詞せりふがストレーガに衝しよう撃げきを与あたえたのもまた事実だった。

　ストレーガは怒りっぽくて、捻ひねくれている。

　自分の中に抱かかえた気持ちを素直に吐き出すことが出来ない。

　相手が誰だろうとそうだ。何というか、自分自身を覆おおい隠かくして蓋ふたをしてしまうのだ。本当に伝えたいはずの言葉を、気持ちを、怒いかりの中に押し込めてしまうのだ。

　では、ララは？

　ララは真逆だ。いつだって彼女は眩まぶしいくらいに真っ直すぐで、純じゆん粋すいだ。だからこそ暴走もするし、純粋だが純真無む垢くというわけでもない。彼女は積極的で、野心的で、それでいて大だい胆たんだ。今も絶賛乙女おとめ街かい道どうを驀ばく進しん中だ。

　それは絶対にストレーガには真似まねの出来ないことだ──こんなにも嬉うれしそうに、好きな相手のことを語れてしまうなんて、ストレーガには絶対不可能なのだから！

「…………ララは、ラルフのことが好きなのよね」

　磨すり潰つぶしたような声で尋たずねる。

　こんな他た愛わいない問い掛けですら、ストレーガにはとても大きな勇気が必要だった。けれど、ララは事も無げに、それが当たり前のことであるかのように、

「うん！　大好きだよーっ！」

　満面の笑えみと共に頷くのだ。

　一いち分ぶの揺ゆらぎすらない、故の強さ。同じ女であるストレーガですらハッキリと知覚出来る「恋こいする乙女」、それ故の魅み力りよく……。

「…………」

　ここだけの話、ラルフの三十三人の仲間達の中には、ほんの数名、彼に「好意」を持っていることを公言している者が存在する。

　もちろん、この「好意」というのはいわゆる「ＬＯＶＥ」的な意味での好意だ。

　例えばラルフの実の娘むすめであるラルフィーは父に対して、間ま違ちがいなく好意を持っているだろう。だが、それは決してこの場合の「ＬＯＶＥ」ではない……要するに「好意」には色々な形があるというわけだ。そしてそれは今、ストレーガが思い悩なやむ「好意」とは違う形なのである。

　けれど、彼女と同じ形の「好意」をラルフに抱いだいていて、しかもソレを臆おく面めんなく表に出す者がいる。数はあまり多くない。そして、どうしてもストレーガが意識せざるを得なくなる「ライバル」は更さらに少ない。ぶっちゃけ、その対象に挙がるのは二人しかいない。一人は、他人の心を読む力を持った読心少女「ユメル」。そして、もう一人がララだ。

　この二人だけはラルフに自身の気持ちを既すでに伝えている。

　──そしてラルフも彼女達のことを「気になっている相手である」と間違いなく明言しているのだ。

「（あたしには出来ないことをあまりにも簡単に出来てしまうから……この子は、苦手なのよね……）」

　そうして、ストレーガの心境は「ふりだし」に戻もどってしまった。一人ダンジョンから逃にげるように帰き還かんして、酒場のテーブルで頰ほお杖づえを突つきながら、ため息を漏もらしていたあのときと同じ気持ちに。

　ストレーガは、絶ぜつ妙みように憂ゆう鬱うつだった。

　要するに、最悪だ。そして最悪なのは…………自分自身なのだ。

「……そう」

　テーブルの上で依い然ぜんとして存在感を放つ同じくらい最悪でゲロマズな料理から視線を外しつつ、何気なくストレーガは窓の外を見た。

　外はもう夜だ。星はまばら。帯状の白雲がわずかに翳かげり、紺こん碧ぺきの空に灰色のヴェールを渡わたしている。明日は快晴ではないものの、それなりには晴れるだろう。かすかなモヤモヤを引き摺ずったまま、きっと──

『あーあー。聞こえてますかね、皆さん？』

　そのときだった。

　脇わき見みをしていたストレーガの横っ面つらをまるで引っ叩ぱたくかのような、あまりに衝撃的な言葉が本当に空から──投げ掛かけられたのは。

「えっ!?」

「こ、この声は！」

　ストレーガとララは視線を合わせ、互たがいに頷うなずいた。

　──アイツだ。

　そして、すぐさま、

『どうも、皆さん。兵士です』

　口を開くだけで嫌いやみったらしい男が相変わらずの慇いん懃ぎん無礼な口調で、そのあまりにモブな本名を名乗るのだった。




　　　　４




「二人とも！　今の聞いた!?」

「我々の和を乱す者が現れましたね！」

　ララとストレーガが「兵士です！」の次なる言葉を待ち受けていると、不意に「ザックの食堂」の入り口の扉とびらがバガン！と大きな音を立てて開かれた。言葉と共に、なんとホーリーとワゴコロが二人揃そろって店内に飛び込んで来たではないか！

「な、なんで、あんた達、こんなすぐに──!?」

　思わず、ストレーガはこのあまりにも俊しゆん敏びん過ぎる行動に眉まゆを顰ひそめた。

　彼女達は風に当たるために、ちょっと離れた場所に行ったのではなかったのか。だとしたら、いくら何でも駆かけ付けるのが早過ぎる！

　実際、ストレーガの耳に「兵士です！」の声が届いてからまだ数秒しか経っていない。

　これが自分や他人をワープさせる能力を持つエロサモナーなどであればまだ、納なつ得とくは出来た。けれどホーリー達にそんな能力があるわけもないし、大体明らかに二人は自分の足で駆け付けて来た……となれば、答えは一つしかない。

　二人は、最初からこの食堂のすぐ側そばに隠れていたということだ！

「人のプライベートなやり取りを盗ぬすみ見するなんて…………謝ってください！」

「へ？　あー、うん。まぁまぁ、いいじゃない。まだ大したことは言ってないんだし。あたしとしては本音暴ばく露ろ大会が始まるのも、取っ摑つかみの女の戦いが始まってあんたがワンパンされるのも、どっちも面おも白しろそうで見たかったんだけどね。うーん、惜おしかったわ」

「んなっ!?」

　いつものように激げき昂こうするストレーガだったが、肝かん心じんのホーリーはニヤニヤと口元に性格の悪い笑みを浮かべ、まともに取り合おうとしない。加えて、傍かたわらのワゴコロも特に悪びれる様子などなくすまし顔で、

「お二人の和が深まる瞬しゆん間かんを目もく撃げきしたかったのですが、これではお流れですね。残念です」

「こ、こいつら……！」

　一発、メテオでもぶち込んでやろうかと殺気と魔ま力りよくを高めるストレーガ。とはいえ、天から響ひびき渡る声が彼女達だけで話を進めることを許すわけもなくて。

『ちょっとちょっと。皆みなさん、そんな無む駄だ話してないでください。早く酒場に来てくれないと困りますよ。良いいモノがあるはずなので、ちょっと行ってみてください』

　それだけを言って、また声は途と絶だえてしまった。

「良いモノって、なんなのかなー？　お金とか？」

　ララが首を傾かしげた。ここで最初にお金が出て来る辺り、ララも一応はイマドキの女子高生なのだなとストレーガは無駄に感心した。

　と、この呟つぶやきに眉をひそめたホーリーが忌いま々いましげに答える。

「どうせ碌ろくでもないモノに決まってるわ。例えば核かく爆ばく弾だんとか。ウイルス兵器とか」

「ば、爆弾!?　ウイルス!?」

「ありえるわね……あいつ、自分で拠きよ点てんに乗り込んで来て、勇者を誘ゆう拐かいしていくようなお約束破りの塊かたまりみたいな奴やつだし。いきなり爆弾やウイルスを送り込んで来て、こっちのアジトを壊かい滅めつさせようとしてもおかしくないわ……！」

「いや、さすがに今いま頃ごろになってソレは、あまりにも無ぶ粋すいなような……」

　とはいえ、実際に見てみないことには、どうにもならない。

　四人は「ザックの食堂」を後にし（代金はラルフのツケにして貰もらった）、そのままの足で主あるじが不在の「エロサモナーの酒場」へと移動した。

「うわ！　なんか変な球が浮いてる！」

　扉を開くと、目の前に明らかにこれまで見たことのない奇き妙みような物体が鎮ちん座ざしていた。

　場所はカウンターの前、酒場内のワープポイントとして使われる魔ま法ほう陣じんが刻まれた場所の上だ。敵の拠点である兵士城から送られてきたに違ちがいない。

「うーん。丸いし、やっぱり爆弾なのかな～。もしかしてもしかしたら、ドッカーン！ってなっちゃう!?　きゃ[image: ]！」

「いやいやいや。多分、この辺りがパカッと開いて毒ガスが噴ふき出すんじゃないの。いいわね、なんだか浪ロ漫マンがあるわ」

「待ってください。この独特のフォルム……急にどこかに転送されて、奇妙な異星人との殺し合いを強制される可能性を忘れてはなりません。となれば状じよう況きようはデッド・オア・アライブ。真の意味で私達の『和の力』が試ためされる局面になるでしょうね」

　肝きもが据すわっているのか果ては命知らずなのか、ララ・ホーリー・ワゴコロの三人は球体を囲んで物ぶつ騒そうな展望を戦わせていた。むしろ実現して欲しいくらいのノリである。

　一方、ストレーガだけはこの妄もう想そう合戦に加わらなかった。

　と、言っても彼女だけがこの球を依然として警けい戒かいしていた、というわけではない。

「あ！」

　彼女だけが、見覚えがあったのだ。

　魔ま法ほうの力で宙にぷかぷかと浮うかぶ、一ひと抱かかえもある巨きよ大だいな水すい晶しよう球だま──そうだ、これは間違いない！

「これ、『遠見』のマジックボールだわ！　すごい！　レアアイテムよ！」

「なにそれ。そんな凄いものなの？」

「そうそう。聞いて驚おどろきなさい──このアイテムを使うと、なんと離はなれたところの景色が見えるのよ。音も映像も合わせて！」

「……随ずい分ぶんとハイカラな道具なのですね。まるでテレビのようです」

「……というか、テレビじゃん。丸いし、コンセント差すところとかないけどさー」

「……ねえ、ストレーガ。あたしもテレビだと思うんだけど、これはつまり、どこの景色でも自由に見られるってこと？　千里眼的な感じで」

「まさか。決まったところ以外は無理に決まってるじゃない。その代わり魔力がなくても全く問題なく見られるのよ！　凄いでしょ！」

「……電気の要いらない丸いテレビってことね、了りよう解かい」

　マジックボールの効果を語ると、なんだかさっきまでワクワクしていた三人の顔がスッと冷めた感じになった。夢を壊こわされてちょっぴり大人になった少女の顔付きだった。

『お、知ってる方がいましたか。なら話は早い。お礼を言いますよ、凸デコ魔ま道どう士しさん』

　──と、ここでまたしても「兵士です！」の声が。

　ナチュラルに繰くり出される煽あおりに、ストレーガはピクピクと眉を動かしながら、それでも努めて低い声で、彼に言い放つ。

「…………これが『良いモノ』ってわけね。あたしを失礼な名前で呼んだことは見み逃のがしてあげるから、さっさとこんなモノを送り付けて来た理由を言いなさい……！」

『おお。怖こわい怖い。もちろん、無駄話をしている暇ひまはありませんからね。実は──』

「兵士さん！」

　そのときだ。

　言い掛けた「兵士です！」の言葉を遮さえぎって、ララが声を張り上げる。

「兵士さん、この変な球のことよりも、先に訊ききたいことがあるよ！　みんなはどこにいるの!?　教えて！」

『む。他ほかの皆さんですか。彼女達はこちらで捕つかまえていますよ。皆さん四人以外は全員こちらにいるので二十九人ですか？　結構な大所帯になってますね』

「あ……」

　ララの口元がわずかに緩ゆるんだ。「よかった……」という安あん堵どの呟きが漏れ聞こえる。

　やはり「兵士です！」が彼女達を捕まえていたわけだ。

　真面まじ目めな話──誰だれも死んでたりしなくて良かった、と本気で思う。

　まぁ殺そうにもむしろ死にそうにない子ばかりが揃っている気がするし、というか既に死んでいる子もいるし（幽ゆう霊れい娘むすめの「アカリ」）、いずれ仲間に本当に死なない子（ゾンビ娘的な意味で）が加わってもおかしくないとすら思うが。

　それはさておき。

　こうなってくるとストレーガ的に引っ掛かる部分が出て来る。むしろ片っ端ぱしから返り討うちにした結果、全員野垂れ死んでいたという方がまだ分かりやすい。

　──なぜ、わざわざ仲間達を捕まえたのだ？

　──そして、なぜ自分達は捕まらなかった？

『凸魔道士さん、なんだか納得行かない顔をされてますね』

「…………」

『お話ししましょう。実際、一度、見逃したはいいんですが、想像以上に皆さんがウロチョロしていてウザかったので捕まえさせて貰ったんですよ。レベルが低いうちに高レベルの賞金首モンスターを送り込んだり、罠わなを仕し掛かけたり……まぁ色々やりましたね』

　勝手に「兵士です！」が呆あきれたような口調で喋しやべりだした。

　けれど、依い然ぜんとして疑問は晴れない。

　ならば、晴らさねば。

　ストレーガは自身の紅色の髪かみを指先で弄いじりながら、不満げな様子で尋たずねる。

「……じゃあ、どうしてあたし達を捕まえなかったの？　あたし達だって初めのうちに強いモンスターと遭そう遇ぐうしていたらイチコロだったはずだわ」

『ふっふっふ。それは俺が訊きたいくらいですよ』

「……なんですって？」

『言うまでもないですが、俺の目的は勇者ラルフです。ぶっちゃけ、仲間の皆さんなんてどうでもいいんですよ。あ、もちろん、ホモ的な意味じゃないですよ！　皆さんは女性なので、そういう展開を心の奥底では望んでおられると思われますが、いやあ、はは。勘かん弁べんしてください』

「続き。はやく。ホモは死ね」

　ホーリーがあまりに失礼な戯たわ言ごとを口にした「兵士です！」に対して苛いら立だちを隠かくそうともせず、強きよう烈れつな言葉を投げ掛かけた。

　この手の話は仲間の一人であるフルスイング娘の「アピル」が好んでいたはずだが（彼女はラルフとエロサモナーの「真実の関係」に日々関心を寄せているのだ）、ストレーガ自身がそんなモノに興味があるかといえばノーである。馬ば鹿かにするなと言いたい。

『分かっていますよ。とにかく捕まえられるものなら捕まえたかったのですが、上手うまく行きませんでした。俺の手持ちの賞金首モンスターは精せい霊れい王さんやラルフィーさんのパーティを捕ほ獲かくするのに粗あら方かた使ってしまいまして、皆さんまで手が回らなかったんですよ。かといって放っておいて全ぜん滅めつするほど、皆さんは弱い方が揃ったパーティでもないようですし。いやはや、参りました』

　……皮肉なものだ。

　余った四人で組んだパーティが、なんと最後まで打ち倒たおされずに余ったおかげで、こうして最後の希望として「兵士です！」との決戦に向かうことが出来るなんて。

　余り物には福がある、という奴だろうか？

「ふっふっふ、それは残念だったね、兵士さん！　あたし達のレベルも兵士さんと戦えるぐらいになったし、近いうちにみんなを返して貰いに行くからね！」

　得意げな様子でララが虚こ空くうに向けて指を差し、宣戦布告をする。

『ほほう。随分と自信があるみたいですねえ』

「当たり前だよ！　みんなが居なくなっちゃったから、あたし達凄く頑がん張ばってレベル上げしたんだもん！　あたし達にはみんなを助ける責任があるからね！」

『ふむふむ、なるほど。責任ですか。確かに最後に残ったパーティには自然と「他の仲間のためにも自分達が何とかしないといけない」みたいな意識が生まれるものですしね。俺と戦えるレベルということは、三桁けた近くまではレベル上げをしたはずでしょうし、相当苦労をされたのでしょう。レベル上げ、面めん倒どうですからね』

「…………？」

　ストレーガは眉まゆを顰めた。

　というのも「兵士です！」の口にした内容にどうにも不ふ穏おんなニュアンスを感じ取ったからだ。

　彼の言っていることは、何も間ま違ちがっていない。急激にレベルを上げることは、当然リスクを伴ともなう行こう為いだ。今日も四人がダンジョンでやっていたように、複数体のシンボルと一度にエンカウント、そして数十体以上のモンスター＆賞金首モンスターまでを相手にする必要がある。

　一歩間違えれば一いつ瞬しゆんで全滅する状況下において、自分達が最後の希望であるからこそ一刻も早くレベルを上げなければならないという、二つの責任を背負った上で戦せん闘とうをこなす必要があった。

　実際、これは相当な重労働だ。ここ数日、ストレーガは自分の部屋に戻もどったら、クタクタになってすぐ眠ねむってしまっていた。彼女の髪の毛が傷いたみ始めたのもこれが大きな原因だろう。見せる相手が側そばにいないだけでなく、たった四人で他の仲間達全員を救い出さねばならないという重責は計り知れないものだった。

　しかし、だからこそ、解げせなかった。

　そんな苦く悩のうを、このイヤミの塊のような男が理解しているだなんて。

　──今までのコイツだったら、むしろそんなことを全く考こう慮りよしようとせず、こちらの気持ちを逆さか撫なでするような発言をして、煽りに来ていたはずなのに。

　何故なぜ？

『そんなわけで、今回は栄はえある最後のパーティの皆みなさんに、贈おくり物を用意しました。そのマジックボールですよ。おそらく皆さんは──気になっているんじゃないかと思いましてね。俺が捕らえた連中が牢屋の中でどうやって過ごしているのか、について』

「なっ……！」

　遠見の効力を持ったマジックボール。

　そして、牢屋。

　まさか、このマジックボールが繫つながっている場所というのは……!?

『素す晴ばらしいモノをお見せしましょう。この十日間、捕らえられた勇者ラルフが数十人の少女達と、どのように過ごし、どのような毎日を送ったのか──その醜しゆう態たいを漏もれなく記録したこの映像という形で、ね』

「兵士です！」の言葉と共に、強制的にマジックボールが光を放った。

　──このとき、四人にはきっと『その映像を見ない』という選せん択たく肢しがあったはずなのである。

　どう考えてもこれは「兵士です！」の策略だからだ。悪あしき企たくらみがあり、四人を罠に掛けようと考えたからこそ、こんな大それたアイテムを利用してまで自分達に接せつ触しよくして来たに違ちがいない。そんなことは分かっている。分かっているはずなのだが──

　その映像を「見ない」なんて選択が四人に出来るわけもなかった。

　ラルフが、仲間達が、この十日間、どんな毎日を過ごしたのか。

　四人には、それを見る義務があった。

　鬼き畜ちくと卑ひ劣れつを絵に描かいたような男である「兵士です！」に捕らえられ、どのような屈くつ辱じよくの日々を送ったとしても。たとえソレが、思わず目を覆ってしまうような残ざん酷こくな真実が記された記録である可能性が高いとしても……ッ！

　ところが、だ。

「…………は？」

「えっ、ちょ、ラ、ラルフ……？」

「これは、あまりにも……」

「ふざけてるわね……」

　マジックボールの画面に映し出されたのは、四人の想像を遥はるかに上回るモノだったわけで。




　　　　５




『むにゃむにゃ……クソッ、兵士め……俺の力が戻ったら、お前なんか……ｚｚｚ』

『うーん、参りましたね。ラルフさんはいつまであたしのおっぱいを摑つかんで、抱だきついたまま寝ねているんでしょう……そんなに人ひと肌はだが恋こいしいんですかね……いい加減、起こした方がいいのでしょうか？』

『ア、アヤメちゃん！　君、少しは抵てい抗こうしたらどうだいっ！　い、いくらラルフが寝ているからとはいえ、年とし頃ごろの女の子が無む闇やみに男に身体からだを触さわらせるものじゃないよ！』

『ご心配なく。あたし、そんなに軽い女じゃありませんから。これが例えば、どこかの誰かさんが【ほっほっほ！　いやあ健康的で引き締しまった良いお尻しりじゃな！　思わず触ってしまったぞい！】とか言ってセクハラしてきたとしたら、その犯人がまだ生きていることの方が不思議なくらいでしょうし』

『…………だ、誰かのう、そんな不届き者は』

『──次、やったら暗殺しますよ。いいですね？』

『…………はい』

『まったく。大体、ラルフさんは別にいいんですよ。色々と悩なやみもあるでしょうし、誰かに甘えたいんでしょう。眠っているときぐらい、好きにさせてあげたいじゃないですか』

　──のっけから飛ばしまくりにも程ほどがある映像が現れる。

　映し出されたのは、ラルフが寝ながらアヤメの胸を揉もんでいる映像だった。これはラルフが捕つかまった初日、娘むすめ達が自分のことを放置して「兵士です！」討とう伐ばつを優先させようなどと言い出したあまり（皮肉にも最初にこの主張をしたのはホーリーとストレーガだった）、悲しくなって不ふ貞て寝ねしていたときのモノである。

　丁度その頃ころ、誰だれよりも早く兵士城に忍しのび込んだアヤメが暗殺に失敗して捕らえられ、牢屋にぶち込まれていた。以前エロサモナーにお尻を触られた経験を持つアヤメはエロい爺じいさんを軽けい蔑べつの眼まな差ざしで睨にらみつけ、寝ているラルフのすぐ側に移動──事件はそこで起きたわけだ。

　寝ね返がえりを打ったラルフはアヤメに抱きついてしまい、果ては胸を揉んでしまう。

　このときのラルフは主人公であることを蔑ないがしろにされて不貞寝をしていたわけだから、これは完かん璧ぺきな面めん目もく躍やく如じよと言えるだろう。何と言っても伝家の宝刀「ラッキースケベ」は古今東西、主人公だけに許された特権なのだから。

「……………………ないわ、これ」

「い───や────！　だめだめだめだめ、お触りは禁止！　ラルフっ、こんなの寝てても許されることじゃな──って、ちょっとくっ付き過ぎ！　アヤメさん、ずるい！　あたしもラルフに寝ぼけて襲おそわれたい！　アダルトな展開、希望っ！」

「ぎゃあああああああああああッ！　な、なななな、なにこれ……ラ、ララララ──!?」

「ストレーガさん？　えっ……あ、あたし？」

「っ──違うわっ、ララじゃないわよ！　あたしは、ラルフって言いたかったの！　ラルフの奴やつ、何やって、げ、ゲホッガボッ……う、の、喉のどが……！」

「ストレーガさん、どうぞ。お水を」

「ごくごく……はぁはぁ……あっ、ありがとう、ワゴコロ……」

「いえ。気にしないでください」

「……あんた、なんか顔怖こわくない？　すっごく眉み間けんに皺しわ、寄ってるんだけど」

「いえ。ただアヤメさんが許していても、これは完全に『エロラルフ』だなと。問題があります──和の持つ雅みやびなイメージと懸かけ離はなれ過ぎです。どう見てもこれではエロサモナーよりラルフさんの方がエロいではありませんかっ……!?」

　一方、そんな刺し激げき的な映像をいきなり見せつけられた四人はそれぞれ違った反応を示した。

　特に大おお騒さわぎしているのがララとストレーガだ。

　ララはきゃーきゃー喚わめいてまるでテレビに対してやるようにマジックボールを両手で摑んでガコガコと揺ゆすっているし、ストレーガは動どう揺ようし、憤ふん慨がいして興奮のあまり噎むせてしまってゴホゴホと悶もん絶ぜつしているくらいだ。

　ワゴコロは、そこまで普ふ段だんと様子が変わっているようには見えない。キレているポイントも少し周りとはズレている。だが、四人の中で最も武ぶ闘とう派はで手が出やすいのもまた彼女。表情は険しく、眼めは吊つり上がり、全身からは戦闘時に彼女が用いる「和動」の力がオーラのように湧わき出ている。おそらくあの場にワゴコロがいた場合、有う無むを言わさずラルフをブン殴なぐっていたに違いない。

　そしてもう一人、ホーリーはというと──

「…………へぇ」

　四人の中でも、圧あつ倒とう的に彼女の口数は少なかった。

　だが、コレは少し不思議な話である。

　ホーリーはどちらかといえば良く喋しやべるタイプであり、他人を蔑さげすんだり、煽あおったりするのを好むＳ的性格をしている。今までのパターンならば眠っている最中とはいえ非常に性的な行動に出てしまったラルフをとことん罵ば倒とうし倒しても良いようなものだが──？

「あっ、映像が切り替かわったよ！」

「場所がさっきよりも少し大きな牢屋になっていますね。捕まっている人間が大分増えたようです。というか全員同じ牢屋で捕まっているようですね。牢屋というよりも、これでは本当にハーレムのように見えます……」

「…………ふーん」

　映像の内容は移り変わり、数日後のシーンになっていた。

　次に現れたのはラルフと、そして依い存そん癖へき＆ご奉ほう仕し癖＆放火癖のある危険なメイドのリリアだった。

　リリアは機き嫌げん良さそうに真白いエプロンドレスを靡なびかせながらラルフに近付くと、

『ご主人様、今日の朝食が届きましたよ。メニューは黒パン、レンズ豆のスープ、塩しお漬づけニシン……何とも貧びん乏ぼう臭くさい料理ですが、少しでも食べて力を付けなければなりません。冷めないうちに、さっ、どうぞ！』

『リリア、ちょっと聞いてもいいかな？　朝食が届いたのなら、皿を俺に渡わたしてくれるとありがたいんだが……』

『まぁ！　私に気を遣つかわれなくてもよろしいですよ。私が食べさせて差し上げますから。ほら、あーんしてください。あーん』

『いや、本心なんだけど……』

『もしや、こんな粗そ末まつな料理じゃなくて私のことを食べちゃいたいって意味ですかっ』

『き、君はどうして、そう話をシモの方向に持って行きたがるんだ……!?』

　投とう獄ごく中という環かん境きようをこれ幸いと捉とらえ、普段の数倍は密接なご奉仕を断行するリリア。

　リリアはまるで闘とう病びよう人に付きそうナースのような雰ふん囲い気きでラルフの傍かたわらにそっと身体を寄せると、レンズ豆のスープをふーふーした後（ちなみにスープは初めから冷めているのでそんなことをする必要は全くない）、ラルフの口元にスプーンを押し付ける。

　あーん、を決行するべく。

『と、とにかく……ただでさえ、今も周りの視線が厳しいんだ。勘かん弁べんしてくれ……』

　が、ラルフはリリアの眼がかなり怖い感じになっていることに気付いていた。ラルフはゆっくりと後あと退ずさり、丁てい寧ねいに彼女の申し出を断ろうとする。

　だが、しかし。

『──ご主人様って、全体的に私に冷たいですよね』

『は!?』

『ララちゃんとは、しょっちゅうイチャイチャしてるのに……【ラルフ、大好きだよ】【俺も……好きだ】みたいなやり取りしてるのに！　どうして私とは主人と使用人の関係を越こえてくださらないんですか!?　ご奉仕の一つや二つ、快く受けてくれてもいいんじゃないですかっ!?』

『なっ……ララのことは関係ないだろっ！　それに、お、俺とララの会話の内容を完璧に覚えている理由は今は聞かないでおくとして……べ、別にリリアに冷たくしているわけじゃないぞ！　ただ、そのリリアは何かちょっと怖いというか、何というか……』

『そんな。私、別に怖くなんてないです！』

『……本当か？』

『ええ。どうしても言うことを聞いてくれないって言うなら、ちょっと色々燃やしたくなるだけですから。余談なんですが私、最近、赤の魔ま女じよさんと凄すごく仲が良いんです。うふ』

『………………（無言で口を開くラルフ）』

『まぁ！　ふふふふ、お味はどうですか、ご主人様？』

『……いや、牢ろう屋や飯だし、それほど美味おいしくはないけど』

『あら！　でしたら呪じゆ文もんを唱えましょうか！　メイドだけが使える秘密の呪文を！　唱えるだけで料理が美味しくなるという禁断の呪文を！』

『…………もう好きにしてくれ』

　その後はリリアのやりたい放題だった。全く笑えみを絶やすことなく、ラルフに「あーん」を敢かん行こうし、あまつさえメイドにだけ許された「美味しくなーれ♥」の呪文を怯ひるむ事なく牢屋飯に何度も唱えるというエグ過ぎる絵え面づらが数分間、続いたのである。

　これにはさすがのストレーガ達もゲッソリとした顔付きで、

「…………これ、キツいわね」

「でも、なんだかラルフが嬉うれしそうに見えるのが納なつ得とく行かないわ」

「いや、もはや笑うしかないだけなのでは……」

「ぶーぶー。リリアさん、ズルいよー！　女子高生だって料理を美味しく出来るところを見せてあげたい！」

　何だか微び妙みようにラルフに同情し始める始末である（ララは除いて）。

　ただ──先程のアヤメとのラッキースケベ展開よりも、この映像は四人の間に流れる空気を更さらにおかしな方向へと転がし始めた。

　というのも、この結果に至るまでに明確な強きよう迫はくめいた行こう為いが存在したものの、少なくとも画面に展開されているのは、ラルフと他の娘リリアとの「超ちよう」が頭に付くほどの「あまあま時空」であることは間ま違ちがいないのだから。

「「「「……」」」」

　最初は苦笑いを浮うかべて、何とも呆あきれた様子で映像を眺ながめていた面々も、あまりにこの超絶あまあまシーンが長々と続いたこともあって次し第だいに口数が少なくなり、最終的にはカンペキに無言になっていた。

　沈ちん黙もく。

　まるで鉛なまりのような死ぬほど重い──空気。

　その後も映像はパッパッと移り変わり、ラルフと毎度異なる娘とのやり取りが映し出される度たびに、四人は眉まゆを顰ひそめることになった。

　一つ一つは些さ細さいなやり取りばかりだった。それこそ冒ぼう頭とうのアヤメとのシーンのような過か剰じようなスキンシップ（あれも事故のようなものだが）に似た映像は全くない。圧倒的な問題映像という感じでもない。ただし……その全すべてがラルフと娘達との間に、親密な関係が築かれているということを示し唆さする映像だったのは間違いなくて。

　娘達は、ラルフと話せて非常に楽しそうだった。

　笑っていた。

　そこには確かな信しん頼らいがあって、ラルフがこれまでどんなにこまめに一人一人の娘達と交流を持って来たかが、一いつ切さいの不足なく収録されていた。

　悲しさや辛つらさは、この映像からは全く感じられなかった──ここにいる者達の大半はレベルを下げられ、牢屋に捕とらえられているはずなのに。

　理由は、簡単だった。

　一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　皆みんなが元気なのは──すぐ側そばに、ラルフがいるからだ。

　彼がいるから、他の娘達は希望を失わずにいられる。牢屋に捕らえられても、不安な気持ちでいっぱいになっても、ラルフがいるから彼女達は頑がん張ばることが出来るのだ。

　けれど、そんな彼のことを傍はた目めに見ていたストレーガは、暗い気持ちでいっぱいになっていた。

「……なによ。せっかくこんなに頑張ってるんだから、少しぐらいあたしのことを話題に出してもいいじゃない……」

　誰だれにも聞こえないような声で、ストレーガは独りごちる。

　ラルフは優やさしい。他人の希望になれる存在だ。だからこそ、ストレーガは、彼に自分にとっての希望にもなって欲しいと思ってしまったのだ。

　もっとも、この映像に映っていたラルフは、目の前の娘むすめ達との会話に手て一いつ杯ぱいで、ストレーガのことなんて微み塵じんも考えているようには見えなかったわけだけれど。




　　◇　◇　◇　◇　◇　◇




　そして、ブヅっ、という野太い音だけを残して映像は唐とう突とつに終しゆう了りようした。マジックボールは元の巨きよ大だいな水すい晶しよう球だまに戻もどり、ふよふよと空気を読むこともなく、宙に浮き続けている。

「…………」

　ララ達四人は無言のまま、何も映さなくなった水晶球を見つめていた。

　その映像は、衝しよう撃げき的なモノ──では全くなかった。

　そうなのだ。

　冒頭の二人はさておき映像自体のインパクトは全然大したことはなかった。なにしろハプニング映像集というよりは、むしろホームビデオの方に近い映像だ。

　要するに、あまりにも普通だった。

　些細な笑顔だけを集めたような映像だった。

　──そしてそれは、困ったことに「最悪」以外の何物でもなかったわけで。

　むしろ最初の流れを汲くんで「エロラルフのラッキースケベ集」とかだった方が数倍マシだったはずだ。それならば四人はラルフのエロさにブチ切れたまま、兵士城に乗り込んで行っただけの話である。怒いかりは前に進むためのモチベーションになる。

　けれど、マジックボールが映し出したのは、健けな気げに生きる者達の日常を切り取った小さな幸せの縮図だった。

　そして娘達の側には必ず──最弱勇者、ラルフの姿があったのだ。

『いかがでしたか、皆さん？　これが皆さんにお見せしたかった映像です』

「っ……兵士さん!?」

『中々、心温まるシーンばかりだったでしょう。一部イメージにそぐわない破は廉れん恥ちな場面があったのはお詫わびしますがね！　まぁアレはエロい彼が悪いんですよ、ＨＡＨＡＨＡ！』

　と、映像が流れている間、一切茶々を入れようとはしなかった「兵士です！」がついに口を開いた。そして続けて、

『まぁ、これを俺が見せた理由は分かりますよね？』

「えっ……ど、どういうこと？　意外とみんな、元気そうだった、ってこと？」

『……ＪＫのお嬢じようさんは、やはり伊達だてに薄うすピンクではないようですね。カラーリングに忠実で、凄すさまじい薄らバカですね』

「ええええ──！　な、なんかまたバカにされたーっ!?」

『いえいえ。その愚おろかさは同時に美徳でもあるかと思いますよ。ただ、あえて言うならばこれこそがラルフという男を取り巻く現実ってところですかね。ま、おそらく、そのことは……そうですね。天使さんが一番よく理解されているんじゃないですか？』

「っ…………！」

『さて、じゃあ俺の用事は終わったので、この辺りで失礼しますね。城の方でお待ちしてますから。もっとも、今回はさすがに登頂用のエレベーターを使うことをお勧すすめしますがね！　では、また近いうちに。げははははははははははは』

[image: ]

　それっきり、天から響ひびいた「兵士です！」の声は聞こえなくなった。

　魔ま法ほう陣じんの上で浮ふ遊ゆうしていたマジックボールも得体の知れないノイズをびーびーびーと響かせた後、見事に爆ばく発はつ四散。跡あと形かたもなく消え去ってしまう。

　後には──四人の少女と、集つどう人間がいなくなり閑かん散さんとした酒場だけが残る。

　そして変わらず、張り詰つめたような沈黙も、だ。

「え、えっと……？」

　ぶっちゃけ、ララは何だか話がよく飲み込めなかったのだ。

　ララにとってあの映像から読み取れたことは、自分だけではなく、いかに他の娘達にとってもラルフの存在が大切なモノであるか、ということだった。

　一目瞭然である。どの娘達にとってもラルフという男の人は掛かけ替がえのない存在であって、皆の笑顔の源になっていたのだから。

　ララとしては皆が牢屋の中でラルフと仲良さそうに話したり、イチャイチャしていたのが正直羨うらやましくて堪たまらないと思った。

　だがそれ以上に思ったのは、相手によってラルフの態度が全然違ちがうということだ。例えば本物のお姫ひめ様であるアウインのときは、なんだか無む駄だに勇者っぽい雰ふん囲い気きになるし、ラルフィーのときはお父さんの顔だ。そしてユメルのときは……ララ自身のときとちょっと似ているけど、やっぱり何だか色々と違う顔だなと思った。

　でも別に、それでいいと思う。

　それがいいと思う。

　誰に対しても同じ顔をしていたら、さすがにどうかと思うが、ラルフは娘達に対して一度も同じ顔をしなかった。全部違う顔だった。つまりそれは、全員を一人一人、ちゃんと違った存在として見ている証しよう拠こだ。誰に対しても真しん摯しに全力で向かい合う──ララの好きなラルフの姿、そのものだ。

　ただ一つだけ、ハッキリと確信したことがある。

　やはりラルフはララのことをかなり子供扱あつかいしている、と。

　なので、ララ的にはこの事件が解決したら、こっそりとラルフの寝ね床どこに忍しのび込んで、アヤメみたいな「大人アダルト」なハプニングを引き起こしてみようかな、などと思うのだった。

　ところが、だ。

　あの映像によってララとは百八十度違う印象を受けた人物が存在したらしくて。

「…………バッカみたい」

　そう呟つぶやいたのはホーリーだった。ホーリーはララ達の顔をぐるりと見回した後、吐はき捨てるように言い放ったのである。「あたし、抜ぬけるから」

「へ!?」

「じゃ、そういうことで」

　するとホーリーはもう言うべきことは言い終わったとばかりに、背中の翼つばさを広げて酒場から飛び去ってしまおうとしたのである！

「ちょ、ちょっと待ってよ！　ホーリーさん、抜けるってどういうこと!?」

「そのままの意味よ。もうパーティなんか組んでられないってこと。というか、このパーティどころかラルフの仲間もやめるわ。もうイヤよ。天界空に帰る」

「ええええええええええ！　な、なんでー!?　兵士さんを倒たおしてラルフ達を助けに行くんじゃ……！」

「──あいつ、他ほかの子と仲良すぎ。知らなかった。こんなに全員に良い顔してるなんて」

「え……」

「助けに行く？　ばっかじゃないの。誰がそんなことしてやるもんですか」

　ホーリーが答える。

「あの兵士の思おも惑わく通りに動くのなんて癪しやくだけど、完全にそんな気分じゃなくなったの。なによ、あのスカポンタン。誰が相手でもあんなに楽しそうな顔しちゃって。そんなに牢ろう屋やの中が快適ならずっと捕つかまってればいいじゃない。ばーかばーか」

「そ、そんな──！」

　と、ここでワゴコロが一歩前に出ると、

「……ホーリーさん。あの映像のラルフさんは確かに『レベル１ハーレム勇者ラルフ』以外の何物でもありませんでした。ですが、ここであなたがパーティを抜けてしまっては私達がこれまで積み上げて来た『和』の心が無駄になってしまいます。どうかご一考をお願い出来ないでしょうか？」

「無理なこと言わないで。今のあたしに『和』なんてモノ、一ひと欠片かけらも残ってないわ」

「な、なんと……!?」

　だが──不発。ブチ切れているホーリーにはどれだけ「和」を説こうとしても意味がないようだった。結局ホーリーはそのまま振ふり返りもせず、酒場の外へ出て行くと、空に向かって飛び立ってしまった。

　しかも、この騒そう動どうはそれだけでは終わらなくて。

「じゃ──あたしも、これで。あんた達、後はよろしく頼たのむわね」

「えええっ！」

「ス、ストレーガさんも、ですか……？」

　赤毛の魔ま術じゆつ士しストレーガまでもが、二人に対して別れを告げたのである。

　ストレーガは驚きよう愕がくに目を見開く二人を、若じやつ干かん居い心地ごこちの悪そうな様子で見つめ返しながらではあるものの、刺とげ々とげしい口調で語った。

「……まぁ、そうなるわね」

「そ、そんな！　えっと……や、やっぱりストレーガさんもホーリーさんみたいに、ラルフが色んな子と仲良くしてて、助けに行くのがバカらしくなったってこと？」

「──違うわ。あたしは、そういうのじゃない」

　ストレーガはゆっくりと首を横に振った。

「ラルフは一度痛い目を見るべきだと思うの。甘やかしたらつけ上がるわ、あいつ！　だって…………あたし達に助けに来て貰もらいたいって気持ちが、あの映像からは微み塵じんも感じられなかったでしょ？　あんた達、悔くやしくないの!?」

　ララとワゴコロは互たがいに顔を見合わせた。どちらも思いっきり「特に悔しくは思っていない」という表情をしていた。

「えっと……そ、そこまで悔しいって感じは、な、ないかなー？」

「私は正直なところ、我々は皆みな、心の深い部分では『和』の心によって繫つながり合っていると思っているので……」

「…………二人とも、相変わらずね」

　大きなため息をつくストレーガ。その後、彼女は肩かたを竦すくめ、小さく会え釈しやくをして酒場を出て行ってしまうのだった。
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「さて、ラルフさん。そろそろあなたの出番ですよ」

　十一日目。

　ラルフ達を捕とらえた牢屋に「兵士です！」がやって来るのは数日ぶりだった。

「っ……」

　現れた「兵士です！」に声を掛けられてすぐさま、ラルフは牢屋の中を見回した。

　そこには自分とエロサモナー以外に二十九人の娘達が押し込められている。合計三十一人。大所帯にも程ほどがある。

　一人目のアヤメから数えて彼女達が捕らえられ始めてから十一日が経過していた。その多くは心臓に毛が生えていてもおかしくない優すぐれた胆たん力りよくの持ち主ばかりだが、精神的・体力的に投とう獄ごく生活が厳しい子も中にはいる。

　たとえ城内で最も広い牢といえど、年とし頃ごろの女の子にとって牢獄が快適な場所であるはずもない。兵士城は城門に至るまでにエレベーターが設置されていたことからも分かるようにオール電化が進んでいる城なのだが、さすがに地下牢の設備は簡素そのものだ。最低限の設備は揃そろっているものの、ラルフとしては彼女達を出来ればすぐにでもここから出してやりたいと思っている。

　あくまで思っているというだけなのが、情けない限りではあるのだけれど。

「そろそろ、というのは？」

　おもむろに尋たずねる。「兵士です！」が白い歯を覗のぞかせて、こちらをバカにするような調子で答えた。

「鈍にぶいですねえ。もう少しでボス戦が始まるってことですよ」

「なっ……ララ達が乗り込んでくるのか!?　レベル上げを終わらせて!?」

「ええ。推すい奨しようレベルには若干足りないかもですがね」

「おおお！」

　瞬しゆん間かん、ラルフと同じタイミングで背後からも歓かん声せいが上がった。

　捕らわれた他の娘達の声だ。

　娘達は一様に笑えみを浮うかべ、他の娘と抱だき合って喜びを分かち合ったり、口々にララ達の名前を挙げて彼女達の努力を称たたえ合った。

　そんな娘達の姿を見て、ラルフは衝しよう動どう的に自身の目頭を押さえていた。

　──涙なみだだ。無む駄だに熱く、涙を流しやすい体質のラルフにとって、その光景はあまりにも感動的なモノだった。

　ラルフはこの数日間、捕らわれた娘達がララ達四人にどれだけ信しん頼らいを寄せていて、彼女達のことを信じていたのかを全すべてこの眼めで目もく撃げきしてきた。

　元々、ララパーティは四人組を八つ作ったとき、どこのチームからも余ってしまった寄せ集めメンバーによって構成されたパーティだ。

　しかも、ボッチ的な意味で余ったというよりは、問題児的な意味で余ったという方が適切な凸でこ凹ぼこパーティである。

　ホーリーとストレーガという気き性しようの荒あらい少女が二人もいる上に、残りのララとワゴコロは独自の世界観で生きる自由なマイペース娘。リーダーシップに優れる者もおらず、理性的な常識人などもいない。加えてストレーガがとある理由でララのことを一方的に意識している部分などもあって、当初は内部崩ほう壊かいしない方が不思議なくらいに見えた。

　ところが、だ。

　ララ達は──非常に順調にパーティとして成長していったのである。

　戦力的には全パーティの中でも間ま違ちがいなく上位に位置するメンバーが揃っている。普ふ通つうに戦うことが出来れば強いに決まっているのだ。

　メンバーの性格的な相性があまり良くないことを、全員が自覚していたのが大きかったのかもしれない。普ふ段だんはぎこちない会話を連発したり、罵ののしり合ったり、果ては顔を見るだけで逃にげ出したりなどする場面が散見されたのだが、彼女達は不思議なことに戦っているときだけは抜ばつ群ぐんのコンビネーションを発揮した。

　彼女達の勇姿を「遠見」のマジックボールを通して見る度たびに、ラルフは彼女達に対して当初とは異なる「希望」に似た思いを抱いだくようになったし、実際にレベルが上がって頼もしくなっていく姿には強い喜びの感情を覚えた。

　特に昨さく日じつ、真・魔ま王おう城で数え切れないほどの魔ま物ものと賞金首モンスターを一いち網もう打だ尽じんにしてレベル上げをしていた姿などは、ステータス的には若干劣おとるはずなのに、むしろラルフと冒ぼう険けんをしていたときよりも彼女達が強く見えたくらいだ（ちなみに、それ以降、マジックボールはスイッチを入れても何も映さなくなってしまった。故ゆえに昨日の夜以降に起こったことをラルフ達は把は握あくしていない）。

「──理解したぞ。ララ達がこの城にやって来るということは、俺にお前達が戦っているときに城主の間で人ひと質じちになる役をやれ、ということだな」

「人質というのは間違っていますが……まぁ概おおむねその通りです。別に居て頂くだけで構いませんし、勿もち論ろんあなたを盾たてにしたりもしませんがね」

「なに。しないのか？」

　てっきりピンチになったとき、人質の首元にナイフを押し当てて、「それ以上、こっちに近付いたらコイツの命はないと思え！」的なやり取りをするのかとばかり。

「しませんよ。俺はそんな卑ひ怯きような男ではありませんからね」

「こいつ、なんて白々しい台詞せりふを……！」

「ははは。単純に一人も観客がいなくては、面おも白しろみに欠けるということですよ」

「……ふむ」

　まぁ事の起こりはラルフを「兵士です！」が誘ゆう拐かいしたことから始まったわけだし、最終決戦の場にラルフが居合わせないわけにもいくまい。

　ラルフは小さく頷うなずいて、すっくと立ち上がった。すると、この牢ろう屋やにおけるもう一人の男性、エロサモナーが近付いてきて、

「ラルフよ、後のことはわしに任せておくれ」

「分かったよ。皆に何かあったら頼たのむぞ」

「もちろん。わしも何か手伝いが出来ればいいんだけど……」

「ＭＰも召しよう喚かん石もないんじゃ、さすがの賢けん者じやサモナーでも、どうにもならないだろ？」

「……口くち惜おしい限りだねぇ」

　二人は一時の別れの挨あい拶さつを済ませる。

　──最後の時が来た。

　ラルフはクッと口元を引き締しめ、牢屋の中をぐるりと眺ながめ回す。大切な仲間達がラルフのことをじっと見つめていた。ラルフは渾こん身しんの思いと共に、言い放つ。

「みんな、行って来る。次に帰ってくるときは、必ずみんなをここから出してやるからな。俺を……いや、ララ達のことを最後まで信じてやってくれ！　きっとララ達なら俺達を救い出してくれるはずだ！」

　ララ。ストレーガ。ホーリー。ワゴコロ。

　レベルを１に下げられ、奥の手であるキャラ技わざもＴＰ枯こ渇かつによって使用出来ないラルフだが、それでも──大切な仲間を、大切な女の子達を最後まで信じて、希望を託たくすことだけは出来る。それが「勇者の覚かく悟ご」であり「勇者の責任」でもあるのだから。

　頼んだぞ、四人共！

　皆みんななら大だい丈じよう夫ぶ、絶対に何とかなるはずだ！
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「ど、どどどどど、どうしよう[image: ]！」

　ララは困こん窮きゆうのあまり絶ぜつ叫きようし、ジタバタと酒場を歩き回りながら頭を抱かかえていた。

　大変なことになってしまった。

　もうダメだ。ダメすぎる。

　終わったかもしれない。

　ヤバい。いくら何でも、ヤバすぎる。

　──これでは「兵士です！」を倒たおしてラルフや他ほかの皆を救い出すなんて、夢のまた夢ではないか！

　時間は十一日目の午前に「兵士です！」に呼ばれてラルフが牢屋から連れ出される半日ほど前になる。

　つまり未いまだ十日目の夜というわけだ。

　時系列は──ホーリーとストレーガがラルフに愛あい想そを尽つかし、パーティから離り脱だつして酒場から出て行った直後である。

「ホーリーさんとストレーガさんがいなくなっちゃうなんて[image: ]！！！」

　戦せん闘とうというのは、基本的に四人一組になって行うモノである。

　四人以下のパーティで戦った経験となると、そもそもラルフの仲間がララ以外にいなかった時期まで遡さかのぼってしまう。

　しかもあの時ですら次のランダム召喚でリリアが加入したため三人パーティだった。二人だけで冒険に出たことは……ほんの一度だってないのだ！

「ど、どうしたらいいんだろう、ワゴコロさん！」

　ララはもう何も考えることが出来なかった。

　だから咄とつ嗟さにどうするべきかを──もう一人の仲間に尋ねていた。藍あい染ぞめの着物に牡ぼ丹たん色の帯、深い紫むらさき色いろの髪かみを靡なびかせ、常に落ち着いた和の雰ふん囲い気きを纏まとう少女、ワゴコロ。

「……そうですね」

　ワゴコロが澄すんだ青色の瞳ひとみでジィッとララを見つめた。ララは思わずグッと息を吞のみ込んだ。自然と両の掌てのひらに力が入り、汗あせが滲にじむ。

　そして僅わずかな逡しゆん巡じゆんの後のち、ワゴコロがゆっくりと口を開く。

「ララさんは、どうしたらいいと思いますか？」

「あ、あたしっ!?」

「はい、」ワゴコロが小さく頷いた。「私の……いえ、私達のリーダーはララさんです。年ねん齢れい的には……まぁ、おそらく私の方が上だとは思いますが、それはそれとしてララさんの意見を先にお聞きしたいのです」

「ええええ、そんなこと言われても……」

　──困ってしまう。

　確かにララはリーダーではあった。パーティも便べん宜ぎ上じよう「ララパーティ」と呼ばれていたし、行動するときに一列に並んで進むときもララが先頭を歩いていた。

　けれど、実際にリーダーっぽいことが出来ていたかといえば……そんなことは全くないのだ！

　ララにとってリーダーとは、すなわちラルフっぽく行動することである。ホーリーはララのことを『ラルフと似ていて、自然と周りに人が集まってくるタイプの人間』だと評価していたが、それは別にリーダー適性の有う無むとは一いつ致ちしない。

　大体、ララは好き勝手に行動する方が性に合っているし、ガンガン前に突つき進んで行くのは得意分野だが、例えば頭を使って何かをしたり、周りの皆に配はい慮りよしたりといったことはあまり得意ではない。

　ストレーガとの食い違ちがいも解消出来なかったし（結局、彼女はララの何が気に懸かかっていたのかサッパリ分からなかった）、そもそも二人でご飯を食べに行けたこと自体、ホーリーが場をセッティングしてくれたおかげでもある。

　そんな自分にリーダーとして、これからどう行動するかを尋たずねられても……！

「……わ、わかんない」

　ララは絞しぼり出したような声で、答えた。

　──精せい一いつ杯ぱい考えた結果ではあるものの、それが明らかに歯は抜ぬけ極きわまりないガタガタの主張だと自覚すらしている言葉で、だ。

「だって、やっぱりあたしはリーダーに不向きだし、こんなことになるなんて思ってなかったし、とにかくラルフを助けに行きたいだけなんだもん！」

「はい。それでいいと思います」

「だよね、これじゃ全然足りないよね。何にも解決策になってな──って、え？」

　ララは眼を見開いた。

　今、ワゴコロは何と言った？　それでいい、って……!?

「──ララさんはラルフさんを助けに行きたい。それならば、行くべきです。たとえパーティが四人に満たなくても、です。もちろん私もお供させて頂きますよ。なぜならば、それこそが私の考える『和の心』なのですから」

　ワゴコロがくすり、と笑った。

　それは、そよ風の舞まう草原のような涼すずやかな笑え顔がおだった。まるで深い森の中に迷い込んだララの心に向けて、真っ直すぐ手を差し伸のべるような、そんな微笑ほほえみだった。

「ララさん。和という言葉の意味、お分かりですか？」

「……えっと、和風、みたいな？」

「ええ。それも和の一部ですね。ですが、それだけの意味ではありません。和とは調和することです。助け合うことです。支え合うことです。違う方向を見ていた人々が……同じ方向を見ながら、共に歩み出すことなのです」

「あ……」

「ララさん一人が完かん璧ぺきである必要はありません。足りない部分は私達が補いましょう。それでいいのです。支え合い、助け合い、ぶつかり合いながらも、目的のために一致団結すること……それが、和なのですから。

　ホーリーさんも、ストレーガさんも今は違う方向に歩いて行ってしまいましたが、私はあれが決定的な別れになるとは思っていません。いずれ……互たがいの道が交わるときが必ず来る。私は、そう信じています。彼女達の中にある『和の心』は、決して私達やラルフさん、そして他の皆さんを見捨てたりはしない、と。

　ですから、そのためにはお二人が帰ってくる『居場所』が必要だと考えます。そしてその『居場所』は今、私達からは離はなれた場所にあります。絶対に……取り戻もどさねばなりません。私達の『和の心』の中心にあるもの、それは──」

　決まってる。

　一つしかない。

　ララはワゴコロよりも早く、その答えを口にしていた。

「ラルフだ！　ラルフの居る場所が、あたし達の居る場所！　だよねっ！」

「はい。そして、ラルフさんが居るべき場所といえば──」

「ここ！」

　言葉と共にララは真っ直ぐ前へ向けて、指を突き出した。

　指の先せん端たんは酒場のカウンター、つまりいつもラルフとエロサモナーがグダグダと会話をしている場所を指し示している。

　エロサモナーの酒場──ラルフと娘むすめ達が集つどう場所であり、そして帰るべき場所。

　たとえ牢ろう獄ごくにいる者の方が圧あつ倒とう的に多くなってしまってもそれは変わらない。皆の居るべき場所は、決して石いし壁かべに囲まれた冷たい牢獄の中などではないのだ！

「はい。私も同じことを思います」

　ワゴコロが深々と頷うなずいた。

「ありがとう、ワゴコロさん！　どうすればいいのか、やっと分かった気がする！」

「それは素す晴ばらしいです。では──行きましょうか」

「で、でも本当はあと一日、レベル上げする予定だったんじゃなかったっけ……？」

「……個人的には一刻も早く、ラルフさんを助けに行きたい、という気分ですね。今から出発すれば丁度良い時間に向こうに着くはずですし。それに何より今は、あの兵士の顔面に私の『和』を叩たたき込んでやりたい気分です」

「うん！　たしかにあたしもすごく兵士さんをボッコボコにしたい気分！」

　そして二人は酒場を出発した。それ以上の言葉は必要なかった。二人の心は同じ「和の心」で繫つながっていて、同じ目的のために歩み出す決意は固まったのだから。

　目指すは、二回目の出しゆつ撃げきとなる兵士城。

　目的は「兵士です！」の打だ倒とうと捕つかまったラルフと他の娘達、それからついでにエロサモナーの救出。乗り込むのは二人だけになったララパーティ！
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「……来た！」

　そしてララ達が兵士城に現れたのは、まさにラルフが玉座の間に移動させられ、魔ま獣じゆう用の鉄てつ檻おりの中に放り込まれたすぐ後の話だった。

　伊達だてにラルフだって彼女達とずっとパーティを組んで来たわけではない。彼女達がやって来たのは、すぐに分かった。階下からモンスターと戦っている音がいくつも聞こえて来る。壁かべや柱を叩き壊こわし、倒した敵を吹ふき飛ばすような音──この感じは格かく闘とう技ぎを得意とするララとワゴコロがフル稼か働どうで前線を切り開いている証しよう拠こだ。

　相当、やりたい放題、城を壊しながら進んでいるようだ。皆が捕まっている地ち下か牢ろうに被ひ害がいが及およんでいないか、少しだけ不安になるところである。

「ラルフ！」

「ラルフさん！」

　──想像通り、五階に位置する玉座の間に駆かけ込んで来たときも、先頭はララとワゴコロだった。ここ数日、マジックボールの映像を通して二人の活かつ躍やくをずっと見守っていたラルフだったが、間近で彼女達の姿を見るのは十日ぶりである。

　ラルフは眼めを細めながら、すぐさま声を張り上げた。

「二人とも、絶対に来てくれると信じていたぞ……！」

　思わず、感動した。一目見るだけで分かる。彼女達の中にはレベル以外の何かが、間ま違ちがいなく積み上げられていることが……！

　だが、しかし。

「ん？」

　ここでようやくラルフが異変に気付いた。

　ララとワゴコロが玉座の間に飛び込んで来て、数秒が経たったというのに──当然、一いつ緒しよに来ているはずのストレーガとホーリーの姿が全く見えないのである。

　途と中ちゆうで別行動を？　どこかで迷った？

　いやいや、基本的にこの手の城は一本道だ。はぐれてしまうわけもない。途中で戦闘不能になってリタイアした、という方がまだ可能性はあるが、ノックアウトされてＨＰがゼロになっても回復蘇アイりテム草を使えばいいし、最悪、アイテムのストックが切れていたとしても、そのまま身体からだを引き摺ずってくればいいわけで二人がいない理由にはならない。

　なので、ラルフは訊きいてみることにした。

「なぁ、二人とも。ストレーガとホーリーはどこにいるんだ？」

「うぎゃっ!?」

「ぎくっ!?」

「…………なんなんだ、その反応は」

「な、なんでもないよー！　そ、そそそうだよね、ワゴコロさん！」

「は、はい……わ、和とは、揺ゆるがぬことですからっ。まったく、これっぽっちも動どう揺ようなどしておりません！」

「……怪あやしすぎる」

　二人の様子が、おかしい。

　こちらとしては当然の疑問を投げ掛かけたに過ぎないと思うのだが、何故なぜだかララもワゴコロも非常に決まりの悪そうな表情を浮うかべていた。

　ララはそもそも口笛なんて吹けないのに無む駄だに唇くちびるをプルプルさせて場を誤ご魔ま化かそうとしているし、ワゴコロは額や首筋にビッショリと汗あせを搔かき、団扇うちわを取り出してはパタパタと顔を扇あおいでいる。明らかに何かがあったようだし、メチャクチャ動揺もしていた。

　これは、いったい……？

「ふっふっふっふっふ」

　そのときだ。

　これまでずっとラルフ達のやり取りを眺ながめていた「兵士です！」がおもむろに口を開いた。「兵士です！」はラルフをチラッと見てから、ララ達二人を舐なめ腐くさった表情で見下ろしつつ、真っ向から彼女達を煽あおりに行った。

「──すまん、ボス戦なのにパーティが四人揃そろってない雑ざ魚こおる？」

「ぎゃん!?」

「がはッ!?」

「げははははは！　やっぱり、サド天使さんと凸デコ魔ま道どう士しさんはパーティから抜ぬけてしまったんですね。ですが、心中お察ししますね。まぁ仕方ないですよ。あんな映像を見せられて勇者に愛あい想そを尽つかさない方がおかしいってもんですから！」

「映像だって……!?　ど、どういうことなんだ!?」

「ラルフ！　じ、実はね──」

　この場にいる者で、昨夜ララパーティの身に起こった事件について何も知らないのはラルフだけだった。ララは大おお慌あわてで、酒場にて発生した出来事をラルフに伝えた。

　送られてきたマジックボール、牢ろうに捕とらわれたラルフと娘達のハプニング映像、そして娘一人一人と丁てい寧ねいに話をし、信しん頼らいを深めるラルフの姿──そして、その映像のせいでパーティどころか酒場からも去ってしまったホーリーとストレーガについて。

「二人が……いなくなった……？」

　ラルフは鉄檻の格こう子しを両手で握にぎり締しめ、視線を伏ふせた。見開いた瞳ひとみは、鉄製の床ゆか板いたに注がれたまま動かない。

　他ほかの仲間を元気付けるためにやったことが、逆に二人を傷付けてしまった。

　たとえ「兵士です！」の手によって意図的に編集された映像といえども、ララの口から出て来たラルフと娘達のエピソードが全すべて実際にあったことなのは変わらない。

　ラルフが、やったことなのは、間違いないのだ。

　そんな……しかし、だからといって……。

「ハーレムなんて作るからだよ、バーカ」

「っ……!?」

　あまりに強きよう烈れつな言葉が叩き付けられて、ラルフはハッと顔を上げた。全身をチェインメイルで覆おおい、右手には槍やり、左手には大おお盾たてを持った兵士然とした男──「兵士です！」。

　彼がまるでゴミを見るような眼で、ラルフのことを見下ろしていた。

　口調は、荒あらい。

　だが元々彼は慇いん懃ぎん無礼を絵に描かいたような人物であり、つまり彼が敬語を使うことには何の意味もなかった。他者に敬意を表すために、ああいう喋しやべり方をしていたわけではないのだから。それに以前彼と相対したとき、本ほん性しようを露あらわにした後は「兵士」というよりも「盗とう賊ぞく」などの方に近い荒っぽい口調になっていた。

　これがきっと彼の「素す」なのだろう。

　未いまだ名前すら知ることのない、彼の。

「兵士です！」が言った。

「大体さ。あんなに沢たく山さんいるんだから少しぐらい、いなくなってもいいだろ？　気付いたら一人消え、二人消え──最終的に全員いなくなってるかもしれないけどなァ！　ハハハハハハハ！」

「オマエ……！」

「おっと、勘かん違ちがいするなよ。俺はお前の本性を暴あばき出してやっただけなんだからな！　いなくなった二人が見たのは、間違いなくお前のやったことだ。俺が恨うらまれる筋合いなんて微み塵じんもねぇのさ！　ざまァないぜ、ラルフ！　わざわざ、こんな面めん倒どうなことをやった甲か斐いがあったってもんだ！」

　ラルフは「兵士です！」の言葉の一つ一つに、自分への途と方ほうもないほどの憎にくしみが込められているのをヒシヒシと感じ取った。しかもだ。この口くち振ぶり──どうやら「兵士です！」が今回の一件を引き起こした真の目的は、まさに今のラルフの状態にあるようだった。

　まさか、彼の狙ねらいとは──

「……もしや俺から仲間を引き離はなすことが、お前の目的だったのか」

「おっ？」

「しかも単に捕まえて散り散りにさせるだけじゃない。それだけじゃ、ないんだろ？　つまり、俺の仲間を俺のパーティから永久的に離脱させること──違ちがうか？」

　瞬しゆん間かん「兵士です！」がニィッと笑った。

「そうさ。やっと気付いたか！　お前の言う通りだよ！　ただレベル１の勇者やその仲間を倒たおすだけじゃあ、腹の虫は治まらない。だからこそ、俺はお前のハーレムに眼を付けたってわけだ。ハーレムものの漫まん画がやラノベを散々読んで研究して気付いたんだよ。ハーレムはバランスが命、ってな」

　バランス。

　逆に、未だに自分がハーレム的なモノを形成してしまっていることに迷いすら感じているラルフからすれば、完全な新情報に近しい話だった。

　極きわめて真面まじ目めな表情で「兵士です！」が続ける。

「ハーレムは意外とシビアなバランスで成り立ってる。お前のハーレムはアホみたいに中の空気がユルユルだし、そもそも三十人超ごえの超ちよう大所帯のくせにちゃんと恋れん愛あい感情を持っている奴やつが数える程度しかいないとかいう奇き妙みような集団だが、それでもハーレムの宿命からは逃のがれられねぇ。『ラルフＬＯＶＥ勢』はどうしても、お互たがいに意識し合っている部分がある。そこを利用させて貰もらったってわけだぜ！

　クククク……ラルフに愛想を尽かして出て行った奴が現れたと知ったとき、お前の『大切な仲間達』はどう思うだろうな。どうしても意識し合っちまうんじゃないかね。今まで通りの関係ではいられない──そう思わないか？　そうなったらもうラノベの世界じゃいられねぇ！　昼ドラの世界が待ってるぜ！　ヒャッハー！」

「っ……！」

　ラルフの格子を握り締める手に、更さらに力が入る。

　だが、ラルフは何も出来ない。まるで巨きよ大だい猿ざるのように鉄の格子を引き千切り、今すぐにでも「兵士です！」に立ち向かうことが出来たら、どれだけ素す晴ばらしいことだろう。

「だが、何故こんな遠回りな手段を……！」

「決まってるぜ。貴様には俺と同じ苦しみを味わって貰おうと思ったんだよ」

「同じ苦しみ、だと？」

「ああ」

　そして彼は言った。「孤独、さ」

「孤独……」

「ふん。最強の勇者である貴様には一番遠い感情だろうがな」

　くくくくと自じ嘲ちよう的に「兵士です！」が笑った。

　と、ここで、

「──ちょっと待って、異議あり！　兵士さん、勇者も孤独だよっ！」

　ピョコンと手を挙げて、ララが「兵士です！」に異議を申し立てた。黙だまっていられなかった、ということだ。完全に二人が因いん縁ねんの相手同士みたいな空気を放ちまくっていて、何だかのけ者にされた気分がして寂さみしかったからでは決してない。

「お。腹はら丸出しバカピンクＪＫ。今、こっちは大事な話をしてんの。ウザいから消えてくんね？」

「な、なんか扱あつかいが更に酷ひどくなってる────っ!?」

　田舎いなかのヤンキーのような口調で「兵士です！」にあしらわれるララ。だが、ここで引いては女が廃すたると言わんばかりにクッと奥歯を嚙かみ締めると、

「と、とにかく、今言ってたことには納なつ得とく出来ないよーっ！　だって、最近はよく話題になるじゃん！　『魔ま王おうを倒した後の勇者について』とかさ！　ええと──」

「ララさん。それはつまり『世界最悪の魔王を倒したことによって逆に勇者は人々から畏おそれられる存在になり、また平和になった世界に勇者は不要になってしまうので最さい期ごは孤独のまま死ぬ』というアレのことですか？」

　ワゴコロがすぐさまララの言葉に解説を入れた。

「それー！　ありがとっ、ワゴコロさん！　ふふん。どう、兵士さん？　兵士さんがラルフのことが嫌きらいなのは分かるけど、ラルフだって辛つらいんだよ！　いずれ訪おとずれる孤独の宿命に苦く悩のうしているんだよ！」

　なるほど、「ポスト魔王時代」とも言うべきか……昨今しばしば議論に挙がる問題である。世界を恐きよう怖ふで支配していた魔王を倒してしまえば、勇者こそが人々にとって恐怖の対象となる。いや、だがソレは──

「オマエラさァ」

　わずかな沈ちん黙もくの後、「兵士です！」が答えた。「仮にも百数十体も魔王倒してるような勇者がいるこの世界で、そんなことになると思うわけ？」

「…………」

「…………」

「魔王なんて、ゴキブリみたいに湧わいてくるもんだぜ。実際、つい最近までは魔王様が『最後の魔王』だって言われてたのに、すぐヘイティちゃんが出て来たわけじゃねーか。他の世界は知らねーけど、この世界じゃ魔王はいなくならねぇよ。俺だって『兵士です！』と名乗っちゃあいるが、正式には『真・魔王な兵士です！』だからな！　魔王がいなくならないから勇者にはずっと需じゆ要ようがある。勇者は孤独とは無む縁えんな生き物なのさ──さて、そろそろお喋りは終わりにして、仕上げと行こうぜ！」

　そして檻おりに捕らわれたラルフを一いつ笑しようした後、「兵士です！」はララ達と対たい峙じする。

「げはははは！　ボスに二対一で挑いどもうなんて余よ裕ゆうあるねぇ。縛しばりプレイって奴だな！」

「ううっ……！」

　彼の放つ凄すさまじい威い圧あつ感かん──まさにボス、である。

　本来、この世界の魔王は四対一で挑むのが前提の強さになっている。娘むすめ達のスキルも一人で何でも出来る者などおらず、パーティを組む者との連係が重要だ。

　しかし、ここにいるのはララとワゴコロの二人だけ。

　どちらも前衛タイプで、そこまでコンビネーションが有効なわけでもない。

　だが──

「負けない！　あたし達は兵士さんの刺し客かくを倒して、全ぜん滅めつすることもなく、もう一度レベルを上げてここまで来たんだもん！　二人だけでも勝っちゃうんだからっ！」

「そうです。私とララさんの『和の力』……今ここでその真価をおみせしましょう！」

　拳こぶしを構え、真っ正面から二人は「兵士です！」を睨にらみつけた。

　確かに状じよう況きようは芳かんばしくない。

　だが、単なる力だけでは心細くとも、二人の心は負けていない。一度も敵にやられて倒れることなく、ボス戦まで辿たどり着いたという自信。他の皆みなを助け出さなければならないという責任感、そして明日の未来を目指す希望！

　光り輝かがやかんばかりの強い感情が、二人の中には今も渦うず巻まいていて──

「あ。すっかり言い忘れてたぜ」

　と、そのときだ。

　不意に「兵士です！」が言った。

「悪い悪い。お前らのところはさー。あえて全滅させずに残したんだわ。だって全パーティを捕つかまえちゃったら、物理的にラルフ見捨てていなくなれないし。たはー、最初からキミ達だけは捕まえるつもりなんて全くなかったんだわ！

　俺の計画はさ。外と牢ろう屋やとでお前達を引き離した上で、お前らが大変な思いをしている間に牢屋の様子を後から見せて不満を爆ばく発はつさせるって感じだったわけ！　だから、一番揉もめ事が起こりそうでダメっぽいパーティを選んで残したわけ。実際、それは大正解だったみたいだな！」
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「「…………」」

　二人の動作がピタリと静止した。

　そして、これまでで最も悪あく辣らつな嘲ちよう笑しようを張り付け、「兵士です！」が本当に愉たのしそうにララ達に頭をぺこぺこと下げながら言い放つ。

「ｋｓｋｓｋｓｋｓ。どうも変な勘かん違ちがいさせちゃったみたいだなぁ。いやーサーセン。自分達が最後の希望だとか、こうなったら他ほかの皆を助け出す責任があるとか、もしも……もしもそんなこと思ってたんなら悪いことしちゃったな。一番ダメそうだから、あえて残しただけで、その気になれば余裕で全滅出来てたってのに。メンゴメンゴ──じゃ、そろそろ相手してやろうじゃない！　おう、かかってこいや！」

「き、鬼き畜ちくだ……」

「この男、なんと卑ひ劣れつな……！」

「ありがとな！　それって最高の褒ほめ言葉だぜ！」

　──最後の最後で、とんだ爆ばく弾だんを隠かくし持っていたわけだ。

　これまで心を支えていた希望を木こっ端ぱ微み塵じんに爆ばく砕さいされた二人は、最悪の状況で「兵士です！」とのボスバトルを迎むかえることになってしまったのだから！




　　　　４




　同日、時間的にはララ達の決戦が始まる、数刻前の話。

「……どうしよう」

　一いつ泊ぱくした街の宿を出た後、ストレーガは特に行く当てもなく辺りを彷徨さまよっていた。

　ラルフの牢ろう生活映像を見せられてから、約半日。

　思わずララ達に冷たい言葉をぶつけ、パーティを抜ぬけ、酒場からも飛び出してしまったストレーガだったが、一夜明けても心の中のモヤモヤは全く晴れる気配がなかった。

　──とにかく、全すべて、ラルフが悪い。

　これだけはもう確定事じ項こうだ。

　別に、他の子と仲良くしていたことを責めているのではない。

　彼女達だって牢屋に叩たたき込まれて不安に決まっているし、そういう子を放っておけない優やさしさこそがラルフという男の良いところなのだから。

　むしろ、ソレぐらいはして当然というか。

　ラルフは戦せん闘とうではほとんど役に立たないレベル１勇者なのだし、それ以外の分野では馬車馬のように働いて貰もらわなくては困る。ストレーガが怒おこっているのは、他の部分だ。

　──自分達はあんなにも頑がん張ばっていたのだから、ちゃんとこっちのことも考えていて貰わなくては困る、ということ。

　あの映像は、ストレーガ達四人に対する言げん及きゆうがほぼ皆かい無むだった。

「兵士です！」を倒たおすべく奮ふん闘とうしている自分達のことを、彼がどう考えているのかが全く伝わって来なかったし、むしろ目の前の娘達の相手をするのに手て一いつ杯ぱいで、こちら側のことを軽視しているのではないか、という風にすら思えたのだ。

　もしかして『放っておいてもストレーガ達はどうせ助けに来るから大だい丈じよう夫ぶ』とか、思っているのではないだろうか？

　もし、そんなことを欠片かけらでも考えていたとしたら、もう、一度や二度謝った程度では絶対に許してやらない。怒るとかいうレベルですらない。三日三晩、付きっきりでラルフの腐くさった性しよう根ねを叩き直してやらねばなるまい。

　ストレーガがパーティを抜けたのも、そこに理由がある。

　ああすれば、さすがのララとワゴコロといえど、兵士城に乗り込むのを先送りにすると思ったのだ。まさか──二人だけで奴やつと戦いに行くほど、猪ちよ突とつ猛もう進しんでもあるまい。ララはともかくとして、ワゴコロがいるのだから絶対に彼女を止めてくれるはずだ。

「（ああもう……）」

　それに、あの状態ですぐに城に乗り込み、ラルフと会ったとしても……ストレーガは彼にどんな顔を見せればいいのか、分からなかった。

　だから本来ならば悠ゆう長ちようなことを言っていられないのだが──しばらく間を置くべきではないのかと考えたわけである。

　実際、いつまで経たっても自分達が助けにやって来なければラルフも中の娘達の相手をするばかりでなく、外にいる自分達のことを考えざるを得なくなるはず。そうしたら、また酒場に顔を出してララ達と合流してラルフを助けに行けばいい。他の子達には苦労を強しいるだろうが、彼女達の側そばにはラルフが付いている。

　だから、大丈夫だ。絶対に。

「（とか思いつつ、酒場に戻もどって来てるあたしって何なんだろう……）」

　そんなことを考えながら街を歩いていると、気が付けばストレーガは酒場にやって来てしまっていた。完全に身体からだにルートが染しみ着いているせいだ。意識せず歩いていると、自動的にこの店へやってくるよう身体にインプットされてしまっている。

「（ララとワゴコロは、どうしてるのかな）」

　漠ばく然ぜんと、思う。

　別れてからまだ半日しか経っていないとはいえ、残った二人の仲間がどうしているのか気にならないわけがなかった。負い目もある。あの判断はストレーガが考えて導き出した末の行動だったとはいえ、二人に迷めい惑わくを掛かけたことに変わりはない。

「（たぶん、いないと思うけど……少しだけ）」

　結果、ストレーガはこの後しばらく街を離はなれるとしても、少し様子を見てから行くべきだと判断した。

　ここ数日のパターンだと、これぐらいの時間には既すでにダンジョンに潜もぐっているはずだから、二人が中にいる可能性は非常に低い。だからコレは完全に意味のない行動には違ちがいないのだが……何となく、中を覗のぞいて行きたいという欲よつ求きゆうが勝った。

　そっと物音を立てないように建物に近付く。入り口の扉とびらにはエロサモナーがラルフのついでに拉ら致ちされてから、ずっと掛けっぱなしになっている「閉店中」のプレート。中には誰だれもいないはずなので、灯あかりも点ともっていることもなく──

「え！」

　──誰かが、いる。

　物音や喋しやべり声は聞こえないが、確かにランプの火が点ついているのである。

　驚おどろいたストレーガは思わず口元を押さえ、すぐさま壁かべに背中を押し付けると、恐おそる恐る中の様子を窺うかがった。

　まだララ達が冒ぼう険けんに出ておらず、中にいるということだろうか？

　いや、だとしたら話し声の一つや二つ、聞こえるはずだ。特にララの声はとても大きいので彼女が中にいれば分からないはずがない。

　ララ達でないとすれば──泥どろ棒ぼう、とか？

　だが、こんなしょぼい店にわざわざ盗ぬすみに入るなんて、見る目がないにも程ほどがあるという話だ。盗人ぬすつとに一番必要なはずの金目の物を嗅かぎ分ける技術があまりにも欠落していると言わざるを得ない。いったい、どんなヘボ泥棒が──

「…………ん？」

　むしろ傍はたから見ると彼女自身が泥棒以外の何物にも見えないという端たん的てきな事実は置いておくとして、ここでストレーガはとんでもないモノを目もく撃げきしてしまった。

　彼女が目撃したのは、中にいた泥棒（？）のシルエットだ。

　中がそこまで明るくないのと、相手が少し奥まった場所に座っていたので、ハッキリと表情などを窺い知ることは出来なかった。

　その人物は非常に個性的な身体的特とく徴ちようを持っているようだった。

　なにしろ──羽が生えていたのだから。

「は!?」

　瞬しゆん間かん、ストレーガはステルスモードを解除。キッとまなじりを決し、若じやつ干かんキレ気味に酒場の扉を蹴けり開けた。

　そして中の人物へ向けて、真っ直すぐ指を突つき付ける。

「ちょっと待った！　ホーリー！　あんた、なんでいるのよっ!?」

「随ずい分ぶんと朝から元気なのね、あんた。ふあぁぁぁ。ねむ……」

　純白の翼つばさに、色素の薄うすい髪かみと瞳ひとみ。裸はだかと変わらないような露ろ出しゆつ度どの高い衣装に常に人に食って掛かるようなおどけた佇まい。今回の一件で真っ先にパーティから離り脱だつしたはずのドＳ天使、ホーリーの姿がそこにあったのだ！

「いや、朝って……いつからここに──って、あんた、それ……!?」

「んー？　ああ、これ」

　ホーリーはいつも以上に気だるげな様子で、テーブルの上に置いてあった瓶びんを高々と持ち上げ、小さく振ふった。意い匠しようの施ほどこされたクラシック感溢あふれる透とう明めいのボトルから深い琥こ珀はく色いろの液体が覗いている。蒸留酒だ！

　ホーリーが続ける。

「カウンターの奥を漁あさってたら隠してあったのよ。多分、エロサモナーの秘密のボトルなんでしょうね。置いてあるお酒、勝手に何でも飲んじゃう人がいるから。このボトル、聞いたことない銘めい柄がらだけど……かなりの年代モノみたい。結構、おいしいわよ」

「お酒……！　あ、あんた、頭おかしいんじゃないのっ。こんな大変なときに朝から酒場でお酒飲むなんて、人間の…………いや『天使のクズ』じゃない！」

「なによ、うるさいわね。天使ってのはね、天界じゃ、やることないから朝から晩まで飲んだくれてるのが普ふ通つうなのよ。それにあたし、まだ飲み始めたばかりなんだから」

「そういうことを言ってるんじゃ──」

「ん」

　そのときだ。ストレーガが言い掛けた瞬間、ホーリーがテーブルの上に置いてあった空のクリスタルグラスを手に取って、それをストレーガの鼻先にずいっと押し付けた。

「え、ちょ……!?」

「ちゃんと持ちなさい。落とすと割れるから気を付けて。あんたは靴くつ履はいてるからいいでしょうけど、あたしは裸足はだしなんだから」

「そ、そういうことじゃなくて！　あたしにグラスなんて渡わたして何の意味があるのって聞いてんの！」

「──少しぐらい、付き合いなさいよ」

　嚙かみ締しめるような声で、ホーリーが言った。

　思わず、ストレーガは息を吞のんだ。

　いつだって気き丈じようで、天から世界を見下ろしているような調子のホーリーが、何故なぜだかこの一いつ瞬しゆんだけ妙みように小さく見えたからだ。

　小さな身体を不安でいっぱいにした──ただの女の子に見えたからだ。

「はい、ここ。座る。人生、時々飲まなきゃやってられないときって、あるでしょ。それが今なのよ。あたしが今そうなんだから、あんたもきっとそうだと思うのよ」

「……」

「いいじゃない。もう、ここにも来なくなるんだし、つまりあたし達が会うのもこれで最後でしょ？　ラルフの駄だ目めなところを肴さかなにして盛り上がりましょうよ」

　けれど、そんな奇き妙みようなヴィジョンはまばたきをしたら自然と消え去っていた。後に残ったのは、よく分からない理り屈くつを振りかざす、いつもと変わらないＳ的な天使だけ。

　眼めを見張るほど美しい純白の翼だけ。

「…………あいつの愚ぐ痴ちが言えるなら、ちょっとだけ付き合ってあげてもいいわよ」

　ストレーガはホーリーの対面の席にゆっくりと腰こしを下ろす。

　彼女に聞きたいことは、山ほどある。

　どうしてここにいるのか、いつからいるのか、あんたはどうしてパーティを抜ぬけようと決断したのか、これからどうするつもりなのか……。

　けれど、まず今はそういう面めん倒どうな質問ではなくて──もっと優先するべき語らいがあるのではないかと思った。

「でもあたし、お酒ってほとんど飲んだことないんだけど」

　娘むすめの中でも精せい霊れい王のように毎夜酒場でどんちゃん騒さわぎを繰くり広げている者もいるのだが、ストレーガはそういうタイプではないのだ。

　自分がどれぐらい飲めるかは、よく分からないが、少なくとも彼女に勧すすめられるままにグラスを空けて行ったら大変なことになってしまうのだけは自明の理である。

　それに、ホーリーは見るからにお酒に強そうだ。彼女のペースに合わせるのすら、危険なアルコールの香かおりがプンプンするというものである。

「あら。じゃあ、もしかして下戸だったり？　んー。オレンジジュースと烏龍ウーロン茶ちや、どっちがいい？」

「ば、馬ば鹿かにしないで。飲めないわけじゃないはずだから……たぶん。それにあんたがどうしてもって言うから、少し付き合ってあげるだけなの。量を飲むわけじゃないし、問題ないと思うわ」

「ふーん。なら大だい丈じよう夫ぶかしら。あたしもね、別にあんたに絡からんで潰つぶそうってわけじゃないもの。潰れて情けなくなってるところは、ちょっと見てみたいけどね」

「お生あい憎にくさま。そんなところ死んでも見せないですから」

　そんなこんなでグラスには琥珀色の液体が注がれ、ストレーガとホーリーの朝っぱらからの酒盛りが始まってしまうのだった。
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　数刻後。

　ホーリーは『なんて愚おろかなことをしてしまったのだろう』と己おのれの衝しよう動どう的な行動を心の底から悔くやんでいた。

「だぁーかぁーらー！　ラルフってばひどいんですよ──！　あたしがですね、あいつと会うときにどれだけ気を遣つかっても全然分かってくんないんですよ！　ダイエットもしてるし、髪の毛もぉ、すっごい時間掛けてるんですよぉ！　なのに全然気付いてくれないんです！　ひどいんですよー！　バーカ、ラルフのバーカ！　謝れー！」

「はいはいラルフラルフ。っていうか、もうそれ、十回ぐらい聞いたから」

「それとですねぇー！　ララってズルくないですかァー？　あんな素す直なおに『好きー』とか『ちゅーしてー』とかラルフに言っちゃうんですよ!?　ヤバくないですか？　あんな直球投げるとか、あたしには絶対無理なのに……ズルい！　というか羨うらやましい！　でも、それって結局、素直になれないあたしが悪いわけで…………あああああああああああ……」

「はいはいララララ。それも十回ぐらい聞いた」

「あのぉ。ホーリー、ちょっと聞いてます？」

「…………だから、聞いてるって言ってんでしょ」

「いや！　いやいやいや!?　絶対に聞いてませんね！　熱意が感じられませんから！」

「…………うっぜぇ」

　気付くとポロッと本音が出ていた。

　そして、こっちの話なんて基本聞いてないくせに、何故かこういうときだけ酔よっ払ぱらいの耳は象のように鋭えい敏びんになる。途と轍てつもなく都合がいいモノなのだ。

　赤毛の酔っ払いは持っていたグラスの中身をグイッと一気に呷あおると、テーブルに威い勢せい良よく叩たたきつけた。ガチャチャと硝子ガラスのぶつかり合う音が響ひびき、残りが大分心細くなってきたエロサモナー秘伝のボトルが微かすかに踏鞴たたらを踏ふむ。

「は!?　今なんて言いました!?　今なんて!?　今なんて!?」

「な、なんにも言ってないわ。聞き違ちがいよ……」

「言いましたー！　絶対に言いましたー！　あはははははは！」

　ストレーガとかいう酔っ払いがホーリーを無ぶ遠えん慮りよにずびずびと指差し、そして何だかよく分からないのだが、いきなり爆ばく笑しようし始めた。

　ホーリーは頭を抱かかえる。

　──まさか、彼女がここまで酒に弱かったなんて。

　困ったことにストレーガの錯さく乱らんっぷりは娘達の中で一番の酔っ払いである精霊王よりも数段アレなレベルだった。もっとも精霊王の場合、どれだけ酒に酔って見えても、そもそもが森しん羅ら万ばん象しようの超ちよう越えつ者のお戯たわむれに過ぎないのだけれど。

　一方、ストレーガは完全に素すで酔っ払っている。

　酩めい酊ていした人間にも色々とパターンがあるが、やはり彼女のような普ふ段だんとキャラや口調を一変させて物もの凄すごく馴なれ馴れしく語りかけてくる「絡み酒タイプ」こそが、同席する者としては最も手に負えないのは相そう違いないはずだ。

「（なにが『そんなところ死んでも見せないですから』よ……。この光景、撮さつ影えいして後から見せてやりたいくらいだわ……こいつ、憤ふん死しするわよ、たぶん……）」

　普段なら、そのまま口に出しているであろう言葉をホーリーは琥珀色の液体と共に喉のどの奥へと流し込んだ。別に、彼女に遠慮しているわけではない。というか、酔っ払い相手にそんなことをする意味がないなんて重々承知だ。

　ただ──とにかく、面倒なのである。

　下手へたに罵ののしろうモノならば、そういうときだけストレーガは妙に俊しゆん敏びんに反応して論理も理性も女の恥はじらいのへったくれもないテンションでこちらを論破しに掛かかるのだから参ってしまう（論破出来ているとは言ってない）。

　酔っ払いには皮肉も正論も通じないのだから、要するに抵てい抗こうするだけ無む駄だだ。故ゆえに口を噤つぐんでハイハイと頷うなずいているのが最適解。普段のストレーガとのやり取りと比べて、完全にペースを乱されてしまっているとは思うが…………致いたし方あるまい。

「いま、何時ですか！」

　と、いきなりストレーガが時間を尋たずねて来た。

　時計ぐらい自分で見ればいいのに……と思わなくもなかったが、断るとやっぱり面倒になる。ホーリーは渋しぶ々しぶと時間を確かく認にんした。

「あー……そろそろ、お昼？」

「そうですか！」

「そうだけど」

「ということは、ララとワゴコロはまだ寝ねているんですかね!?　いつまで経たっても酒場に来る気配がありませんが！」

　ぴたり、とホーリーの動きが止まった。

　まさか、この酔っ払いは自分達がパーティから抜けたことすら忘れているのか──と一瞬思ったものの、すぐさま考え直す。

　もしかして、自分達があんなに早い時間から飲んでいたというのに（もう飲み始めて数時間が経っている）、まだ二人が起きてこないことを不思議に思っているのではないだろうか？

　実際、ただダンジョンに潜もぐるだけにしても酒場に一度は顔を出すのが普通だ。

　そういう意味ならばストレーガの疑問はもっともだろう。ただ、こちらを自覚しているのならば更さらに重じゆう症しようだ──ホーリーとストレーガはパーティから抜けたのだから、ララ達に合わせる顔なんてあるはずもないのに！

「あいつらは、来ないわよ」

「……ふぇ？」

「いや、『ふぇ？』じゃないから。あーもう、あたしにはそういう無む垢くなカワイイアピールなんて効かないのよ。天使には魅み了りよう耐たい性せいがあるんだからね。とにかく、これは真面まじ目めな話なの。ちゃんと聞きなさい」

　だが──酔っ払いのストレーガはともかくとして、素面しらふのホーリーが鉢はち合あわせの起こり得るシチュエーションで吞のん気きに酒など飲んでるわけがない。

　ホーリーは知っていた。

　──彼女達がここにやって来ることは絶対ない、と。

「実はね。まだあんたには言ってなかったけど、二人の書いた置き手紙があったのよ」

「……てがみ」

　ストレーガがとろんとした表情のまま、同じ単語を反はん芻すうした。

　顔は自身の髪かみ色と遜そん色しよくないほどに赤らみ、目線は非常に怪あやしい。いつ突つっ伏ぷして爆ばく睡すいを始めてもおかしくないような酩酊具合だった。

　けれど。

「二人だけしかいないけど兵士城に行って来る、だって」

「……」

　瞬しゆん間かん、微睡まどろみの渦うずに突とつ入にゆう仕し掛かけていたストレーガの緋ひ色いろの瞳ひとみが大きく見開かれた。

「えっ」

「さすがのあたしもビビったわ……。だって二人でとか、どう考えても無理じゃない。負けイベントでもないはずなのに、無む謀ぼうにも程ほどが──」

「な、なんで、言ってくれなかったのよ！」

「あら」

　ストレーガが椅い子すを蹴けり飛ばし、立ち上がりながら叫さけんだ。

　──口調が、戻もどった。

　依い然ぜんとして顔は真っ赤のままだが、先程までのハチミツのように蕩とろけきった表情は消失し、キッとまなじりに力の籠こもった普段の彼女を取り戻している。

　身体からだはともかく、頭の中だけは酔いが吹ふっ飛んだということか。

　ホーリーはストレーガの問い掛けに肩かたを竦すくめながら、

「だって──意味がないから。あたしがこの手紙を見つけた時点で、もう物理的に間に合わなかったのよ。どう足あ搔がいても無駄だわ」

「……兵士城って、遠いのよね」

「そういうこと」

　この街から兵士城までの移動時間は約半日。ララ達は昨夜、ホーリーとストレーガが酒場を出た直後に兵士城へと出発したわけだ。けれど日付が変わり、早朝になってから再度酒場を訪おとずれたホーリーが手紙を見つけたときには、もう何もかもが手て遅おくれだった。

「そんな……」

　ストレーガが視線を伏ふせて、肩を震ふるわせた。

　──これから急いで駆かけ付けたとしても、そのときには全すべてが終わっている。

　自分達はどう足搔いても「兵士です！」との戦いに参戦することは出来ない。結局のところ二人だけで勝てないのはララ達もホーリー達も変わらないわけで、要するにしっかりと四人が揃そろわなければ、まともな状態でボスと戦うことは不可能なのである。

　一度は別れたとしても、頃ころ合あいを見て後から合流すればいい──そんな甘い考えは、木こつ端ぱ微み塵じんに爆ばく砕さいされて然しかるべきモノだったのである。

　その姿は、数刻前の自分と、きっと同じに違いない。

　衝動的にパーティから抜ぬけたものの、結局みんなが心配で戻って来て、取り返しの付かない絶望を知った自分と……。

「だから、言ったのよ。『少しぐらい、付き合いなさいよ』ってね。あの二人がひたすら純じゆん粋すいな大バカだって知ってたのに、パーティを抜けたりして……そりゃあ、あのときは死ぬほどラルフにムカついたし、今だってムカついてるけど。でも、悪いのは全部ラルフであって、あの子達じゃないのよ。それなのに結局、全部二人に投げることになっちゃってさ。サイテーよね……全然、笑えないわ」

「…………っ！」

　そのときだった──ストレーガがキュッと唇くちびるを一文字に結んだまま、突とつ如じよとしてバーカウンターの方に向けて歩き出したのである。

「あんた、なにして……」

　答えは、ない。

　そのままストレーガはカウンターの中に足を踏み入れると、棚たなに並んでいた酒さか瓶びんを一度に持てるだけ腕うでに抱え込み、すぐさま二人の席に戻って来ると、持って来たボトルをテーブルの上に荒あら々あらしい手付きで次々と置いて行った。凝こったデザインが施ほどこされた数々のボトルがテーブルの上にずらりと並び、濃のう薄はく様々な琥こ珀はく色いろの液体が硝子ガラス瓶びんの中でちゃぷんと波打った。

　ストレーガが強い語調で言った。

「あんた、もっと飲みなさいよ！　ううん、もっと飲まなきゃダメ！」

「……は」

「嫌いやな気分を少しでも忘れたいから、振ふり払はらいたいから、あたしを誘さそったんでしょ？　なのにあんたと来たら、全然酔っ払ってないじゃない。いつも通り性格悪いままで、最悪に冷め切ったままだわ！　そんなのって、ダメよ。よくないわ！」

「な、なんでそんなに熱くなってるのよ、あんた」

　一方、ホーリーはストレーガのまた新しい類たぐいの豹ひよう変へんに動どう揺ようを隠かくせなくなる。

　やっぱり、まだ酔よいが醒さめていないのではないだろうか。

　熱血なんて、似合う柄がらでもなかろうに。

　それに、そんな風に沈しずみ込んだ者を必死になって、すくい上げようとするなんて──まるでアイツみたいだな、と思わなくもないわけで。

「いいから！　あんたも言いたいこと、いっぱいあるんでしょ。あたしと同じでラルフに文句があって、パーティから抜けたはずなんだから。あたしだけ愚ぐ痴ちって、あんたは何も言わないなんてズルいわ！　あんたもあたしみたいにならなくちゃダメよ！」

　ズルいと言われても、困ってしまう。

　そりゃあ愚痴を言うために、この席を設けたのはホーリー自身だ。が、そこでこちらが何をするでもなく勝手に轟ごう沈ちんして大暴れを始めたのはストレーガではないか。

　そんなもの、都合が良過ぎる。大体、なんで自分までこんなズルズルにならなくてはならないのか。絶対にイヤだ。

「ほら、早く！　飲め！　飲ーめ！　飲みなさい！　飲むの！」

「いや、その……飲むのはいいけど、あんたみたいになるのはちょっと……」

「うだうだ言わずに黙だまって飲めって言ってんの！　それともなに、あたしの酒が飲めないって言うの!?　あたしがみっともないとでも!?　あたしは今が全盛期なのに！」

「意味分かんない……も、もうやだ……」

　しかし、ホーリーの決意は酔っ払ぱらいの前にいとも容易たやすく打ち砕くだかれる。

　どう考えても本来ならば混ぜるべきではない「アルコール」と「熱血」と「絶望」という三要素が入りちやんぽ混じりんになり、そこにストレーガという元から面めん倒どう臭くさいツンデレ女が妙みような化学反応を起こした結果、完全に手の付けようのないモンスターが生まれてしまったのだ。

「……分かったわよ、飲めばいいんでしょ、飲めば……あんたみたいに……」

「そうよ、それでいいの！」

「はいはい」

　ホーリーはゆっくりと首を縦に振った。

　けれど、何だか…………胸の奥がスッとした。

　どうしてだろう。柄にもなく、その場の雰ふん囲い気きに流されてしまったからだろうか。それとも──攻せめではなく、受けに回ったから？

　…………よく、分からない。

　でもホーリーは気付いていた。臓ぞう腑ふの奥に『普ふ段だんならば絶対に喉のどから出てこないであろう言葉』がぽっかりと浮うかんでいることに。

　やっぱり柄にもない、その台詞せりふが──

「ねえ、ストレーガ」

　いつもなら、抵てい抗こうしている。嚥えん下かしてしまう。滅めつ多たなことでは口に出さない。ラルフにだって数えるほどしか言ったことがない。けれど──

「ありがと」

　この言葉は、今、口に出すべきだと思ったのだ。

　気休めにしかならないのは、分かってる。自分のやってしまったことへの責任を取らなければならないことも。

　だけど今だけは、少しだけ、羽を休めさせて欲しかった。

　本当は、今すぐにでも彼や彼女達のところに飛んで行きたかった。

　でも、それは無理だった。

　どう考えてもホーリーの頭には最悪の結末しか浮かばなくて、それ以外の希望に溢あふれた未来を思い描えがくことが出来なくて、だから真実から眼めを背そむけたいと思った。

　ストレーガがやって来たのは、そんな時だった。

　彼女が現れなければ、彼女がこんなにも情けない姿を晒さらして、へろへろになってまでホーリーに付き合ってくれなければ──自分は、どうなっていたか分からない。

　だからお礼を言うのは、当たり前のことだと思った。

　正直、恥はずかしい。まだ大して酔っていないのに、まるで目の前のばかみたいに顔が赤くなっているのが分かる。自分の柄にないことをやったのは自覚している。

　それでも──

「ご、ごめんなさい。今、なんて言ったの……頭が痛くて、よく聞こえなくて……」

　……。

　…………。

　おい、コラ。

「少し、飲みすぎたみたい……うええええ……き、気持ち悪い……ごめん。も、もう一回言ってくれる？　今度はちゃんと聞いてるから……」

「…………あんたは知らないでしょうけど、ハーレム系主人公以外の人間は、その禁断の台詞を使ってはいけないのよ。これは人間が生きる上での最低限のマナーなの」

「はえ？　は、はーれむ？　何を言って──」

「いいからいいから。こっちの話」

　ホーリーはつい数秒までの温かな感かん慨がいを全て放ほうり投げ、目の前の全体的に赤い酔っ払いへと笑い掛かけた。

　──こいつ、絶対酔い潰つぶしてやる、と口元をピクピクと震わせながら。




　そして、次の瞬しゆん間かんだった。




「ふひひひ、実に良いいモノを見せて貰もらったのう！」

「「!?」」

　誰だれもやってくるはずのない酒場の中に──突如として人ひと影かげが現れたのは！

「あ、あんた……え、ど、どうして、ここに……!?」

「キモい」

　しかも現れた人物が頰ほおをポッと乙女おとめのように染め、恍こう惚こつの表情を浮かべていたのだから最悪だ。ストレーガは居るはずのない彼の登場にリアクションを返していたが、ホーリーは素す直なおに感じた通りの罵ば倒とうを彼に浴びせ掛けていた。

　だが、その人物は全く怯ひるむ様子もなく、

「ああ……我が酒場に帰ってきたって感じがするね。萌もえ豚ぶたと百合ゆり豚と変態紳しん士しを兼けん任にんしているわしに抜かりはなかったよ。久しぶりに『ストレーガちゃん分』と『ホーリーちゃん分』を補給出来て寿じゆ命みようが二年は延びた気がする」

「あんた、今日から『エロサモナー』じゃなくて『キモサモナー』に改名したら？」

「いや、別にエロサモナーが本名じゃないから！　ラルフがそう呼ぶから、そうなったように見えてるだけだし！　って……こんなことをやってる場合じゃないぞい！　さぁ、ストレーガちゃん、ホーリーちゃん、出番じゃぞい！　魔ま法ほうで酔いを醒まして、わしに付いて来てくれ！　ララちゃんとワゴコロちゃんがピンチなんじゃ！　『兵士です！』を倒たおすには二人の力が必要なんじゃよ！」

「「！」」

　思わず二人は顔を見合わせた。

　突如、酒場に姿を現したエロジジイの名はエロサモナー。彼はラルフのために、異なる世界から仲間になってくれそうな娘むすめ達を召しよう喚かんする能力を持っているが、実はもう一つ得意技わざがあることは意外と知られていない。

　転移、である。

　彼の能力は二人の胸に巣食う絶望を、希望へと変える可能性を秘ひめていた。離はなれ離ばなれになった「二」と「二」を繫つなぎ合わせ──本来の形である「四」に戻もどし、光を取り戻さんとする、たった一つの道筋を。
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「ぐっ……！」

　拳こぶしを合わせてみたからこそ、分かる。

　この兵士の実力──本物だ。

「おいおい、本当にこの程度かよ！　こんなもんじゃあ、二対一で俺を倒すことなんて出来っこないぜ！」

　ララ＆ワゴコロが「兵士です！」との戦せん闘とうを開始してから数分が経過した。

　二対一という数の上では有利ではあるものの、純じゆん粋すいな戦闘力ではこちらが大きく劣おとるという事実──戦せん況きようは思わしくない。

「ワゴコロさん、あたしが前に出るよ！」

「お願いします！」

　大おお盾たてを構えた「兵士です！」に吹ふき飛ばされたものの、空中でくるりと回転して着地したワゴコロと入れ替かわりになるようにして、アイテムで体力を回復してたララが前線へと復帰する。

　本来二人でボスと戦う場合、片方がアタッカーとメイン盾を兼任し、もう一人が回復する、というスタイルが最も効率的なのだろう。だがララもワゴコロも相手の攻こう撃げきを自分に引きつける類たぐいのスキルは使えないし、そもそも彼女達は「戦士」ではなく「武道家」寄りの能力であるため、この戦法には全くそぐわない。

　片方が戦って、ヤバくなったら交こう替たい──苦し紛まぎれであるが、不自由な戦闘を強しいられている二人にはこのやり方に活路を見み出いだすしか方法がなかった。

「げはははは！　ＲＰＧのボスを二人で倒す『縛しばりプレイ』がしたいのなら、それなりの準備が必要だと思うぜ！」

「むむー！　そんなことないもん！　案外何とかなるはずだもん！」

　言葉と共に、ララは一気に「兵士です！」の懐ふところに飛び込んだ。体勢をグッと落とし、大地を踏ふみ締しめ、必殺の拳を撃うち込む。

　何発も、まるで嵐あらしのように！

「これならどうっ──『女子高生れんげき！』」

「ハハッ、もしかしてオラオラですかァー!?」

「そうだよ！　すごいでしょ！」

「だったら、ンなもん無む駄だ無駄ってもんだぜ！」

「ええっ!?」

　ララの得意とするキャラ技わざ「女子高生れんげき！」は、ひたすらオラオラオラと連続でパンチを打ち込み、そのうちの五発ぐらいが「女子高生ぱーんち！」一発の大体半分ぐらいのダメージをそれぞれ与あたえるという強力な技だ。

　しかし「兵士です！」は、ここで完全にララの上を行く対応を見せた。無駄にノリの良い切り返しだけで分かる──彼がララに合わせて繰くり出したのは明らかに「女子高生れんげき！」の完全上位技であるキャラ技「女子高生スパイラル！」を意識したモノだったのだ。

　基本的にララの「女子高生スパイラル！」のやることは「女子高生れんげき！」と変わらない。こちらもとにかく敵一人を殴なぐりまくる技である。

　ただ、そのときのララの気合が全く違ちがう。

　それが殴りまくる勢いにも反映されるため、なんとヒット回数は驚きよう愕がくの九回。しかも防ぼう御ぎよ無視の追加効果まで発生するという寸法だ。若干ＴＰの消費が激しいことを除けばララにとって最も信しん頼らい出来る技と言えるだろう。

　だが、しかし。

「きゃあああああああああっ！」

　さすがボス、というわけだ。「兵士です！」はララがここで消しよう耗もうの激しい「女子高生スパイラル！」を使用することはなく、継けい戦せん能力に優すぐれた「女子高生れんげき！」を選せん択たくすることを読み切っていたのである！

「ヒャッハアアアア！」

　ここで「兵士です！」はまさにララがパンチを打ち込みまくるのと似た要領で、目にも留まらぬ速さの連続突づきを繰り出した。何発かはララのオラオラと相そう殺さいされたものの、純粋な攻撃回数では「兵士です！」の方が数回上だ。

　槍やりの連続攻撃はそのままララに直ちよく撃げきし、堪たまらず彼女は吹き飛ばされ、宙を舞まった。

　未いまだに彼自身が役職名と謙けん虚きよな語ご尾びだけで形成された名前を名乗っていることもあって、おそらく技名は存在しないに違いない。

　だがハッキリとした固有技──本来ならば一人で四人を相手にしなければならないボスならではの複数連続攻撃スキルである！

「ララさん！　っ、よくも──」

「うっ……ぁ……」

　──ララのダメージは甚じん大だいだった。

　全弾命中とは行かずとも本来ならば四人で分散して攻撃を受けて、それでも尚なおパーティに多大な損傷を及およぼすような技を一人で食くらってしまったのだ。

　吹き飛ばされ、そのまま大地に叩たたき付けられたララのカバーに入るべく、ワゴコロがこのタイミングを狙ねらって、一いつ瞬しゆんで「兵士です！」に肉にく薄はくした。

　ひたすら接近してぶん殴るスタイルのララとは異なり、先さき程ほどからワゴコロは彼に「とある技」を当てる機会を窺うかがっていた。

　ボスにも様々なタイプがいるわけだが、「兵士です！」の強みは強きよう靱じんな肉体などではなく、技名がなくとも、ひたすらに強力なキャラ技の存在にある。

　一人で複数の敵を相手にすることを前提とした彼のスキルは、ただでさえ人数の少ないララ達にとってはヘビとカエルのような絶ぜつ妙みような相あい性しようの悪さを発揮していたわけだ。

　ところが、だ。

　この圧あつ倒とう的に不利な状じよう況きようを完全に覆くつがえすことの出来る「必殺技」を、ワゴコロが所有しているとなると、話は変わってくるわけで。

　それは現状、極きわめて勝ち筋の薄うすい二人にとって唯ゆい一いつの希望と成り得る技だ。

　そしてそのことはララも理解していた。故ゆえに二人はこの技を命中させる──その一点に重きを置いて、戦闘を繰り広げていたのである。

　が、やはり敵は二人の戦闘スタイルを知り尽つくしていたわけで。

「おっと、そうはさせないぜェ！」

「づ……！」

「アンタはあのＪＫと違ってただ殴るだけの武道家じゃないんだろ？　知ってるぜ。チートみたいに『ヤバい技』を持ってるのもな──けど、その技には弱点がある！　命中率が[image: 100]パーセントじゃない、ってな！」

「よく、ご存じで」

「へっへっへ。どれだけ凶きよう悪あくな追加効果があろうと、俺に拳を当てられなけりゃあ何の意味もないってことだぜ！」

「…………参りましたね。予習は完かん璧ぺき、ということでしょうか」

　確かに、ワゴコロの必殺技は申し分のない効果を持っているが「必中ではない」という点だけが、唯一の弱点だった。

　本来ならば、むしろ魔法を除けば必中である技の方が貴重だし、「魔法反射」の使い方が非常に重要なポイントを占しめるこの世界においては特に気になるポイントですらない。

　だが、この手の極まった戦い、しかも絶対に負けられないボス戦において相手が対策を練っているとなると話は変わってくる。

　──当てさえすれば、活路が開ける。

　──ならば、絶対に当たらなければいい。

　笑ってしまうくらい、単純過ぎる対処法である。だが、それ故に──攻せめる側としても、対応するのが極きよく端たんに難しくなってくるわけで。

　ワゴコロは最後の希望である「必殺技」を使用出来る状態を保つため、迂う闊かつにＴＰを他ほかの技に使うことが出来ず、全力を出し切れない。

　故に、ララの状態こそが二人の生命線だった。

　彼女が倒たおれれば、いくらワゴコロが起死回生の一手を持っているとしても、「兵士です！」の膂りよ力りよくに押し切られるのは必至。

　だが、先程の一いち撃げきでララは戦闘不能間近まで追い込まれてしまった。ＨＰはもうほぼ底そこを突つき、回復アイテムを使っている余よ裕ゆうもない。

　おそらく、次のターンで勝負が決まる。

　──絶体絶命のピンチだ。

「負けない……負けないもん……！」

「お？　まだやろうってのか。はははは。勇者共々、諦あきらめが悪いねぇ……！」

　ボロボロになった身体からだを押さえながら、ララが立ち上がった。

　そんな彼女の姿に「兵士です！」は顔を歪ゆがめる。彼は玉座の間の後方──ラルフが捕とらわれた鉄てつ檻おりに視線を寄せると、悪あく辣らつな笑えみを浮うかべ、声を張り上げた。

「ラルフ、見てるか！　そろそろゲームオーバーが近そうだぜ！　最高の気分だろ！」

「オマエ……！」

「ひゃはははは！　悔くやしそうだなァ！　レベルが１でなけりゃあ、檻をぶっ壊こわしてコイツらと一いつ緒しよに戦えたんだろうけどな！」

「く、クソ……くそおおおおおおおおお！」

　掌てのひらに血が滲にじむほど鉄てつ格ごう子しを握にぎり締めたラルフが絶ぜつ叫きようした。

　けれど、その叫さけびは届かない。怒いかりの力で覚かく醒せいするのが勇者の専売特許とはいえ、「兵士です！」は入念にそれが出来ないような状況を作り出していた。

　ララ達と「兵士です！」が激げき闘とうを繰り広げている間、ラルフは本当に何もすることが出来なかった。特に今回は数日前、彼が「一対三十三」の無む双そうを繰り広げたときと違い、ララ達のレベルが正常である分、戦闘が長引いている。

　それ故に、ラルフの苦しみは、あのときの比ではなかった。二人が苦戦し、痛みに顔を歪めている光景を、何もせずに見ていることしか出来ないなんて。

　まさに地じ獄ごくだった。それ以外の何物でもなかった。

「ラルフ……ごめん、あたし……」

　そのときだ。

　傷だらけのララが「兵士です！」から目線を外し、ラルフの方を見たのである。

　大きな緋ひ色いろの瞳ひとみが、真っ直すぐ、彼のことを見つめていた。

　ラルフは息を吞のんだ。戦せん闘とうが始まってからずっと「兵士です！」に意識を集中させていたララが、フッと身体の力を抜ぬき、ラルフの方を見た理由──そんなことすら理解出来ないほど、ラルフは愚おろかな男ではなかったから。

「ララ────ッ！」

「ヒャッハァァアアア！　これで終わりだァアアアアッッッ！」

　ターンが明け、威い勢せい良よく飛び出した「兵士です！」の攻撃がララに迫せまる。満まん身しん創そう痍いのララは防御を固めることしか出来ず、ワゴコロでは彼女を守り切れない。

　すべてが終わった。

　ラルフ達の冒ぼう険けんは、これで、何もかもが──




「勝手に終わらせてんじゃないわよ！」




　誰だれもが、絶望したときだった。

　広間に、一いち陣じんの風が吹ふいた。それは強力な力を持った者が、魔ま力りよくを行使するときだけに発生すると言われる風かぜ、魔力風。

　そして──魔ま術じゆつ士し。

　紅色の髪かみを魔力風によって靡なびかせながら、忽こつ然ぜんと姿を現した少女は、杖つえを眼前の「悪あしき者」に対して正眼に構えると、周囲に夥おびただしい量の魔ま法ほう陣じんを展開させた。

　渦うずのように形を成し、かつてないほど濃のう密みつに凝ぎよう縮しゆくされた魔力──それらは絡からみ合う大だい蛇じやのように広間の天てん井じようへと昇のぼって行き、赤白青緑黄と点てん滅めつするカラーランプのように色しき彩さいを変えながら、ついには明確な形を成した。

　魔力によって赤く燃え盛り、悪を打ち砕くだく「隕いん石せき」の形に！

「食らいなさい！　『ストレーガメテオ』！」

　無数の隕石が、ララを打ち倒そうとしていた「兵士です！」の身体に炸さく裂れつした。

　魔力によって完璧に制せい御ぎよされたソレらの隕石群は、まるで近代遠えん隔かく兵器にも等しい圧倒的破は壊かい力を秘ひめており、仲間達の身体に傷一つ付けることなく、的確に「兵士です！」の身体だけに衝しよう突とつし、大だい爆ばく発はつを引き起こしていく。

「うぎゃあああああああああッ！」

　さすがの「兵士です！」も、ここまで完璧な不意打ちを食らえば、ひとたまりもなかった。「兵士です！」は無様な叫び声と共に吹き飛ばされ、そこに無情な隕石の追い打ちがまるでマシンガンのような勢いで直撃する。

「こ、これって！」

　ララは思わず目を見張った。信じられない光景が、目の前に広がっていたからだ。だって、この技わざは彼女のモノで、でも彼女は昨夜、自分達とは別の道を──

「……ごめんなさい、ララ。あんな勝手なことをして」

　声。

　振ふり向くと、そこには赤毛の魔術士が──ララの仲間、ストレーガの姿があったのだ！

　ストレーガがララと向き合い、確かな声で言った。

「遅おそかったかもしれないけど……助けに来たわ。勝手にパーティを抜けたりして謝って済むことじゃないのも分かってる。でも、やっぱり謝らせて欲しいの。ごめんなさい」

　そして深々と頭を下げた。

　ストレーガが、誰かに謝っている光景を、ララは初めて見たかもしれない。けれど、そんな雑多な思いなんて、今はどうでも良かった。

　ララは嬉うれしかったのだ。

　──大切な仲間が、自分達のピンチに駆かけ付けてくれたことが！

「いいよ！　だって、ストレーガさんは、ちゃんと来てくれたんだもん！　あたし、何にも気にしてないよっ！」

「…………そっか、そうなんだ」

「うん！」

「じゃ、あと二つ──あんたに言っておきたいことがあるの。一つは、あれ。あの兵士。あたし達で、あいつを全力でブッ飛ばす。いいわね？」

　自身の「ストレーガメテオ」によって吹き飛ばされ、今は隕石が着ちやく弾だんしたことによる土つち煙けむりと爆ばく煙えんによって見えなくなっている「兵士です！」をストレーガが指差した。

　否定する理由などあるはずもなかった。

　ララは深々と頷うなずいた。

「当たり前だよ！　ボッコボコにしちゃおうよ！」

「そ。で、もう一つ──これは、アイツを倒して皆みんなと一緒に酒場に帰ってからの話なんだけど……」

　ちらり、とストレーガが、「兵士です！」がいるのとは違ちがう方向を見た。具体的に言うと、玉座の付近だ。そして、あの辺りにあるモノといえば…………。

「あたし、もうちょっと素す直なおになってみようと思う」

「……！」

　──何に対して、なんて無ぶ粋すいな質問はしなかった。

　分からないわけがないからだ。

「うんっ！　その方が、絶対良いいと思うよ！　女の子は直球勝負だよ！」

「……そういうもの？」

「絶対そうだよー！　ストレーガさんも女子高生になって、お腹なかを出したセーラー服を着てみたら分かると思うな！」

「…………ダイエットが成功したら、考えてみるわ」

　そして──ララとストレーガは対たい峙じする。今回の事件の首しゆ謀ぼう者しやであり、数々の策略によって自分達を苦しめた敵を打ち倒すために！

「はは、ははははは…………最後に一いち網もう打だ尽じんにするために捕つかまえないでやった雑ざ魚こが一いつ匹ぴき増えたからって何かが変わるとでも……!?」

　──「兵士です！」。

　ストレーガの最大奥義を食くらっても、彼はまだ力ちから尽つきていなかった。

　焦こげ跡あとの付いた大おお盾たてと長なが槍やりを構えながら「兵士です！」は身体を起こし、戦いがまだ終わっていないことを、自分が負けてなどいないことを宣言する。

　けれど、状じよう況きようは、変わったのだ。

　だって気が付いたら──ララの心を覆おおっていた薄うす暗ぐらい絶望が、綺き麗れいさっぱり消え去ってしまっていたのだから！

「あんた、後こう悔かいするわよ」

「は？」

「残したのが──よりにもよってあたし達だった、ってことによ！」

「ハハハ。何を言い出すと思いきや……全く後悔なんてしてねぇぜ！」

「そう。ま、あんたの場合、それに気付くのは自分がやられるときなんでしょうね──行くわよ、ララ！　援えん護ごは任せて！」

「うん！　任せる！」

　ストレーガは杖を、ララは拳こぶしを。

　終幕に向けて、ラストバトルのセカンドステージの鐘かねが鳴った。




　　◇　◇　◇　◇　◇　◇




「こ、これはいったい……!?」

　一方、この場で誰よりも困こん惑わくしていたのは、依い然ぜんとして動物園のチンパンジーのように檻の中に捕らわれたままのラルフだった。

　ラルフは呆ぼう然ぜんと、嬉き々きとして「兵士です！」を攻こう撃げきするストレーガを眺ながめる。

　いったい、何が？

　ストレーガはパーティから抜けたと聞いていたし、彼女がどこからともなくフッと現れたのが衝しよう撃げき的だった。まさかストレーガまでもが娘むすめの一人「アカリ」のように幽ゆう霊れいになってしまったというわけでは……!?

「それはわしが説明するぞい」

「うおっ！　エ、エロサモナー!?」

「はっはっは。牢ろうを先に出たのはラルフだったのに、いつの間にか立場が逆転しているなんてね！　いやぁ、愉ゆ快かい愉快──」

　不意にエロサモナーがラルフの牢の前に姿を見せた。しかし、彼が楽しげに笑みを浮うかべ、脇わき役やくの最大の見せ場とも言うべき「解説」を始めようとした瞬しゆん間かんだった。

「はい邪じや魔まー」

「ぐぎゃああああああ！」

　──横から凄すさまじい勢いで天使が飛んで来て、エロサモナーを蹴けり飛ばした。

「…………エロサモナー。お前の勇姿は、しっかりと記き憶おくしたぞ」

　クライマックスシーンを奪うばわれ、身体からだを「くの字」にしたまま彼方かなたの地平までブッ飛ばされて行ったエロサモナーを見やり、ラルフは心の中で涙なみだを流した。

　だって酷ひど過ぎるではないか。

　こんなこと悪魔の所業としか言いようがない。あんなにも華か麗れいに登場した男の晴れ舞ぶ台たいをここまで見事に台無しにするなんて──

「相変わらず、君は本当にドＳだな、ホーリー」

「……」

　ひょっこり、と。両手を後ろ手に組みながら、真っ白い翼つばさを携たずさえた天使──ホーリーがラルフの前に姿を見せたのである。

　けれど、ラルフの言葉がホーリーは気に入らなかったらしい。

　彼女は唇くちびるを尖とがらせ、不満げに言った。

「なによ。せっかく助けに来てやったんだから、もうちょっと驚おどろきなさいよ。これだから気の利きかない男って嫌きらいだわ」

「それは……すまない」

「別に、いいわ。元々、あんたにそういうこと期待してないし……はい、出したげる。本当に情けないんだから。女に助けられるなんて勇者の恥はじさらしもいいとこよ。それってむしろ、お姫ひめ様だわ。そしたら助けに来たあたしが勇者様よ。意味分かんないわ」

　言いながら、ホーリーが鉄てつ格ごう子しにちょんと指先で触ふれた。

　すると、あれだけラルフが叩たたき壊こわそうとしてもビクともしなかった格子が、まるで溶とけたチョコレートのようにグニャリと曲がった。

　あとはもう、消えてなくなるだけだ。

　数秒後、鉄てつ檻おりは綺麗さっぱり溶けてなくなり、そこには見つめ合ったラルフとホーリーだけが残された。二人だけの世界がそこには、あった。檻は消しよう滅めつしたはずなのに、まるで精神的な意味で、同じ檻に囚とらわれているような──そんな感じをラルフは覚えた。

「訊きかないの？」

　不意にホーリーが尋たずねた。

「え……な、なにを」

「どうしてここにいきなり現れたのか、とか。あとは……そもそも、どうしてパーティを抜ぬけたのか、とか」

「ここにいきなり現れた理由は……大体分かる」

　鍵かぎとなったのはエロサモナーだろう（だからこそ、この扱あつかいは可か哀わい想そう過ぎるのだ）。

　彼の能力は「召しよう喚かん」と「転移」である。

　だが、その行使にはそれぞれ召喚石とＭＰが必要だ。ラルフ達が捕とらわれていた牢ろう屋やはあまりに造りが雑だったため、ＭＰやＴＰが全く回復しなかった。しかしコレは逆に言えば、召喚石とＭＰさえなんとかなれば、エロサモナーはその両方の能力が使える、ということでもある。

　キッカケはおそらく──ララ達が城に突とつ撃げきしてきたとき、城内を破は壊かいしまくったこと。

　あれのせいで地下牢が壊れるなどしたに違いない。

　そうなれば、話は早い。「ハック拾え＆スラばいいッシュのだ」──城内には召喚石もＭＰを回復するアイテムも、十分なほどに落ちているのだから！

　となれば──

「……どうして、ホーリーはララのパーティを抜けたのか」

　残すは、こちらの疑問だけ、ということになる。

　ララの口から、ホーリーとストレーガがパーティを抜けたのは、牢屋内でのラルフと他ほかの娘達のやり取りを記録した映像を見たせいである、とは聞いている。

　けれど、具体的にどういう部分が一番の理由になったのかは、本人でなければ分からない部分でもあるはずだ。

　ラルフの呟つぶやきを受けて、ホーリーが小さく頷いた。

「そうそう。気になるんじゃないかな、って思って」

「訊いて欲しいのか？」

　その問い掛かけに、ホーリーが「べぇっ」と紅くれない色の舌を出して答えた。

「ばか。そんなわけないでしょ。調子に乗らないで」

「じゃあ、どうしてなんだよ」

「……」

　尋ねられて、少しの間だけ、ホーリーが押し黙だまった。けれど、次の瞬間、彼女の口がその秘ひめられた想おもいを、ハッキリとした言葉に変える。

「…………最初にあんたを見つけたのは、あたしなんだから」

　面めん食くらったのはラルフの方だった。

「え？」

　ラルフは眼めを丸々と見開き、ものの見事な間ま抜ぬけ面づらを晒さらすことしか出来なくなる。視線を伏ふせたホーリーはすぐさま続きの言葉を紡つむいだ。

　普ふ段だんの彼女からしたら考えられないほど早口で、上うわ擦ずった声でもって。

「そりゃあね。召喚された順番はララが最初だし、あたしがあんたと会ったのはもっとずっと後だけど、レベル１になる前からあんたのことを見ていたのは……あたしだけよ」

「……ホーリーは、天界から俺のことを見ていたんだっけか」

「そうよ」

「いつからだ？」

「そんなの、覚えてないわ。結構昔のことだもの」

　──ホーリーと初めて会ったときのことを思い出す。

　彼女はラルフがＯオープＰニングから二連続でぼろ負けしたことを指し摘てきし、主人公補正で何とかなると思っていたラルフを揶や揄ゆし、豚ぶたのような悲鳴を上げさせたのだった。

　あれですら、それなりに昔のことだ。

　それより前となると──

「ばか。いつからなのか、考えようとしないで」

「う……」

　ピシャリとホーリーがラルフを窘たしなめた。

　そして顔を上げた彼女と視線が合わさった。

　いつもとは違ちがう不思議な眼をしている。ラルフはそう感じた。喩たとえるなら溶けた氷のような瞳ひとみだ。涼すずやかな金色の眼に、わずかばかりの茹ゆだった感情が垣かい間ま見みえた気がした。

　具体的な言葉にするならば、それは──

「じろじろ見ないで。どんなに穴が空くほど見つめたところで、あたしの顔にはあんたの知りたいことは何にも書いてないの。大体、今そんな無む駄だなことしてる暇ひまあるの？　ないでしょ？」

　主に──怒りとか。

　少なくとも、彼女がラルフを全力で罵ののしっているこの瞬間は。

「……………すまん」

「まったく……とにかく、そういうことだから。あんたも男なのは分かってるけど、少しは自省しなさい。特に『エロラルフ』なんて以もつての外よ。そういうのってあたし基本的に許さないから。エロコメ大だい嫌きらいだから。フラグは出来るだけ折るようにしなさい。いつかヤンデレに後ろから刺さされても知らないわよ。いい？」

「…………すいませんでした」

「それと、コレね。オールドリンクとＴＰポーション。はい、さっさと使う」

「…………わかった」

　ＨＰとＭＰを完全回復するオールドリンク。そして、二つ使うことでＴＰを完全回復出来るＴＰポーション。

　閉じ込められていた檻は消失し、体力は完全回復。状態異常もない。

　──永遠のレベル１は除いて。

「じゃ、行くわよ。あの子達だけに戦わせるわけにはいかないし」

「……ああ！」

　歩き出したラルフの隣となりに、そうするのが当たり前のようにホーリーが肩かたを並べた。そして常に辛しん辣らつなドＳ天使は、ここで決定的な台詞せりふを吐はき出すのだった。

「もうちょっと頑がん張ばりなさい。あんた、まだ今回全く活かつ躍やくしてないんだから」




　　◇　◇　◇　◇　◇　◇




「待たせたな、みんな！」

　万ばん全ぜんの状態を取り戻もどしたラルフはホーリーと共に戦線に復帰した。そこにはララとストレーガの姿がある。

「ラルフーっ！」

「お、おい！　ララ、抱だきつくんじゃない！」

「いいじゃん！　感動の再会なんだしー！」

　ラルフが檻の外に出ていることに気付いたララが、バネのような勢いでラルフの首に抱きついた。そんな彼女の行動を見て、さすがのホーリーも「……やっぱり一人目が別格なのだけは、どうしようもないのよね」と腕うでを組み、愚ぐ痴ちを溢こぼした。

　そして、もう一人──

「……」

　赤毛の魔ま術じゆつ士し、ストレーガ。

　彼女はラルフが現れたのを横目で確かく認にんした後、ツンと顔を背そむけた。ラルフにはその角度からでは彼女の表情は窺うかがえなかった。

「ストレーガさん！　ほら！」

「……！」

　しかし、ここで驚きの出来事が。ララがラルフの身体からだからすぐさま離はなれると、ストレーガの隣に移動して、彼女の背中を押したのである！

　ラルフはさすがに眼を見張った。自分の見立てでは、ララとストレーガは相あい性しようがあまり良くなく、こんな風に仲良しの友達みたいに振ふる舞まうことなんて絶対出来ないはずだったのに──自分の知らない間に、彼女達に一体何があったというのだろう？

「……ストレーガ、その」

　対たい峙じしたストレーガにどんな言葉を投げ掛けるべきか、ラルフは正直悩なやんだ。

　が、次の瞬しゆん間かん。

「──────謝ってください！！」

「え……」

「──謝ってください！　謝ってください！　謝ってください！　謝ってください！」

「ちょ、ちょっと待った、ストレーガ！　そんなに言われても困るだろう！　大体、何に謝ればいいんだ!?」

「全部に決まってるじゃない！」

「ぜ、ぜんぶ!?」

　メチャクチャだ。

　顔を真っ赤にしたストレーガはラルフに詰つめ寄ると、とにかくいいから謝れと無む茶ちやにも程ほどがある要求を突つき付けて来たのである。そりゃあ彼女に謝ることなんて山ほどある。山ほどあるが……何に謝ればいいのか、分からないのは困る！

「ララ、ホーリー！　ちょっと助けて──」

「ダメだよ、ラルフ！　ストレーガさんは素す直なおな気持ちをぶつけてるんだから、ちゃんと真しん剣けんに謝らなくちゃ！」

「しーらない。とりあえず土下座でもすれば。頭が高かったらあたしが踏ふんだげるから」

「えええ……!?」

　またしても、異常事態が発生していることにラルフは気付いた。

　三人の仲が妙みように良くなっていたのだ！

　昨日、マジックボールで様子を見たときは、まだまだ各人にぎこちなさが残っていたような気がしたのだが……!?　本当に、ど、どういうことなんだ!?

　と──そのとき。

「げはははははは！　雑ざ魚こが勢せい揃ぞろいしてご苦労なこったぜ！」

　諸悪の根源──「兵士です！」が姿を見せる。

　ラルフとホーリーが復帰するまでララとストレーガが彼を食い止めていたわけだが、まだまだ余力があるように見える。

　だが、彼もここまでだ。

　──ラルフは真の力を解放する。

「スーパーラルフ！」

　その掛かけ声と共に、ラルフの橙だいだい色いろの髪かみが金色に輝かがやき始めた。
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　身体の周囲には髪色と同じ金色のオーラが発生し、今のラルフがただのレベル１ではないことを如によ実じつに示している。これこそがラルフの奥の手──スーパーラルフ。全ＴＰを消費することで、その戦せん闘とうの間、かつての栄光を取り戻すという秘技である！

「ほう。その姿を見るのも久しぶりだぜ」

「魔ま王おう様と戦ったとき、以来か？」

「──その話はするな！」

　瞬間、「兵士です！」がラルフを一いつ喝かつした。「兵士です！」はグッと長なが槍やりを握にぎり締しめる力を強め、ラルフを睨にらみつける瞳に強い敵意を刻んだ。

「俺はもう、あの人とは決別したからな……！　一人きりって奴やつだぜ、ラルフ！　お前には絶対に分からないだろうがな！」

「……俺だって、皆みんなと会うまではずっと一人で魔王と戦ってきた。それなりに一人きりで過ごすことの意味ぐらいは分かるつもりだ」

「違うね！　お前は分かってない！」

「なんだと？」

「勇者であるお前に、単なる兵士である俺の苦しみが分かって堪たまるものかよ……！　いいか、よく聞け！　俺はお前が大嫌いだ！　なぜなら…………！」

　さて──ここから「兵士です！」の長台詞が始まるわけだが、先に何故なぜ、彼がこのような事件を起こしたのか、全すべて明らかにしてしまおう。




　そもそも「兵士です！」が魔王であり、「兵士の中の兵士」であると言っても、結局彼が一いつ介かいの兵士であることに変わりはない。勇者が光の存在だとすれば、兵士はその反対の存在──影かげにすら相応ふさわしくない。

　塵じん芥かい、なのだ。

　故ゆえに「兵士です！」は世界で最も有名な勇者であったラルフを罠わなに嵌はめ、レベルを１に下げてやった。勇者にとって最も重要なモノは強さだ。強さを失った勇者なんて、兵士にすら及およばないモブに成り下がるはず──そう考えたのである。

　だが、レベル１になってもラルフは「主人公」であり続けた。むしろ仲間はもっぱらソロで戦っていたときの数倍に増ぞう殖しよく。あまつさえ美少女ハーレムを作り始める始末！

　故に「兵士です！」は激げき怒どした。

　ラルフをブッ殺してやろうと思ったが、それだけでは足りないと思った。それよりもラルフの周囲を取り巻く環かん境きようをぶっ壊こわしてやろうと考えた。

　それが今回の事件の数々だった。

　この計画が成功すれば、最終的にラルフは一人きりになるはずだ。ずっと心の底から仕えていた王にすら離り縁えんされ、友人も恋こい人びともいない──自分のように！




　…………というようなことを「兵士です！」は長々と語った上で、真の姿である「魔王形態」へと満を持して変身するつもりだった。ラストバトルが始まるはずだった。

　ラルフはスーパーラルフになってしまったが、問題はない。

　普ふ通つうにやれば負けるはずがないのだ。なぜならば「兵士です！」を倒たおせる推すい奨しようレベルというのは、実は彼らが考えているよりも相当に高い。

　我ながら、かなりチート臭くさいボスなのだ。

　万全を期している。抜ぬかりはない。とにかく、これでラルフは終わりだ──ハハハハハハハハ！




「わふうさつっ！」




　だが──その目もく論ろ見みは、いとも容易たやすく崩くずれ去ることになる。

「……」

　突とつ如じよとして着物姿の少女が「兵士です！」に肉にく薄はくし、掛け声と共に拳こぶしを叩たたき込んだ。

　その一いち撃げきは「兵士です！」の腹部に炸さく裂れつし──瞬間、彼の中を流れる「和」の気を完全に封ふうじ込めてしまう。それで、チェックメイトだった。

「………………は？」

　己おのれの身に何が起きたのかを「兵士です！」が理解したのは全てが終わってからだった。

「ふぅ。やり遂とげました」

　彼の前には、深い紫むらさき髪がみの少女が穏おだやかな笑えみを浮うかべて佇たたずんでいた。

　少女の名はワゴコロ。

　和の心を愛し、和の力を操あやつり、何よりも和を求める者。そして、ララパーティの中で「兵士です！」が最も警戒しなければならないチート技──「和わ風ふう殺さつ」を持つ少女。

　一方、

「……ずっとこれを狙ねらっていたってことか」

「あっ！　ついに和風殺、刺ささった！　やったね、ワゴコロさん！」

「あれ、これってもう完全にあたし達の勝ちじゃない？」

「うわー。笑える、このひっどいオチ」

　パーティが全員揃そろい、ワゴコロの和風殺が「兵士です！」のような類たぐいのボスに命中するということが、どういう意味なのかを理解しているラルフ達は自然と色めき立つ。

「私達の『和』の勝利ですね……！」

　もちろん当事者であるワゴコロも「一仕事やり終えた」とでも言うような満足げな表情を浮かべ、額の汗あせを拭ぬぐった。

　一方、堪ったものではないのは「兵士です！」の方だ。

　──とんでもないことに、なってしまった。

　彼は血相を変えてワゴコロへと詰め寄り、語気を荒あららげる。

「お、お前、何やってくれてんの!?」

　ワゴコロが答える。

「どういう意味でしょうか。私は和の心のあるがままに行動するだけですが？」

「ちげーよ！　俺、メチャクチャ喋しやべってたじゃん！　ボスが喋ってる最中に攻こう撃げきするとかそんなのあまりにも卑ひ怯きよう過ぎると思わないわけ!?」

「だって、戦闘中ですよ？」

　眉まゆを顰ひそめたワゴコロが「信じられない」という表情で「兵士です！」を見返した。戦闘中ならば、何をされても仕方がない──それがワゴコロの考える「和」なのだった。

　しかし「兵士です！」は未いまだに無様に喚わめき立て続けて、

「せ、戦闘中なら何やっても良いいって言うのかよ！」

「はい。このように」

「ぐげばぁっ！」

「すいません。戦闘中なので思わず手が出てしまいました。これも和、ですね……」

　──イラッとしたらしいワゴコロに顔面をブン殴なぐられた。

　雅みやびで落ち着いた印象の強いワゴコロだが、実際の彼女はラルフの仲間達の中で、最も手が出やすい人物でもある。いつも怒おこってばかりのストレーガが全く手を出さないのとは対照的だ。

　だが、ワゴコロの振ふるう拳は、例えばその辺のクソみたいな暴力幼おさな馴な染じみなどとは、まるで異なる次元にある。何なにを隠かくそう──それは「和」なのだから。

　決して暴力などではない……決して……。

「こ、この野や郎ろう……ふざけやがって！　だったら、見せてやろうじゃねぇか！　俺の真の姿をな！　『兵士です！』改め『真・魔王な兵士です！』を──」

　瞬しゆん間かん、ワゴコロが言った。

「無理ですよ？　あなた、ご存じでしょう？」

「は……！」

「だって和風殺が決まったじゃないですか。変身スキルなんて使えません。あとはひたすら和風殺ループを決めて嵌め倒すだけなので、そんな暇ひまなんてありませんよ」

「………………」

「別に私の和風殺は万ばん能のうの必ひつ殺さつ技わざなどではありませんし、これだけでは対処が難しいボスも沢たく山さんいます。ただし──あなたには効果覿てき面めんのようですね」

「ッ──！」

　和風殺はワゴコロの持つ最大にして最強のスキルだ。

　その効果は凶きよう悪あくの一言。

『２ターンの間、敵のキャラ技と魔ま法ほうを封じる。先制＆ダメージ大！』

　要するに和風殺を食くらってしまった相手は──通常攻撃しか出来なくなってしまう。

　しかも和風殺には先制効果もあるので、２ターンが経たち、効果が切れそうになってもループすることが可能なのだ。

　以前「真・魔王城」でオックスデーモンと戦った際、ワゴコロが「相あい性しようが悪い」と言ったのは、このことだ。オックスデーモンはひたすら通常攻撃に特化したモンスターで、スキルなど使わずただ殴っているだけでも相当に強い。

　けれど、むしろあれは完全な例外である。

　普通は強力なキャラ技や魔法を持っているからこそ、強い相手と言える──これが常識なのだ。

　逆にボスクラスの敵ですら通常攻撃の威い力りよくは「そこそこ」であることが多い。

　実際に「兵士です！」もそうだった。そして、どれだけ強力なボスであっても通常攻撃しか出来ないのであれば──どう考えても、こちらの負けなどありえない。しかもそれが「真の姿」を披ひ露ろうする前に決まってしまった場合ならば、尚なお更さらの話である。

「よーし、じゃあ皆で倒しちゃおう！」

「く、くそっ！」

「ふっふっふ。覚かく悟ごして貰もらうよ、兵士さんっ！　あたしのことを散々おバカ呼ばわりした罪は重いんだから！　女子高生はバカじゃないんだから！」

　言いながら、ララが一歩前に出た。

　が、しかし。

「──待て、ララ」

「はえ？」

「その役目、俺に譲ゆずって貰えないだろうか」

　スッと腕うでを伸のばし、ララの進軍を押し留とどめる者がいた。

　ラルフだった。

「え……ど、どういうこと？　あたしに戦うなってこと？」

「平たく言うとそうだ。後は俺にやらせて欲しい」

　小さく頷うなずき、ラルフが答える。その表情はかつてないほどに真しん剣けんだった。ギャグや冗じよう談だんを言っているようには見えない。

「あと、ストレーガとホーリーにも同じことを頼たのみたい。ワゴコロは……２ターンで倒せるか分からないから側そばに控ひかえていて欲しい」

「分かりました。ＴＰを回復しながらお待ちしております」

「了りよう解かい。なによ、ちゃんと分かってるじゃない」

　ワゴコロとホーリーがラルフの要求を快かい諾だくした。

　特にホーリーは非常に満足げに相好を崩すと、もう自分の仕事は終わったとばかりに一歩前に出たララとは逆に、一歩後ろに下がった。

　一方、この事態をすぐには吞のみ込めなかったのが、ララとストレーガだ。二人は眼めを見開き、突如として謎なぞのシリアスムードを漂ただよわせ始めたラルフに戸と惑まどいの感情を示した。

　どういう意図があるというのだ。まさか、汚よごれ仕事は自分が引き受けるとでも？

　いやいや。そんな大おお袈げ裟さな話題、今まで一度も……！

　次の瞬間だ。

　口数少なく、けれど極きわめて切実な一言をラルフが吐はき出したのである。

「──俺に、見せ場をくれ」

「「……」」

「いいじゃないか……一応主人公なんだから、最後くらい一人で戦っても……！」

　涙なみだを流しながら、ラルフが言う。

　顔を見合わせたララとストレーガは、同時に彼の心境を察した。

　──ここまで何にも出来なかったこと、やっぱり気にしていたというわけだ。

　考えてみればそうだ。

　今回の一件でラルフがやったことといえば、本当に「捕つかまること」だけなのだ。常に情けないのが普通なレベル１勇者とはいえ、彼だって本来は超ちようが付くほどの実績を残した英えい雄ゆう。ここまで屈くつ辱じよく的な仕打ちを受けて、何も思わないわけがない。

　その汚お名めいをスキルと魔法を封じられたボスを一人で倒すことによって返上することができるのかといえば、あまりそういうわけではないような気もするけれど。

　汚名返上というか汚名挽ばん回かいに近いようにも感じるけれど。

　まぁ、とはいえ。

　──最後まで一人で何もせずに終わるよりは、幾いく分ぶんかマシなのは間ま違ちがいないはずだ。

「んっ。そうだね、最後はラルフが決めて！」

「……仕方ないわね、譲ってあげるわよ。ただし生半可なブッ飛ばし方じゃあ、ここまで散々舐なめられたあたしたちとしては満足出来ないわよ！　いいわね？」

「すまない！　全力を尽つくす！」

　ラルフは晴れやかな表情で二人に頭を下げた。

　一方、彼らは言うなれば「死し刑けい執しつ行こう人」を誰だれが務めるかで下らない議論をしていたわけで、実際にボコられる本人である「兵士です！」は堪たまったものではない。

　彼は怒いかりに狂くるった眼でラルフ達を睨にらみつけながら、

「お、おい……なんなんだよ、これ……!?　結局、何も出来ないボスを一方的にボコボコにしようってのか！　く、くそっ……何とか言えよっ、デコハゲ！　『ざまあ』って顔でこっちのこと見てんじゃねぇぞ！」

「…………ラルフ。もう一個、リクエストがあるわ。こいつの髪かみの毛全部毟むしっといて」

「……髪は毟らないが、その分徹てつ底てい的に倒たおすよ、ストレーガ」

「な、なァッ──ゴ、ゴホン！　待って、待ってください！　こんなにも礼れい儀ぎ正ただしい兵士をフルボッコにするなんて、あなたのためにならない！　考え直すべきです！」

　瞬間、キッとラルフがまなじりを吊つり上げた。

　そして大だい絶ぜつ叫きようする！

「────バァアアアアアカッ！　ふざけんな！　今いま更さら、そんなこと言われて納なつ得とくするわけないだろ！　よくも好き放題やってくれたな！　ダメージカンストするぐらいの勢いで１ターンキルしてやる！」

　口調を丁てい寧ねい風に戻もどした「兵士です！」が最後まで追い縋すがったが、効果はなし。

　ラルフは散々苦く汁じゆうを飲のまされた怒りと、そして勇者＆主人公としての誇ほこりを込めて渾こん身しんの一いち撃げきを「兵士です！」へと叩たたき込んだ！

「Ｓスーパー勇者の光!!」

「ぎゃあああああああああああああ！」

　ラルフの勇者奥義が炸さく裂れつし、「兵士です！」は光になり、爆ばく発はつする。後には何も残らない。またいつものように復活するかもしれないが──少なくとも今は。

「皆みなさんの熱い想おもいがラルフさんの力の源になったんですね。皆さんの心が完全に一つになっています。これは紛まぎれもなく和、ですね……」

　もしものために「和風殺ループ」を叩き込むため、一人ＴＰポーションをがぶ飲みしていたワゴコロが思わず眼を細めるのだった。
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「ふわぁあああ」

　やっぱり普ふ段だんより少し遅おそい時間に目を醒さましたララが朝食を食べるために目を擦こすりながらエロサモナーの酒場に足を運ぶと、そこには驚おどろきの光景が広がっていた。

「あ……」

　寝ねぼすけのララも、さすがに一発で眠ねむ気けが覚めた。

　なんということだろう。

　だって、これは、これは…………！

「おはようございます、ララちゃん」

「リリアさん！」

「もう皆みんな、起きてますよ。ララちゃんは大体一番起きるのが遅いわけですが……今日ぐらいは、もうちょっと早くても良かったかもしれませんね」

「……！」

　ララの存在をいち早く察したメイドのリリアが温かい笑えみと共に出で迎むかえてくれる。

　頭上を飾かざるホワイトブリムの真白さも皺しわ一つないエプロンドレスの瀟しよう洒しやさも、そして恒こう例れいのお小言も、ララにとっては非常に馴な染じみ深い朝のワンシーンだった。

　そうなのだ。

　ララが寝ね坊ぼうをするのも、酒場に足を運んでまずリリアと会うことも、そして。

「あの、ララちゃん、どうしましたか？」

「ううん、どうもしないよ！　ただ……いつも通りだな、って思って！」

　──酒場が騒さわがしいことも全部、いつも通りなのである。

　ラルフが誘ゆう拐かいされ、次々と娘むすめ達も後を追うように捕とらわれて、日を追うごとに活気を失っていった酒場が、早朝から何とも言えない喧やかましさに包まれていた。

　今日は最初の日の朝だ。

　ララ達の心が通じ合い、兵士城で「兵士です！」をボコボコにした翌日──全ての問題が片付き、平和になった次の日なのである。

　酒場は早朝から喧しく、そして非常に姦かしましかった。

　店の営業は夜からなので、この時間にはお客はいない。

　いるのは娘達だけだ。

　けれど、そのうるささは決してララを不快にはしない。心臓を鷲わし摑づかみにするような不安感が胃の奥から湧わき上がってくるようなこともないし、眉み間けんにぐにーっと皺を寄せて、顰しかめっ面つらを浮うかべるようなこともない。とても快適なうるささだ。在るべき物がそこにあって、在るべき人がそこにいるからだ！

「いいえ、ララちゃん。それは違ちがいますよ。ただの『いつも通り』ではありません」

　リリアがニヤリ、と思わせぶりな笑みを浮かべる。

　そして瞳ひとみを怪あやしい輝かがやきでいっぱいにして、まさに夢ゆめ見み心地ごこちの乙女おとめというような表情でもって言い放つ。

「ララちゃんは知らないかもしれませんが…………実は兵士城に捕つかまっている間、私とご主人様の関係に大きな変化が生じたのですよ。これまではご主人様の中に私を大切に想おもうあまり関係を進展させることに対する『恐おそれ』のようなモノがあったのですが……ついにその垣かき根ねが取り払はらわれたのです！」

「……」

　ララの頭の中を「兵士です！」に見せられた「遠見」のマジックボールの盗とう撮さつ映像が過よぎった。

　つまりは、リリアがラルフに冷め切ったスープを「ふーふー」しながら「あーん」している衝しよう撃げき映像についてである。

　あれはむしろラルフの中にあったリリアへのささやかな「恐れ」を紛まぎれもない「恐きよう怖ふ」へと進化させただけのような気がするが…………何も言うまい。

「うふふふ。おっと、すいません。プライバシーの問題もあるので、ララちゃんにも具体的に私とご主人様の関係がどう進展したかはお伝え出来ないのです。ララちゃんとは一番長い付き合いですが、これだけは譲ゆずれませんね……。たまには私がララちゃんに嫉しつ妬との炎ほのおを燃やされる展開も悪くはないでしょう……」

「そ、そうなんだ」

「はい」リリアがゆっくりと頷うなずく。「たった十数日の出来事ではありましたが、色々と変わっていることも多い、というわけです」

「あっ……！」

「ララちゃん、皆さんに挨あい拶さつをして来てはどうでしょう。しばらく話せていない方も多いはずですし。きっと皆さんもララちゃんとお話ししたがっていると思います。私だけがララちゃんを独どく占せんしているのは申し訳ないです」

　リリアが酒場の奥の方に視線を向け、ララを促うながした。

　ララは大きく首を縦に振ふって、

「わかったよ！　ありがとうね、リリアさん！」

　リリアに手を振りながら歩き出した。

　ラルフが関かかわらないときのリリアは本当にいい人なのだと深々と頷きながら。




「ふーん、ふふーん♪」

　そうして、ララは出来るだけ沢たく山さんの仲間達と話をした。

　昨日「兵士です！」を倒たおした後すぐにララ達は牢ろう屋やの娘達を助けに行ったわけだが、あのときはララ達の方も満まん身しん創そう痍いであまり他の皆に気を遣つかうことが出来なかった。まだレベルの低い仲間を守るだけで精せい一いつ杯ぱいだったわけだ。

　だからこそ、こうして改めて皆と話す機会を貰もらえたのはありがたい限りだった。とはいえ、今日のララのテンションが「お話モード」というよりは「盗ぬすみ聞きモード」にスイッチが入っていたのも事実。他の娘達が平和な日常について話しているところを小耳に挟はさむのもまた一興というわけだ。例えば──

「いやあ、やっぱりここは落ち着きますねえ。牢屋の中とは大おお違ちがいです！」

「なんだよ、フェリーチェ。婆ばあさんみたいに落ち着きやがって。つい最近までは『牢屋に入れられるなんて特別なことです！』って、はしゃいでたのに」

「レ、レナさん!?　いやいや、それはですねえ……！」

「レナ。そこは、許してあげて。フェリーチェは時には普ふ通つうの暮らしも悪くないって言いたいのよ。この子が言うと、何て言うか、逆にちょっと重みがあるでしょう？」

「ふぅん。それは分からなくもないけどさ。でもよ、ユメル。ちょっとばかしフォローし過ぎじゃねえか？　明らかに内容を付け足してんだろ、それ。こいつはそこまで深く物事を考えてないだろ」

「ななっ!?　レナさん！　なな、なんて失礼なことを言うんですか！　ユメルさんはあたしが考えていたことを代弁してくれただけで──」

「……レナは鋭するどいわね。心が読めるわけでもないのに」

「ふぇっ!?　ユメルさん!?」

「そらみたことか。でも顔見りゃあ書いてあんだし、心なんて読める必要ねーよ。けどなんだ、あたしも悪くないと思うぜ。やっぱ普通に喧けん嘩かが出来る日常が一番だ！」

　フェリーチェ、ユメル、レナ。

　普通の素す晴ばらしさを語り合う三人。

「うーん、参ったねえー」

「どうした。何か悩なやみでもあるのか、精せい霊れい王。王たるあなたらしくもない」

「いやねえ、シオン。王様って基本的には悩み多きモノなんだよ。魔ま王おう様みたいなハイテンション爺じいさんと違って、あたしには色々と思うところがあるわけなのさー」

「いや、あなたも魔王様もどっちもどっちなぐらいハイテンションだと思うが。まあ、確かに今は一いつ滴てきも吞のんでないだけあって、普段よりは抑おさえ気味かもしれないがね」

「ふふふ。いやいや、あたしもいつだって傾かぶいてるわけじゃあないからねえ。何なら魔ま女じよにでも訊きいてみればいいさ。あの子はあまり話したがらないかもしれないけども」

「あの魔女が話したがらないことなんてあるの？」

「うむ。あるのさー、エリナ」

「でも、あたしには全然そうは思えないよ」

「もう少しやんちゃしていた頃ころに、ちょっとね。実はあたし、ラルフなんかとは違って擦すれてなくて可愛かわいらしい遊び相手が他にいたりもするわけ」

「ほう。確かに凡ぼん才さいのラルフは『可愛い』とは無む縁えんだからな」

「でしょでしょー」

「で、結局あなたの悩みとは？」

「んー。面白そうだから捕まってみたけど、牢屋の中が長かったせいで身体からだがちょっとなまっちゃったなー、みたいなー。ぶー」

　精霊王、シオン、エリナ。

　普通だからこそ、逆に生まれてくる問題もあるということらしい。

　──と、ここでララの眼に今回の一件で特に親しくなった彼女達の姿が映った。

「いやー、ストレーガには何と言っていいやら……ごめんねー、あたしのところすぐに捕まっちゃって」

「別に気にしてないわよ、ラルフィー。『今回は物理系でガチパ作るから魔ま法ほう使つかいとは一いつ緒しよに組めない』とか言ってあたしを門もん前ぜん払ばらいにした誰だれかさんのことなんて」

「うぇっ!?　あ、あはは、誰のことかなー。友達にそんな酷ひどいこと言うなんて……で、でもさー。その誰かはきっと使命感に燃えていたんじゃないかと思うんだよ。そのためには多少の犠ぎ牲せいは仕方ないというか何というかさ、うん」

「ばか！　しょうもない言い訳してんじゃないわよ！」

「そ、そうは言ってもさー！　そのおかげでストレーガはあたしみたく惨みじめに捕まって牢屋の中で……とかじゃなくて、お父さんとドラマチックな再会が出来たわけでしょ？　結果オーライじゃない？　フラグ立ったでしょ？」

「そ、それはまぁ、そうだけど」

「…………あれ？　今までのストレーガなら『あたしとラルフの間にフラグなんて立つわけないじゃない！　謝ってください！』と来るパターンのはずなのに……変なの」

　これはストレーガとラルフィーの会話だ。ラルフィーがこの一件の前とでは微び妙みようにリアクションの変わったストレーガに首を傾かしげている。

　ストレーガは少しだけ素直になった。ツンツンするばかりではなくなったのだ。

　そして他には──

「おや」

「……」

「ホーリーさん。随ずい分ぶんと不ふ穏おんな目をしてらっしゃいますね」

「……そうかしら。暗殺者のあんたに褒ほめられるような物ぶつ騒そうな眼球をしているつもりはないけれど。あたし、天使だから。そこそこに清らかな存在だもの」

「いえいえ。隠かくさずとも分かりますよ。だって、その眼めは……」

「ッ──」

「エロサモナーがあたしを見る眼とそっくりですから！　暗殺しますよ!?」

「………………そのたとえ、屈くつ辱じよく的にもほどがあるんだけど」

「ホーリーさん。忠告させてください。どう見ても普通の女性であるあなたが、あたしのおっぱいを凝ぎよう視しするのは頂けません。天使には性別がない、という巷ちまたの噂うわさがあなたにも適用されるのではないかと、ちょっとビビってしまいそうになりますから」

「いや、別に欲よく情じようしてるわけじゃないんだけど」

「そうなんですか？」

「そうよ。ただ、ちょっと、思ったよりも揉もみがいがありそうだなって」

「してるじゃないですか、欲情」

「だからしてないって言ってんでしょ！」

　これはホーリーとアヤメだ。アヤメは完全に誤解しているようだが、ホーリーが彼女の胸をガン見していたのは性的な意味ではなく、ラルフが牢屋内で彼女に対し類たぐい希まれなる主人公補正を発揮したことを未いまだに根に持っているという証しよう拠こである。

　ホーリーは警けい戒かいしている。恋れん愛あいフラグを立て過ぎなレベル１勇者のことを。

　と──

「素晴らしい光景だと思いませんか、ララさん」

「あ、ワゴコロさん」

　淑しとやかな雰ふん囲い気きを携たずさえ、ワゴコロがララに話し掛かけて来た。ララは大きく頷いて、

「そうだね。みんな、何だかちょっとだけ仲良くなった気がするもん！」

「つまり、和……ですね」

「うん！　それそれ！」

「この酒場の一員だと考えるだけでワクワクして来ますしね。それに──」

　ふいっと、ワゴコロが視線を酒場のカウンターの方へと向けた。

　つられて同じ方向を向いたララは、パァッと表情を輝かがやかせる。そこでは彼女が今一番会いたいと思っていた当人が見るからにエロそうな爺さんと会話をしていた。

　橙だいだい髪がみと碧みどり色の瞳ひとみ──レベル１勇者ラルフの姿がそこにあったのだ。

「ラルフ！　ワゴコロさん、あたし、ちょっと行って来るね！」

　そうしてララは目にも留まらぬ速さで酒場の中を駆かけ、弾だん丸がんのような勢いでラルフに抱だき付くと、その場のノリで彼のほっぺに「ちゅー」をした。その「ラルフＬＯＶＥ」を隠そうともしない突とつ撃げき乙女おとめっぷりに、周囲は騒そう然ぜんとなったのだが、それはまた別の話。

　そんなララ達の喧けん騒そうを眺ながめながら、ワゴコロが小さく呟つぶやいた。

「和の心とは……きっと、このような幸せな日々の中で、私達の心に浮うかび上がって来る温かい気持ちのことを指すのでしょうね」

　今日は普通の日が帰ってきた日。普通だけど、少しだけ特別な日。

　勇者ラルフのいる光景は穏おだやかで、そしてひたすらに──輝かしいモノだった。
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　この度たび、フリーゲーム「Hero and Daughter」の小説版を担当させて頂いた高たか野の小こ鹿ろくと申します。このノベルは今回のお話を頂き、実際に原作をプレイしてみて思った一番の感想を率直に小説に落とし込みました。



　つまりは「パーティからラルフを外したい」という思いです。なにしろこの勇者、本当に弱い。伊達だてにレベル１ではありません。エンドコンテンツだけではなく、ストーリーを娘むすめ達だけで攻こう略りやくすることは出来ないのか……その思いは非常に強くありました。

　だったら、それを実際に小説版で自分がやるしかない！

　……そんな経けい緯いで誕生したのが、この作品です。

　いかがだったでしょうか？


　あと一応、この作品はノベライズなのですが、原作を未プレイの方でも楽しめるように書いたつもりです。というのも「Hero and Daughter」はキャラが滅め茶ちや苦く茶ちや多く、なおかつヒロインがララを除いて全員ランダム加入のゲームなので、プレイ済みの方でも「こいつ誰だれだっけ……」「こんなキャラ、仲間にしてない……」となるケースが多発すると思ったからです。



　そんなわけで、基本的には作中の描びよう写しやだけでも大体の登場人物を理解出来るように努めました。とはいえ、もちろん、原作プレイ済みの方がより一層楽しめるのは間ま違ちがいないはずですし（ストレーガの例の大文字とか初見の方は絶対戸と惑まどうでしょうし）、執しつ筆ぴつ時点での最新版までに登場済みのヒロインは全員何かしらの描写や台詞せりふなど用意してありますので、誰推おしの方でも安心して買って頂けるのではないかな、と。

　また、ここからは若じやつ干かん私事的な告知を。

　自分これまでオリジナル作品だけを出して来た人間ですので、この半年ぶりに出た新刊がノベライズで「おいおい」と思われた方も僅わずかにいらっしゃるかもしれません。

　新作、書いてます。

　っていうか、かなりすぐ出る予定です。現在進行形で執筆中です。年内、というよりはもっと早く、初秋までには出せるはずなので。

　最後に、この作品に関かかわって下さった全すべての方に謝辞を。

　そして何より原作者であるtachiたち様。素す晴ばらしい作品の小説版に関わらせて頂き、本当にありがとうございました。それではご縁えんがありましたら是ぜ非ひとも、また。







　原作者あとがき





　はじめまして。『Hero and Daughter』原作者のtachiたちです。



　ノベライズの話が来たとき、まさかの展開に驚おどろくと同時に、一体このＲＰＧ作品がどんなふうに小説に仕上がるのだろうかと思っていました。

　担当の方からメールでいただいた原げん稿こうを開いて、かるーく読むつもりが、ゲーム制作をほったらかして、最後まで真しん剣けんに読んでしまいました。

　この小説では、高野さんが僕のキャラを見事にくみとって、アレンジしてくれています。原作者である僕が言いますが、「こんな性格じゃないよ」と思うキャラはいませんでした。それどころか、僕自身が「こんな一面もあったのか」と逆に納なつ得とくしてしまったシーンもあったくらいです。一読者として楽しく読みました。

　ちなみに現在、僕はニコニコゲームマガジン版の連れん載さい第二話を制作中なのですが、その話では「兵士です」に彼女が出来ます。この小説の「兵士です」を見ていたら、「彼に春が来たらどうなるんだろう」と思ってしまったのがキッカケです。良い意味で今回の小説は僕のゲームに影えい響きようを与あたえているんだろうなと感じます。


　こんな魅み力りよく的な物語を作ってくれた高野小鹿さんに感謝です。そして、小説を通して『Hero and Daughter』に触ふれてくれた読者の皆みなさま、ありがとうございました！
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